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沿　革
1847年（弘化４年）３月  孝明天皇、京都に公家の学習所設立（学習院の前身）
1849年（嘉永２年）４月  「学習院」の勅額下賜
1877年（明治10年）10月  神田錦町校舎に、天皇、皇后親臨され、開業式挙行
1884年（明治17年）４月  宮内省所管の官立学校となる
1885年（明治18年）９月  華族女学校設置（学習院女学部の前身）
1906年（明治39年）４月  華族女学校を学習院に併合。学習院女学部となる
1918年（大正７年）９月  女学部は独立して女子学習院となり、青山に移転
1946年（昭和21年）３月  女子学習院、牛込区戸山町（現在地）へ移転
1947年（昭和22年）３月  宮内省の管轄を離れ、財団法人学習院（私立学校）となる
  女子学習院は学習院と併合
1949年（昭和24年）４月  新制学習院大学開学
1950年（昭和25年）４月  学習院大学に短期大学部併設
  文科国文学専攻・英語専攻開設
  学部長小宮豊隆
1951年（昭和26年）３月  学校法人学習院となる
　　　　　　　　　４月  家庭生活科増設
1953年（昭和28年）６月  学習院女子短期大学と名称を改める
  学長小宮豊隆就任
1957年（昭和32年）４月  安倍能成院長、女子短期大学学長を兼任
1966年（昭和41年）４月  日高第四郎学長就任
1969年（昭和44年）４月  文科を人文学科と改称し、文化史専攻を新設
1970年（昭和45年）４月  児玉幸多学長就任
1973年（昭和48年）４月  磯部忠正学長就任
1978年（昭和53年）10月  学習院創立百周年記念式典挙行
1979年（昭和54年）４月  近藤不二学長就任
1980年（昭和55年）５月  学習院女子短期大学創立30周年記念式典挙行
1985年（昭和60年）４月  小倉芳彦学長就任
1991年（平成３年）４月  近藤不二学長就任
1998年（平成10年）４月  学習院女子短期大学を改組し、学習院女子大学を開学
  国際文化交流学部（日本文化学科・国際コミュニケーション学科）開設
1998年（平成10年）10月  早川東三学長就任
2001年（平成13年）５月  学習院女子短期大学を廃止
2003年（平成15年）４月  波多野敬雄学長就任
2004年（平成16年）４月  学習院女子大学大学院国際文化交流研究科国際文化交流専攻（修士課

程）設置
2005年（平成17年）４月  学芸員課程設置
2006年（平成18年）４月  英語コミュニケーション学科設置
2006年（平成18年）７月  永井和子学長就任
2011年（平成23年）４月  石澤靖治学長就任
2017年（平成29年）４月  神田典城学長就任
2018年（平成30年）４月  教職課程設置
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法 学 部

経済学部

文 学 部

理 学 部

法 学 研 究 科
政治学研究科
経済学研究科
経営学研究科

人文科学研究科

自然科学研究科

法 務 研 究 科
（法科大学院）

法律学専攻 （博士前期・後期課程）
政治学専攻 （博士前期・後期課程）
経済学専攻 （博士前期・後期課程）
経営学専攻 （博士前期・後期課程）
哲学専攻 （博士前期・後期課程）
美術史学専攻 （博士前期・後期課程）
史学専攻 （博士前期・後期課程）
日本語日本文学専攻 （博士前期・後期課程）
英語英米文学専攻 （博士前期・後期課程）
ドイツ語ドイツ文学専攻 （博士前期・後期課程）
フランス文学専攻 （博士前期・後期課程）
心理学専攻 （博士前期・後期課程）
臨床心理学専攻 （博士前期・後期課程）
教育学専攻 （博士前期・後期課程）
アーカイブズ学専攻 （博士前期・後期課程）
身体表象文化学専攻 （博士前期・後期課程）
　附置研究施設 臨床心理相談室
物理学専攻 （博士前期・後期課程）
化学専攻 （博士前期・後期課程）
数学専攻 （博士前期・後期課程）
生命科学専攻 （博士前期・後期課程）
　附置研究施設 基礎物性研究センター
法務専攻 （専門職学位課程）
　附置研究施設 法務研究所

法学科
政治学科
経済学科
経営学科
　附置研究施設 経済経営研究所
哲学科
史学科
日本語日本文学科
英語英米文化学科
ドイツ語圏文化学科
フランス語圏文化学科
心理学科
教育学科
　附置研究施設 人文科学研究所
物理学科
化学科
数学科
生命科学科
　附置研究施設 生命分子科学研究所
国際社会科学科

哲学・思想史系
美学・美術史系

日本語日本文学系
日本語教育系

図書館
スポーツ・健康科学センター
計算機センター
外国語教育研究センター
東洋文化研究所
史料館
国際センター

学習院女子大学
学 習 院 高 等 科
学習院女子高等科
学 習 院 中 等 科
学習院女子中等科
学 習 院 初 等 科
学 習 院 幼 稚 園

（次頁参照）

学 習 院 大 学

学校法人
学習院

学　部

附置研究施設

国際社会科学部

専門職
大学院

大学院

教職課程（各研究科、各学部に共通）
学芸員課程（各研究科、各学部に共通）

学習院の教育・研究組織表
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女 子 大 学 の 組 織

学 長
副 学 長

大学院研究科委員長
学 部 長
日 本 文 化 学 科 主 任
国際コミュニケーション学科主任
英語コミュニケーション学科主任

司 書 課 程 主 任
学 芸 員 課 程 主 任
図 書 館 長
国 際 学 研 究 所 長
語学教育センター所長
環境教育センター所長
国際交流推進センター所長

……………………………… 神　田　典　城　
……………………………… 越　塚　美　加　教　　授

荘　林　幹太郎　教　　授
……………………………… 今　橋　理　子　教　　授
……………………………… 福　島　直　恭　教　　授
……………………………… 内　野　　　儀　教　　授
 …………………… 畠　山　圭　一

S . ク レ イ

C . ウ ィ ン

　教　　授
 …………………… 　教　　授

教 職 課 程 主 任 大　桃　敏　行……………………………… 　教　　授
……………………………… 江　藤　正　己　准 教 授

准 教 授

……………………………… 岩　淵　令　治　教　　授
……………………………… 時　安　邦　治　教　　授
……………………………… 金　野　　　純　
……………………………… 　教　　授
……………………………… 品　川　　　明　教　　授
 …………………………… 伊　藤　由紀子　教　　授

教育・研究組織

学 習 院
女子大学

大学院

学　部

国際文化交流研究科 国際文化交流専攻（修士課程）

国際文化交流学部

附置教育研究機関

附属施設

司書課程

学芸員課程

教職課程

日本文化学科

国際コミュニケーション学科

英語コミュニケーション学科

図　書　館

国際学研究所

語学教育センター

環境教育センター

国際交流推進センター

教 務 部 長
学 生 部 長

……………………………… 武　井　彩　佳　教　授
……………………………… 佐久間　みかよ　教　授

事　務　組　織

女子大学

事 務 室
事 務 室
事 務 室
事 務 室
事 務 室
事 務 室

国 際 学 研 究 所
語学教育センター
環境教育センター
国際交流推進センター
カウンセリングルーム

事務運営課
保 健 室

教 　 　 務 　 　 部
学 　 　 生 　 　 部
キ ャ リ ア 支 援 部

事 務 統 括 部

女 子 大 学 図 書 館
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学

則
学 習 院 女 子 大 学 学 則

第 １ 章　総　　　　　則

（目的）
第 １ 条　本学は、国境・民族・文化をこえ、人類の平和と文化の発展を希求し、地球的視野から人類が

歩んできた過去及び進むべき未来を研究教授し、その深奥を究めるとともに、社会と手を携えつつ、
人格の陶冶と情操の涵養を図り、時代を先導する女子の創造的リーダーを育成することを目的とする。

（点検評価）
第 ２ 条　本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究を

はじめとする諸活動及び運営について、広く点検評価を行う。
２　点検及び評価に関し必要な事項は、別に定める。

第 ２ 章　組　　　　　織

（学部・学科、収容定員）
第 ３ 条　本学に国際文化交流学部を置く。
２　国際文化交流学部は、関連諸学問に対する高い識見を有するとともに、豊かな教養と地球的視野を
持ち、文化の交流と相互理解を通じて国際社会に貢献できる人材の育成を目的とする。
３　国際文化交流学部に日本文化学科、国際コミュニケーション学科、及び英語コミュニケーション学
科を置く。
　一 　日本文化学科は、日本文化に対する広い知識と深い理解の上に立って、国際感覚と高い言語能力

を身につけ、世界に向けて日本文化を発信するとともに、その継承と発展に寄与する人材を育成す
ることを目的とする。

　二 　国際コミュニケーション学科は、国際関係と異文化に対する広範な知識と深い理解力、併せて高
度の言語並びにコミュニケーション能力の習得を通して、国際社会に積極的に貢献する人材を育成
することを目的とする。

　三 　英語コミュニケーション学科は、英語による高度なコミュニケーション能力を有し、豊かな国際
的教養と論理的思考力を備え、国際・情報化社会で活躍する人材を育成することを目的とする。

４　本学が設置する学部及び学科の収容定員は、次のとおりとする。

学　　部 学　　科 入学定員 ３年次
編入学定員 収容定員

国際文化交流学部
日 本 文 化 学 科

国際コミュニケーション学科
英語コミュニケーション学科

140名
170名
45名

５名
５名

570名
690名
180名

（大学院）
第 ３ 条の ２ 　本学に、大学院を置く。
２　大学院については、学習院女子大学大学院学則の定めるところによる。
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（研究組織）
第 ４ 条　本学に、高度な教育研究を創造する組織として研究室及び研究プロジェクトを置く。

（附置教育研究機関）
第 ５ 条　本学に、前条に定める研究組織のほか、次の附置教育研究機関を置く。
　一　図書館
　二　国際学研究所
　三　語学教育センター
　四　環境教育センター
２　附置教育研究機関に関し必要な事項は、別に定める。

（附属施設）
第 ５ 条の ２ 　本学に、附属施設として国際交流推進センターを置く。
２　国際交流推進センターに関し必要な事項は、別に定める。

（教職員）
第 ６ 条　本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、副手及び事務職員を置く。
２　副学長、学部長、学科主任及びその他の役職者は、前項の教職員の中から選任する。
３　教職員及び事務の組織に関し必要な事項は、この学則に定めるもののほか、別に定める。

（学長）
第 ７ 条　学長は、校務をつかさどり所属教職員を統督するとともに、教育研究方針、予算編成及び教員

人事等の重要事項に関して執行の権限を有する。
２　学長は、教授会の意見を徴して、副学長、学部長、教務部長及び学生部長を任命する。
３　学長の選任及び学長職務の代行等に関し必要な事項は、別に定める。

（客員教員等）
第 ８ 条　本学に、専任教職員のほか客員教員等を置く。
２　客員教員等に関し必要な事項は、別に定める。

（教授会）
第 ９ 条　本学に教授会を置き、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものと

する。
　一　学生の入学、卒業及び課程の修了
　二　学位の授与
　三 　前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要な

ものとして学長が定めるもの
２ 　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長がつかさどる教育研究に関する事項につい

て審議し、また、学長の求めに応じ、意見を述べることができる。
３　教授会は、学長及び専任の教授、准教授、講師をもって組織する。
４　前各項に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は、別に定める。

（運営委員会）
第１0条　本学に、大学意思の積極的形成及び大学運営の効果的推進を実現するため運営委員会を置く。
２　運営委員会は、学長、副学長、学部長、教務部長、学生部長、図書館長、大学院研究科委員長、学

科主任及び事務組織の長をもって組織する。
３　前項に定めるもののほか、運営委員会に関し必要な事項は、別に定める。
第１0条の ２ 　本学に、前条の委員会のほか、次の委員会を置く。
　一　教務委員会
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　二　学生委員会
　三　入学試験委員会
　四　図書委員会
　五　教職課程委員会
　六　学芸員課程委員会
　七　国際交流推進委員会
　八　人権問題委員会
　九　自己点検・評価委員会
２　前項の委員会のほか、特定の事項について委員会を置くことができる。
３　前２項の委員会の組織運営に関し必要な事項は、別に定める。

第 ３ 章　学年、学期及び休業日

（学年）
第１１条　本学の学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）
第１２条　学年を分けて２学期とし、春学期・秋学期と称する。
２　前項の学期の期間については、各年度の学年暦に定める。

（休業日）
第１３条　授業を行わない日は、次のとおりとする。
　一　日曜日
　二　国民の祝日に関する法律に規定する休日
　三　開学記念日　　５月15日
　四　開院記念日　　10月17日
　五　春季休業　　２月上旬から４月上旬まで
　六　夏季休業　　８月上旬から９月中旬まで
　七　冬季休業　　12月下旬から翌年１月上旬まで
２　学長は、必要がある場合には、前項の休業日を臨時に変更し、又は同項の休業日以外の日を臨時の

休業日として定めることができる。

第 ４ 章　修業年限及び在学年限

（修業年限）
第１４条　本学の修業年限は、４年とする。ただし、編入学又は再入学により入学した学生の修業年限は、

入学した年次に対応した年限とする。
（在学年限）
第１５条　学生は、休学期間を除き８年を超えて在学することができない。ただし、編入学又は再入学に

より入学した学生の在学年限は、修業年限の２倍に相当する年数を限度とする。



学

則

— 12 —

学

則

第 ５ 章　入　　　　　学

（入学の時期）
第１６条　入学の時期は、学年又は学期の始めとする。

（入学資格）
第１７条　本学に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。
　一　高等学校又は中等教育学校を卒業した者
　二　通常の課程による12年の学校教育を修了した者
　三　文部科学大臣が高等学校卒業者と同等以上の者として学校教育法施行規則において定める者

（入学の出願）
第１８条　本学に入学を志願する者は、所定の手続をふみ、かつ、別表３に定める入学検定料を納付しな

ければならない。
（入学者の選考）
第１９条　入学志願者に対しては、入学を許可するための選考を行う。
２　入学志願者の選考に関し必要な事項は、別に定める。

（入学手続及び入学許可）
第２0条　前条の選考に合格した者は、入学金等の納付金を納付の上、入学誓約書及び他の所定書類を添

えて、入学の意思を届け出るものとする。
２　学長は、前項の入学手続を完了した者に対して入学を許可する。ただし、第17条に定める入学資格

を満たすことが確認できない場合には、学長は、入学を許可した後にあっても前項の納付金を返還す
るとともに入学の許可を取り消すことがある。

（編入学）
第２１条　編入学は、３年次への編入を志願する場合に限り、選考の上これを許可することがある。

（再入学）
第２２条　再入学は、本学を退学した者が再び入学を志願する場合に、選考の上退学時に在学していた学

科に限りこれを許可することがある。
（転科）
第２３条　入学後１年以上を経た者が、転科を希望したときは、学期の始めに限り、選考の上これを許可

することがある。
（編入学、再入学及び転科の選考及び入学等の手続）
第２４条　編入学、再入学及び転科の選考及び入学等の手続に関し必要な事項は、別に定める。

第 ６ 章　教育課程及び履修方法等

（授業科目）
第２５条　授業科目は、以下のとおりとする。
　一　専門科目
　二　共通科目
　三　専門科目、共通科目又は資格の取得に関する科目に属さない科目
　四　教職課程に関する科目
　五　図書館司書に関する科目
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　六　博物館に関する科目
　七　日本語教員養成講座に関する科目
２　授業科目の種類及び単位数は、別表１及び別表２のとおりとする。
３　各学科の学生は、前項の授業科目のうち、当該学科の履修規定によって指定された授業科目を履修

することができる。
４　授業科目は、各学科の履修規定の定めるところにより必修科目、必修選択科目、自由選択科目又は

随意科目のいずれかとして指定される。
（教職課程）
第２６条　本学に、教育職員免許法に基づき、教職課程を置く。
２　教育職員免許状を取得しようとする者は、各学科の授業科目より教育職員免許法及び同法施行規則

に定める所要の単位を修得しなければならない。
３　本学において取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は、次のとおりである。

免許状の種類
学部・学科

中学校教諭一種免
許状

高等学校教諭一種
免許状

国際文化交流学部 日本文化学科
国際コミュニケー
ション学科
英語コミュニケー
ション学科

国語
英語

英語

国語
英語

英語

４　教職課程に関する科目は、別表２の一のとおりとする。
５　前の各項に定めるもののほか、教職課程に関し必要な事項は、別に定める。

（司書課程）
第２６条の ２ 　本学に、司書課程を置く。
２　図書館法に定める司書の資格を取得しようとする者のために、本学に図書館司書に関する科目を設

ける。
３　図書館司書の資格を取得しようとする者は、図書館司書に関する科目及び単位を修得しなければな

らない。
４　図書館司書に関する科目は、別表２の二のとおりとする。
５　前の各項に定めるもののほか、司書課程に関し必要な事項は、別に定める。

（学芸員課程）
第２６条の ３ 　本学に、学芸員課程を置く。
２　博物館法に定める学芸員の資格を取得しようとする者のために、本学に博物館に関する科目を設け

る。
３　学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館に関する科目及び単位を修得しなければならない。
４　博物館に関する科目は、別表２の三のとおりとする。
５　前の各項に定めるもののほか、学芸員の資格を取得するために必要な事項は、別に定める。

（日本語教員養成講座）
第２６条の ４ 　本学に、日本語教員養成講座を置く。
２　日本語教員養成講座を修了しようとする者のために、本学に日本語教員養成講座に関する科目を設

ける。
３　日本語教員養成講座を修了しようとする者は、日本語教員養成講座に関する科目及び単位を修得し

なければならない。
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４　日本語教員養成講座に関する科目は、別表２の四のとおりとする。
５　前の各項に定めるもののほか、日本語教員養成講座を修了するために必要な事項は、別に定める。

（単位の計算方法）
第２７条　各授業科目に対する単位数は、１単位について45時間の学修時間を標準とし、毎週１時間計15

週の授業をもって１単位とする。ただし、外国語に関する科目については毎週２時間計15週の授業を
もって１単位とする。

（試験及び成績）
第２８条　学業成績は、原則として試験によって評価し、評価結果はＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆをもって示し、Ｓ・

Ａ・Ｂ・Ｃを合格、Ｆを不合格とする。
（履修及び単位修得）
第２９条　授業科目の履修及び単位の修得に関し必要な事項は、別に定める。

（他大学等における授業科目の履修等）
第３0条　本学は、教育上有益と認めるときは、次の各号に定める履修又は学修を本学における授業科目

の履修により修得したものとみなし、所定の単位を与えることができる。
一　在学中の学生による次に定める他大学等の履修又は学修

ア　他の大学又は短期大学における履修
イ　外国の大学への留学の許可を得た者の留学した大学における履修
ウ　短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他平成３年文部省告示第68号の定めによ

る学修
二　新たに本学の第１年次に入学した学生による次に定める入学前の履修又は学修

ア　大学又は短期大学における履修（科目等履修生として修得した単位を含む）
イ　外国の大学又は短期大学における履修
ウ　短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他平成３年文部省告示第68号の定めによ

る学修
２　編入学者及び再入学者の既修得単位の認定については、別に定める。

（算入可能な単位数の上限）
第３１条　前条第１項に基づき本学における授業科目の履修により修得した単位に算入することができる

単位数は、それぞれ次の各号に定める単位数を上限とし、合計60単位を限度とする。
一　前条第１項第１号ア及びウにより算入することができる単位数は、それぞれを合計して30単位を

限度とする。
二　前条第１項第１号イにより算入することができる単位数は、協定留学及び私費留学については30

単位、ダブルディグリー留学については60単位を限度とする。
三　前条第１項第２号により算入することができる単位数は、30単位を限度とする。

２　前項に定める上限60単位には、本学において修得した単位（科目等履修生及び科目等履修生（高等
科生）として修得した単位を含む）は含まないものとする。

（学外講義等）
第３２条　本学は、第25条及び第26条に定める正規課程のための授業のほか、学外講義、公開講義及び講

習会を随時開催する。
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第 ７ 章　卒業及び学位

（卒業単位）
第３３条　学生が本学を卒業するために必要とする修得単位数は、134単位以上とする。
２　前項の単位数に算入される授業科目は、各学科の履修規定に定めるところによる。
３　随意科目として修得した単位は、第１項の卒業に必要な単位数には算入されない。

（卒業認定）
第３４条　本学に４年以上在学し、前条に定める単位数を修得した者には、学長が卒業の認定を行う。

（学位）
第３５条　学長は、卒業を認定した者に対して次の学位を授与する。
　　　　日本文化学科　　　　　　　　　学士（日本文化）
　　　　国際コミュニケーション学科　　学士（国際コミュニケーション）
　　　　英語コミュニケーション学科　　学士（英語コミュニケーション）
２　卒業の期日は、３月31日又は９月30日とする。

第 ８ 章　留学、休学及び退学等

（留学）
第３６条　学生は、外国の大学又は短期大学において修学しようとするときは、学長が本人の教育上有益

であると認めた場合にかぎり、協定留学、私費留学又はダブルディグリー留学として留学することが
できる。

２　留学期間は、修業年限及び在学年限に算入する。
３　学生が留学により修得した単位については、第30条及び第31条の定めるところによる。
４　前の各項に定めるもののほか、協定留学、私費留学及びダブルディグリー留学に関し必要な事項は、

別に定める。
（休学）
第３７条　疾病その他の特別な理由により３ヵ月以上欠席しようとする学生は、学長の許可を得て、休学

することができる。
２　休学期間は、原則として１回の願い出について１年以内とする。ただし、特別の理由により引き続

き休学を要する者は、許可を得てさらに休学することができる。
３　休学期間は、通算して４年を限度とする。休学期間は、修業年限及び在学年限には算入しない。

（復学）
第３８条　学生は、休学の理由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができる。

（退学）
第３９条　学生は、引続いて在学することができないときは、学長の許可を得て退学することができる。

（除籍）
第４0条　学長は、次の各号の一に該当する学生については除籍する。
　一　授業料等の納付金の納付を怠り、督促してもなお納付しない者
　二　第15条に定める在学年限を超える者
　三　第37条に定める休学期間を超えてなお復学できない者
　四　長期間にわたり行方不明の者
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２　前項第１号によって除籍となった者が、当該年度中に未納金を納付した場合には、除籍を解除する
ことがある。

第 ９ 章　正規課程以外の学生

（協定留学生等）
第４１条　本学は、第５章に定める正規課程の入学者のほか、次の各号に定める学生を受け入れる。
　一　協定留学生　　本学が外国の大学との交流協定に基づいて受け入れる留学生
　二　科目等履修生　 第17条に定める入学資格を有する者で、本学の授業科目の単位修得を願い出て許

可された者
　三　科目等履修生（高等科生）　 学習院高等科及び学習院女子高等科の生徒で、本学の授業科目の単

位修得を願い出て許可された者
　四　特別履修生　　本学が他大学との協定に基づいて受け入れる履修生
　五　研究生　　　　本学教員の指導の下に特定の専門事項について研究する者
２　前項の学生の受入れ、授業科目の履修等に関し必要な事項は、別に定める。

（規則の準用）
第４２条　前条に定める学生は、正規課程の学生と同様に本学の規則を遵守しなければならない。

第１0章　賞　　　　　罰

（表彰）
第４３条　学生として表彰に価する行為があった者は、学長が表彰することができる。

（懲戒）
第４４条　学生が本学の規則又は命令に背き若しくは学生としての本分に反する行為を行ったときは、学

長が懲戒する。
２　懲戒は、訓告、停学又は退学とする。
３　前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。
　一　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
　二　性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　三　本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者
４　懲戒に関する事項については、別に定める。

第１１章　厚 生 保 健 施 設

第４５条　学生は、別に定める規定に従って次の施設を利用することができる。
　一　学寮　　　　　　
　二　集会施設　　　　互敬会館
　　　　　　　　　　　輔仁会館
　三　生活相談施設　　カウンセリングルーム
　四　保健施設　　　　保健室
　五　運動施設
　六　課外活動施設
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　七　山岳施設　　　　光徳小屋（奥日光）
　　　　　　　　　　　妙高高原寮（池の平）
　八　臨海施設　　　　沼津游泳場（沼津）
　九　校外教育施設　　西田幾多郎博士記念館（学習院寸心荘）（鎌倉）

第１２章　学　　　　　費

（入学検定料）
第４６条　第18条に定める入学検定料は、別表３のとおりとする。

（入学手続時納付金）
第４７条　第20条に定める入学金等の納付金は、別表３に定める入学金、別表４に定める第１期の在籍料、

授業料及び施設設備費その他の納付金とする。
（授業料等の納付金）
第４８条　学生は、別表４に定める授業料等の納付金を納付しなければならない。

（留学者の納付金）
第４９条　第36条に定める留学者の納付金については、留学期間中の本学における授業料及び施設設備費

を減免する。
２　外国の大学との交流協定に基づく留学者で、その協定によって留学先大学の納付金が免除されると
きは、前項にかかわらず納付金を納付しなければならない。

（休学者の納付金）
第５0条　休学の許可を得た者については、休学期間中の本学における授業料及び施設設備費を減免する。

（納付金の減免）
第５１条　留学者及び休学者の納付金減免に関し必要な事項は、別に定める。

（協定留学生の納付金）
第５２条　協定留学生の納付金は、別に定める。

（履修生の納付金等）
第５３条　科目等履修生及び特別履修生にかかる選考料、登録料及び履修料は、別表５のとおりとする。

ただし、特別履修生にかかる選考料、登録料及び履修料は、別に定めるところによりこれを減免する
ことができる。

２　科目等履修生（高等科生）については、選考料、登録料及び履修料を免除する。
（研究生の納付金）
第５４条　研究生が納付する納付金は、別表６のとおりとする。

（納付金額の変更）
第５５条　学生は、在学中に納付金額の変更があった場合には、改定後の納付金額により納付しなければ

ならない。
（既納納付金の扱い）
第５６条　既納の入学金、在籍料、授業料、施設設備費その他の納付金は返付しない。ただし、入学を許

可された者が入学を辞退する場合において、所定の期日までに願い出たときは、既納の在籍料、授業
料、施設設備費その他の納付金を返付することがある。

２　年額の授業料を納付している者が春学期に退学する場合、所定の手続により、秋学期の授業料を返
付することがある。
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第１３章　奨　学　制　度

（奨学金）
第５７条　成績優秀にして品行方正な学生及び経済的に修学が困難な学生に対しては、選考のうえ奨学金

を貸与又は給付する。
２　奨学金に関し必要な事項は、別に定める。

第１４章　改　　　　　正

第５８条　この学則の改正は、教授会の議を経て、学長がこれを行う。
　　　　附　則
１　この学則は、平成10年４月１日から施行する。
２　第３条に定める学生の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成10年度から12年度までの間は、

次のとおりとする。

学　　　科 10 年 度 11 年 度 12 年 度

日 本 文 化 学 科
国際コミュニケーション学科

170名
170名

340名
340名

530名
530名

　　　　附　則
　この学則は、平成11年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成12年１月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成12年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成13年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成14年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　１　この学則は、平成14年４月１日から施行する。
　２ 　改正後の第27条、第33条及び別表１の規定は、平成14年度以後の入学者について適用し、平成13

年度以前の入学者については、なお従前の例による。
　　　　附　則
　この学則は、平成15年４月１日から施行し、第56条第１項については平成14年４月１日に溯って適用する。
　　　　附　則
　この学則は、平成16年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成17年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　１　この学則は、平成18年４月１日から施行する。
　２　第３条に定める学生の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成18年度から20年度までの間は、
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　次のとおりとする。

学　　　科 18 年 度 19 年 度 20 年 度

日 本 文 化 学 科
国際コミュニケーション学科
英語コミュニケーション学科

690名
720名
30名

660名
720名
60名

630名
720名
90名

　　　　附　則
　この学則は、平成19年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成20年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　１　この学則は、平成23年４月１日から施行する。
　２　第３条第４項の規定にかかわらず、平成23年度から平成25年度までの間の学生の定員は、次のと

おりとする。
平成23年度

学　　部 学　　科 入学定員 ３年次
編入学定員 収容定員

国際文化交流学部
日 本 文 化 学 科

国際コミュニケーション学科
英語コミュニケーション学科

140名
170名
45名

10名
15名

590名
715名
135名

平成24年度

学　　部 学　　科 入学定員 ３年次
編入学定員 収容定員

国際文化交流学部
日 本 文 化 学 科

国際コミュニケーション学科
英語コミュニケーション学科

140名
170名
45名

10名
15名

580名
710名
150名

平成25年度

学　　部 学　　科 入学定員 ３年次
編入学定員 収容定員

国際文化交流学部
日 本 文 化 学 科

国際コミュニケーション学科
英語コミュニケーション学科

140名
170名
45名

５名
５名

575名
700名
165名

３　改正後の第33条の規定は、平成23年度以降の入学者に適用し、平成22年度以前の入学者については、
なお従前の例による。

　　　　附　則
　１　この学則は、平成24年４月１日から施行する。
　２ 　改正後の別表１−二の規定は、平成24年度以降の入学者について適用し、平成23年度以前の入学

者については、なお従前の例による。
　３ 　改正後の別表２の「一　図書館司書に関する科目」及び「二　博物館に関する科目」は、平成24

年度以降の入学者（科目等履修生を含む。）に適用し、平成23年度以前の入学者については、なお



学

則

— 20 —

学

則

従前の例による。
　　　　附　則
　１　この学則は、平成25年４月１日から施行する。
　２ 　第28条の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学者及び平成26年度以前の第３年次編入学者の

学業成績については、なお従前の例による。
　３ 　平成25年度入学者の納付金については、施行日前に納付する場合にも別表３及び別表４を適用す

る。
　４ 　平成25年３月31日以前の入学者の納付金のうち別表４については、維持費を施設設備費に改める

ほかは、なお従前の例による。
　　　　附　則
　この学則は、平成26年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成27年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成27年５月27日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成28年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。
　２ 　平成29年度入学者の納付金については、施行日前に納付する場合にも別表４を適用する。
　３ 　平成29年３月31日以前の入学者の納付金のうち別表４については、なお従前の例による。
　　　　附　則
　この学則は、平成30年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、平成31年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この学則は、令和２年４月１日から施行する。
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別表 １
一　日本文化学科専門科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

日本文化基礎演習Ⅰ
日本文化基礎演習Ⅱ
日本文化基礎演習Ⅲ
日本文化基礎演習Ⅳ
日本文化演習Ⅰ
日本文化演習Ⅱ
日本文化演習Ⅲ
日本文化演習Ⅳ
日本文化政策論Ⅰ
日本文化政策論Ⅱ
日本人論Ⅰ
日本人論Ⅱ
日本文学史Ⅰ
日本文学史Ⅱ
日本文学史Ⅲ
日本語学Ⅰ
日本語学Ⅱ
日本語学Ⅲ
日本思想史Ⅰ
日本思想史Ⅱ
日本思想史Ⅲ
日本思想史Ⅳ
伝統文化論Ⅰ
伝統文化論Ⅱ
伝統文化論Ⅲ
伝統文化論Ⅳ（書）
伝統文化論Ⅴ
伝統文化論Ⅵ
伝統文化論Ⅶ
伝統文化論Ⅷ
民俗学Ⅰ
民俗学Ⅱ
日本政治経済史
日本社会制度史
日本生活文化史Ⅰ
日本生活文化史Ⅱ
日本生活文化史Ⅲ
日本生活文化史Ⅳ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

日本生活文化史Ⅴ
日本生活文化史Ⅵ
日本文化論
近代文化論Ⅰ
近代文化論Ⅱ
民俗文化論Ⅰ
民俗文化論Ⅱ
民俗文化論Ⅲ
民俗文化論Ⅳ
比較民俗文化論Ⅰ
比較民俗文化論Ⅱ
比較生活文化論Ⅰ
比較生活文化論Ⅱ
日本生活文化論Ⅰ
日本生活文化論Ⅱ
日本生活文化論Ⅲ
日本生活文化論Ⅳ
日本史論Ⅰ
日本史論Ⅱ
日本史論Ⅲ
日本史論Ⅳ
日本文化交流史Ⅰ
日本文化交流史Ⅱ
歴史資料論Ⅰ
歴史資料論Ⅱ
歴史資料論Ⅲ
歴史資料論Ⅳ
形象文化論Ⅰ
形象文化論Ⅱ
形象文化論Ⅲ
形象文化論Ⅳ
形象文化論Ⅴ
形象文化論Ⅵ
身体文化論Ⅰ
身体文化論Ⅱ
日本思想研究Ⅰ
日本思想研究Ⅱ
日本思想研究Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

日本思想研究Ⅳ
日本思想研究Ⅴ
日本思想研究Ⅵ
日本文学論Ⅰ
日本文学論Ⅱ
日本文学論Ⅲ
日本文学論Ⅳ
日本文学論Ⅴ
日本文学研究Ⅰ
日本文学研究Ⅱ
日本文学研究Ⅲ
日本文学研究Ⅳ
日本文学研究Ⅴ
中国文学論Ⅰ
中国文学論Ⅱ
現代文化論Ⅰ
現代文化論Ⅱ
現代文化論Ⅲ
現代文化論Ⅳ
現代文化論Ⅴ
現代文化論Ⅵ
現代文化論Ⅶ
メディア論
現代生活論Ⅰ
現代生活論Ⅱ
現代生活論Ⅲ
現代生活論Ⅳ
日本政治論
日本経済論
日本社会論
比較文化論Ⅰ
比較文化論Ⅱ
比較文化論Ⅲ
比較文化論Ⅳ
比較文化論Ⅴ
比較文化論Ⅵ
比較文化論Ⅶ
比較文化論Ⅷ
比較文化論Ⅸ
比較文化論Ⅹ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

卒業研究
卒業論文

８
８
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二　国際コミュニケーション学科専門科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

国際コミュニケーション基礎演習Ⅰ
国際コミュニケーション基礎演習Ⅱ
国際コミュニケーション基礎演習Ⅲ
国際コミュニケーション基礎演習Ⅳ
国際コミュニケーション演習Ⅰ
国際コミュニケーション演習Ⅱ
国際コミュニケーション演習Ⅲ
国際コミュニケーション演習Ⅳ
国際関係基礎論Ⅰ
国際関係基礎論Ⅱ
地域研究基礎論Ⅰ
地域研究基礎論Ⅱ
国際コミュニケーション論
国際関係論Ⅰ
国際関係論Ⅱ
国際関係論Ⅲ
国際関係論Ⅳ
国際政治Ⅰ
国際政治Ⅱ
国際政治Ⅲ
国際政治Ⅳ
国際経済Ⅰ
国際経済Ⅱ
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
国際機構論Ⅰ
国際機構論Ⅱ
国際開発論Ⅰ
国際開発論Ⅱ
ヨーロッパ政治史Ⅰ
ヨーロッパ政治史Ⅱ
経営学Ⅰ
経営学Ⅱ
マーケティング
金融論
ボランティア論Ⅰ
ボランティア論Ⅱ
言語学Ⅰ
言語学Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

社会言語学Ⅰ
社会言語学Ⅱ
文化人類学Ⅰ
文化人類学Ⅱ
マスコミュニケーション論Ⅰ
マスコミュニケーション論Ⅱ
マスコミュニケーション論Ⅲ
環境科学
言語地理学
比較神話論
比較教育学
比較政治学
比較音楽論Ⅰ
比較音楽論Ⅱ
比較宗教論Ⅰ
比較宗教論Ⅱ
比較居住文化論
比較道具論
英語学Ⅰ
英語学Ⅱ
英語学Ⅲ
英語学Ⅳ
北米文化論
ヨーロッパ文化論
アジア文化論
アメリカ文化論Ⅰ
アメリカ文化論Ⅱ
イギリス文化論Ⅰ
イギリス文化論Ⅱ
ドイツ文化論Ⅰ
ドイツ文化論Ⅱ
フランス文化論Ⅰ
フランス文化論Ⅱ
イタリア文化論Ⅰ
イタリア文化論Ⅱ
ロシア文化論
東欧文化論
イスラム文化論Ⅰ
イスラム文化論Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

中国文化論
朝鮮文化論
東南アジア文化論Ⅰ
東南アジア文化論Ⅱ
南アジア文化論
オセアニア文化論
アフリカ文化論
中南米文化論
アメリカ文学論
アメリカ文学研究
イギリス文学論
イギリス文学研究
英語圏文学総論
英語圏文学研究
文化遺産学
日本文化発信英語Ⅰ
日本文化発信英語Ⅱ
時事英語
英語演習Ⅰ
英語演習Ⅰ（Conversation & Presentation）
英語演習Ⅱ
英語演習Ⅱ（Reading & Writing）
外国語演習Ⅰ
外国語演習Ⅰ（英語圏文化）
外国語演習Ⅱ
外国語演習Ⅱ（英語圏文化）

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

卒業研究
卒業論文

８
８
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三　英語コミュニケーション学科専門科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

英語コミュニケーション基礎演習Ⅰ
英語コミュニケーション基礎演習Ⅱ
英語コミュニケーション基礎演習Ⅲ
英語コミュニケーション基礎演習Ⅳ
海外研修
Cultural Exchange
TOEIC Basics
TOEIC Skills
Paragraph Writing
Writing Practice
Essay Writing
Writing Skills
Academic Writing
Presentations
Listening Practice
Listening Skills
Discussing Global Issues
Discussing Business Issues
Debate
Discussing Current Issues
Business Presentations
Newspaper English
In−Depth News Listening
Business Writing
英語コミュニケーション特殊演習Ⅰ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅱ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅲ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅳ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅴ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅵ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅶ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅷ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅸ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅹ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅺ
英語コミュニケーション特殊演習Ⅻ
英語コミュニケーション演習Ⅰ
英語コミュニケーション演習Ⅱ
英語コミュニケーション演習Ⅲ

２
２
２
２
16
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

英語コミュニケーション演習Ⅳ
卒業研究
卒業論文

〈国際コミュニケーション学科専門科目〉
国際関係基礎論Ⅰ
国際関係基礎論Ⅱ
地域研究基礎論Ⅰ
地域研究基礎論Ⅱ
国際コミュニケーション論
国際関係論Ⅰ
国際関係論Ⅱ
国際関係論Ⅲ
国際関係論Ⅳ
国際政治Ⅰ
国際政治Ⅱ
国際政治Ⅲ
国際政治Ⅳ
国際経済Ⅰ
国際経済Ⅱ
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
国際機構論Ⅰ
国際機構論Ⅱ
国際開発論Ⅰ
国際開発論Ⅱ
ヨーロッパ政治史Ⅰ
ヨーロッパ政治史Ⅱ
経営学Ⅰ
経営学Ⅱ
マーケティング
金融論
ボランティア論Ⅰ
ボランティア論Ⅱ
言語学Ⅰ
言語学Ⅱ
社会言語学Ⅰ
社会言語学Ⅱ
文化人類学Ⅰ

２
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

文化人類学Ⅱ
マスコミュニケーション論Ⅰ
マスコミュニケーション論Ⅱ
マスコミュニケーション論Ⅲ
環境科学
言語地理学
比較神話論
比較道具論
比較政治学
比較音楽論Ⅰ
比較音楽論Ⅱ
比較宗教論Ⅰ
比較宗教論Ⅱ
比較居住文化論
比較教育学
英語学Ⅰ
英語学Ⅱ
英語学Ⅲ
英語学Ⅳ
北米文化論
ヨーロッパ文化論
アジア文化論
アメリカ文化論Ⅰ
アメリカ文化論Ⅱ
イギリス文化論Ⅰ
イギリス文化論Ⅱ
ドイツ文化論Ⅰ
ドイツ文化論Ⅱ
フランス文化論Ⅰ
フランス文化論Ⅱ
イタリア文化論Ⅰ
イタリア文化論Ⅱ
ロシア文化論
東欧文化論
イスラム文化論Ⅰ
イスラム文化論Ⅱ
中国文化論
朝鮮文化論
東南アジア文化論Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

南アジア文化論
オセアニア文化論
アフリカ文化論
中南米文化論
アメリカ文学論
アメリカ文学研究
イギリス文学論
イギリス文学研究
英語圏文学総論
英語圏文学研究
文化遺産学
日本文化発信英語Ⅰ
日本文化発信英語Ⅱ
時事英語

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

東南アジア文化論Ⅱ
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四　日本文化学科・国際コミュニケーション学科・英語コミュニケーション学科共通科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

特別総合科目Ⅰ
特別総合科目Ⅱ
特別総合科目Ⅲ
特別総合科目Ⅳ
特別総合科目Ⅴ
特別総合科目Ⅵ
特別総合科目Ⅶ
特別総合科目Ⅷ
特別総合科目Ⅸ
特別総合科目Ⅹ
特別総合科目Ⅺ
国際文化交流論Ⅰ
国際文化交流論Ⅱ
国際文化交流論Ⅲ
国際文化交流論Ⅳ
国際文化交流論Ⅴ
国際文化交流論Ⅵ
国際文化交流論Ⅶ
国際文化交流論Ⅷ
国際文化交流論Ⅸ
国際文化交流論Ⅹ
国際文化交流論Ⅺ
基礎政治学
基礎経済学
基礎社会学
基礎統計学
法学Ⅰ
法学Ⅱ
日本国憲法
教育学
哲学
心理学
英語学総論
日本近代史概論
西洋近代史概論
西洋思想史概論
日本芸術論
西洋芸術論
学習院史Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

学習院史Ⅱ
人間関係論Ⅰ
人間関係論Ⅱ
人間関係論Ⅲ
人間関係論Ⅳ
人間関係論Ⅴ
人間関係論Ⅵ
人間関係論Ⅶ
生活環境論Ⅰ
生活環境論Ⅱ
生活環境論Ⅲ
生活環境論Ⅳ
生活環境論Ⅴ
社会環境論Ⅰ
社会環境論Ⅱ
社会環境論Ⅲ
社会環境論Ⅳ
自然環境論Ⅰ
自然環境論Ⅱ
自然環境論Ⅲ
自然環境論Ⅳ
地球環境論Ⅰ
地球環境論Ⅱ
情報処理Ⅰ
情報処理Ⅱ
情報処理Ⅲ
情報処理Ⅳ
文献情報
社会調査法
日本語表現法Ⅰ
日本語表現法Ⅱ
日本語表現法Ⅲ
BASIC LISTENING
NEWS LISTENING
BASIC READING
READING & WRITING
SPEAKING PRACTICE
SPEAKING SKILLS
INTENSIVE READING & WRITING

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

フランス語基礎Ⅰ
フランス語基礎Ⅱ
フランス語応用Ⅰ
フランス語応用Ⅱ
ドイツ語基礎Ⅰ
ドイツ語基礎Ⅱ
ドイツ語応用Ⅰ
ドイツ語応用Ⅱ
イタリア語基礎Ⅰ
イタリア語基礎Ⅱ
イタリア語応用Ⅰ
イタリア語応用Ⅱ
スペイン語基礎Ⅰ
スペイン語基礎Ⅱ
スペイン語応用Ⅰ
スペイン語応用Ⅱ
中国語基礎Ⅰ
中国語基礎Ⅱ
中国語応用Ⅰ
中国語応用Ⅱ
韓国語基礎Ⅰ
韓国語基礎Ⅱ
韓国語応用Ⅰ
韓国語応用Ⅱ
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ
日本語Ⅴ
日本語Ⅵ
スポーツ・健康科学演習Ⅰ
スポーツ・健康科学演習Ⅱ
伝統文化演習Ⅰ
伝統文化演習Ⅰ（書道）
伝統文化演習Ⅱ
伝統文化演習Ⅱ（書道）
伝統文化演習Ⅲ
伝統文化演習Ⅳ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

伝統文化演習Ⅴ
伝統文化演習Ⅵ
伝統文化演習Ⅶ
伝統文化演習Ⅷ
伝統文化演習Ⅸ
伝統文化演習Ⅹ
国際文化交流演習Ⅰ
国際文化交流演習Ⅱ
国際文化交流演習Ⅲ
国際文化交流演習Ⅳ
国際文化交流演習Ⅴ
国際文化交流演習Ⅵ
国際文化交流演習Ⅶ
国際文化交流演習Ⅷ
国際文化交流演習Ⅸ
国際文化交流演習Ⅹ
国際文化交流演習Ⅺ
国際文化交流演習Ⅻ
国際文化交流演習�
国際文化交流演習�
生活文化演習Ⅰ
生活文化演習Ⅱ
生活文化演習Ⅲ
生活文化演習Ⅳ
生活文化演習Ⅴ
生活文化演習Ⅵ
ボランティア演習
社会儀礼演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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五　専門科目、共通科目又は資格の取得に関する科目に属さない科目

授業科目 単位

国外大学科目Ⅰ ２

国外大学科目Ⅱ ２

国外大学科目Ⅲ ２

国外大学科目Ⅳ ２

国外大学科目Ⅴ ２

国外大学科目Ⅵ ２

国外大学科目Ⅶ ２

国外大学科目Ⅷ ２

国外大学科目Ⅸ ２

国外大学科目Ⅹ ２

国外大学科目Ⅺ ２

国外大学科目Ⅻ ２

国外大学科目� ２

国外大学科目� ２

国外大学科目� ２

外国語認定科目Ⅰ ２

外国語認定科目Ⅱ ２

外国語認定科目Ⅲ ２
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別表 ２

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

教職概論
教育基礎論
教育心理学
教育制度論
教育課程論
国語科教育法Ⅰ
国語科教育法Ⅱ
国語科教育法Ⅲ
国語科教育法Ⅳ
英語科教育法Ⅰ
英語科教育法Ⅱ
英語科教育法Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

英語科教育法Ⅳ
道徳教育指導論
特別活動指導論
教育方法・技術
生徒･進路指導論
教育相談
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ
教職実践演習（中・高）
特別支援教育概論
総合的な学習の時間の指導法
学校インターンシップ

2
2
2
2
2
2
3
2
2
1
2
1

一　教職課程に関する科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

生涯学習概論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館資料保存論
博物館展示論
博物館情報・メディア論
博物館教育論
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅱ
形象文化論Ⅰ
形象文化論Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２

形象文化論Ⅲ
形象文化論Ⅳ
形象文化論Ⅴ
形象文化論Ⅵ
日本芸術論
西洋芸術論
歴史資料論Ⅰ
歴史資料論Ⅱ
民俗学Ⅰ
民俗学Ⅱ
民俗文化論Ⅰ
民俗文化論Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

三　博物館に関する科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館情報技術論
図書館サービス概論
情報サービス論
児童サービス論
情報検索演習

２
２
２
２
２
２
２
２

レファレンスサービス演習
図書館情報資源概論
情報資源組織論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図書館基礎特論
図書・図書館史
図書館サービス特論

２
２
２
２
２
２
２
２

二　図書館司書に関する科目
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別表 ３

区　　分 適　　　　用　　　　者 金　額（円）

入学検定料 平成10年度以後の入学につき出願の手続きを行う者 35,000

入　学　金 平成25年度以後の入学につき入学の手続きを行う者 200,000

別表 ４

区　　　分
年　　額
（円）

分納額及び分納期

第　１　期
４月30日まで

第　２　期
９月30日まで

在　籍　料 60,000 60,000 ―

授　業　料 860,000 430,000 430,000

施設設備費 220,000 220,000 ―

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

民俗文化論Ⅲ
民俗文化論Ⅳ
比較民俗文化論Ⅰ
比較民俗文化論Ⅱ
日本生活文化史Ⅰ
日本生活文化史Ⅱ
日本生活文化史Ⅲ
日本生活文化史Ⅳ
日本生活文化史Ⅴ
日本生活文化史Ⅵ
日本史論Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

日本史論Ⅱ
日本史論Ⅲ
日本史論Ⅳ
日本文化交流史Ⅰ
ヨーロッパ文化論
東欧文化論
アジア文化論
文化遺産学
自然環境論Ⅰ
地球環境論Ⅰ
地球環境論Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

四　日本語教員養成講座に関する科目

授　　業　　科　　目 単位 授　　業　　科　　目 単位

応用日本語学Ⅰ
応用日本語学Ⅱ
日本語教授法Ⅰ
日本語教授法Ⅱ
日本語表現法Ⅰ
日本語表現法Ⅱ
日本語表現法Ⅲ
日本語学Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２

日本語学Ⅱ
日本語学Ⅲ
言語学Ⅰ
言語学Ⅱ
社会言語学Ⅰ
社会言語学Ⅱ
言語地理学

２
２
２
２
２
２
２
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別表 ５ （履修生）

区　　分 金　額（円） 摘　　　　　要

選　考　料 20,000

登　録　料 10,000 　２年以上継続して履修する場合は初年度のみ

履　修　料 40,000 　春学期又は秋学期の１科目あたりの額

別表 ６ （研究生）

区　　分 年　額（円）

研究指導料 560,000
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学習院女子大学学位規程

第 １ 章　総　　　　　則

（目的）
第 １ 条　この規程は、学習院女子大学（以下 「本学」 という。）において授与する学位について学位規

則（平成３年文部省令第27号）第13条の規定、学習院女子大学学則（以下「本学学則」という。）及
び学習院女子大学大学院学則（以下「本大学院学則」という。）に基づき、必要な事項を定める。

（学位の名称）
第 ２ 条　本学において授与する学位は、学士及び修士とする。
２　学士の学位には、次の区分により専攻分野を付記する。
　　　学士（日本文化）
　　　学士（国際コミュニケーション）
　　　学士（英語コミュニケーション）
３　修士の学位には、次の専攻分野を付記する。
　　　修士（国際文化交流）

第 ２ 章　学　　　　　士

（学士の学位）
第 ３ 条　本学において、規定の修業年限を満たし、所定の授業科目を履修し、卒業に必要な単位を修得

した者には、本学学則の定めるところにより、学士の学位を授与する。
（学士学位授与の時期）
第 ４ 条　学士の学位を授与する時期は、３月又は９月とする。

第 ３ 章　修　　　　　士

（修士の学位）
第 ５ 条　本学大学院の課程を経た者には、本大学院学則の定めるところにより、修士の学位を授与する。

（修士論文又は特定課題研究報告書の提出）
第 ６ 条　修士論文又は特定課題研究報告書（以下「修士論文等」という。）は、学位申請書を添え、研

究指導教員を経て研究科委員長に提出する。
２　修士論文等の提出は在学中でなければならない。

（修士論文等）
第 ７ 条　修士論文等は、主論文１篇又は主報告書１篇とする。ただし、自著の参考論文を添付すること

ができる。
２　修士論文等において使用する言語は、研究科委員会において定める。

（特定課題研究報告書）
第 ８ 条　特定課題研究報告書は、「海外特別演習」又は「インターン研修」を履修し、研究指導教員の

承諾を得た者のみが提出できる。
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２　特定課題研究について必要な事項は、別に定める。
（審査委員）
第 ９ 条　修士論文等の審査委員は、次の各号に定めるものとする。
　一　研究指導教員
　二　当該修士論文等の内容に最も近い科目あるいはこれに関連する科目の授業を担当する教授又は准

教授２名以上。ただし研究科委員会は、審査のために適切であると認めたときは、このうちの１名
に代えて、第３項に定める者を審査委員とすることができる。

２　修士論文等の審査においては、研究指導教員が主査となる。ただし、研究科委員会は、准教授が研
究指導教員である場合において、審査のため必要があると認めたときは、研究指導教員以外の教授を
主査とすることができる。

３　研究科委員会は、審査のため必要があると認めたときは、第１項に掲げる者以外の本学大学院担当
教員又は学外の大学院・研究所の教員等を審査委員に加えることができる。

（審査及び試験）
第１0条　審査委員は、修士論文等の審査及び試験を行う。
２　試験は、修士論文等を中心として、これに関連のある分野について口頭により行うものとする。た

だし、論文等の審査の結果、その内容が著しく不良であると認めるときは、試験は行わない。
（審査委員の報告）
第１１条　審査委員は、修士論文等の審査及び試験を終えたときは、修士論文等とともにその審査の要旨、

試験の結果の要旨に、学位を授与できるか否かの意見を付して、速やかに研究科委員会に提出しなけ
ればならない。

（研究科委員会の議決）
第１２条　研究科委員会は、前条の報告に基づいて、修士の学位を授与すべきか否かを議決する。
２　前項の議決には、研究科委員会委員の３分の２以上の出席を必要とし、修士の学位を授与するには、

出席委員の３分の２以上の賛成がなければならない。
（審査結果の報告）
第１３条　研究科委員会が前条の議決をしたときは、研究科委員会委員長は学位論文審査の要旨及び試験

の結果の要旨を文書で学長に報告しなければならない。
２　試験を行わないで、修士の学位を授与できないものと議決したときは、試験の結果の要旨を添える

ことを要しない。
（修士学位の授与）
第１４条　学長は、前条の報告に基づき、修士の学位を授与すべき者には修士の学位記を授与し、修士の

学位を授与できないものと議決された者にはその旨を通知する。
（修士学位授与の時期）
第１５条　修士の学位を授与する時期は、３月又は９月とする。ただし、研究科委員会の決定するところ

により、３月のみとすることができる。

第 ４ 章　学位の名称

（学位の名称）
第１６条　本学から学位を授与された者が学位の名称を用いる場合には、次のように授与された学位に

従って学位の種類、専攻分野及び本学名を付記するものとする。
　　　学士（日本文化）学習院女子大学
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　　　学士（国際コミュニケーション）学習院女子大学
　　　学士（英語コミュニケーション）学習院女子大学
　　　修士（国際文化交流）学習院女子大学

第 ５ 章　学位の取消

（学位の取消）
第１７条　学位を授与された者が、不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき又は学位の

名誉を汚す行為をしたときは、学長は、学士については教授会の議を経て、修士については研究科委
員会の議を経て、学位を取り消すことができる。

２　前項の議決は、学士については教授会構成員の、修士については研究科委員会委員の３分の２以上
の出席を必要とし、出席者の３分の２以上の賛成がなければならない。

第 ６ 章　学　　位　　記

（学位記及び書類の様式）
第１８条　学位記及び学位の申請に関する書類の様式は、別表による。
２　学位記の授与日は、元号で表記する。

第 ７ 章　改　　　　　正

（改正）
第１９条　この規程の改正は、研究科委員会及び教授会の議を経て行う。

　　　　附　則
　この規程は、平成16年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、平成18年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、令和元年５月１日から施行する。
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別　表
　　学士　学習院女子大学学則第 35 条
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修士　ア（修士論文による場合）
　　　　　学習院女子大学大学院学則第 21 条
　　　　　学習院女子大学学位規程第５条および第６条による

　　　イ（特定課題研究報告書による場合）
　　　　　学習院女子大学大学院学則第 21 条
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学習院女子大学科目等履修生規程
（趣旨）
第 １ 条　この規程は、学習院女子大学学則（以下「学則」という。）第41条に基づき、科目等履修生に

関して必要な事項を定める。
（科目等履修生）
第 ２ 条　学習院女子大学（以下「本学」という。）学生以外の者で、本学の授業科目について履修を希望し、

本学教授会（以下「教授会」という。）の承認を得た者を科目等履修生という。
２　科目等履修生は、図書館司書に関する科目を履修することはできない。ただし、次の各号に掲げる

者が科目等履修生として認められたときは、この限りでない。
　一　本学大学院学生
　二　本学の卒業生又は大学院修了生
　三　学習院大学の学生（大学院学生を含む。）
　四　学習院大学の卒業生又は大学院修了生で在学中に特別履修生又は科目等履修生として図書館司書

に関する科目の単位を修得した者
３　科目等履修生は、博物館に関する科目（博物館に関する科目に該当する各学科の専門科目及び共通

科目を除く）を履修することはできない。ただし、前項第１号又は第２号に該当する者は、この限り
でない。

４　履修することができない科目については、前２項のほか、出願要項に定める。
（履修期間）
第 ３ 条　履修期間は半年とし、学期ごとに願い出るものとする。

（単位の認定）
第 ４ 条　科目等履修生は、履修した授業科目の修了試験を受けることができる。
２　前項の試験に合格した者には、単位修得証明書を交付する。ただし、第２条第２項第１号及び第２

号以外の科目等履修生が、博物館に関する科目に該当する各学科の専門科目又は共通科目を履修した
場合、その単位は、博物館法に定める学芸員の資格取得に必要な単位には認定されない。

（出願手続）
第 ５ 条　出願する者は、出願要項に定められた期間内に、次の書類等を提出しなければならない。
　一　科目等履修生願（所定の用紙）
　二　最終学校の卒業又は修了証明書及び学業成績証明書
　三　学則別表５に定める選考料
２　前項の規定にかかわらず、学習院女子短期大学の卒業生、本学の卒業生又は大学院修了生、前学期

から継続して出願する者、本学大学院学生及び学習院大学の学生（大学院学生を含む。）については、
前項第２号の書類の提出を免除する。

３　第１項の規定にかかわらず、前学期から継続して出願する者、本学大学院学生及び学習院大学の学
生（大学院学生を含む。）については、第１項第３号の納入を免除する。

４　第１項の規定にかかわらず、学習院高等科又は学習院女子高等科に在籍する者については、第１項
第２号の書類の提出及び第１項第３号の納入を免除する。

（登録手続）
第 ６ 条　履修を許可された者は、以下に掲げる費用の全額を所定の期日までに納入しなければならない。
　一　学則別表５に定める登録料
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　二　学則別表５に定める履修料
　三　履修費等の経費を納入しなければならない授業科目にあってはその経費
２　前項の手続を完了した者には、科目等履修生証を交付する。
３　第１項の規定にかかわらず、前学期から継続して履修する者、本学大学院学生及び学習院大学の学

生（大学院学生を含む。）については、第１項第１号の納入を免除する。
４　第１項の規定にかかわらず、本学大学院学生及び学習院大学の学生（大学院学生を含む。）につい

ては、第１項第２号の納入を免除する。
５　第１項の規定にかかわらず、学習院高等科又は学習院女子高等科に在籍する者については、第１項

第１号及び第２号の納入を免除する。
（規則の遵守）
第 ７ 条　科目等履修生は、正規課程の学生と同様に本学の諸規則を遵守しなければならない。

（改正）
第 ８ 条　この規程の改正は、教授会の議を経て行う。
　　　　附　則
　この規程は、平成10年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、平成25年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、平成27年５月28日から施行する。

学習院女子大学特別履修生規程
（目的）
第 １ 条　この規程は、学習院女子大学（以下「本学」という。）学則第41条に基づき、特別履修生に関

して必要な事項を定める。
（特別履修生）
第 ２ 条　本学が他大学との協定に基づいて受け入れる履修生を特別履修生という。
２　特別履修生の受け入れ条件等に関しては、他大学との間で締結する協定書によるものとする。
３　 特別履修生は、本学の授業科目を本学教授会（以下「教授会」という。）の許可を得て履修するこ

とができる。
４　特別履修生は、図書館司書に関する科目を履修することはできない。
５　 特別履修生は、各学科の専門科目及び共通科目を除く博物館に関する科目を履修することはできな

い。
（規則の遵守）
第 ３ 条　特別履修生は、正規課程の学生と同様に本学の諸規則を遵守しなければならない。

（改正）
第 ４ 条　この規程の改正は、教授会の議を経て行う。
　　　　附　則
　この規程は、平成10年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、平成21年４月１日から施行する。
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学習院女子大学研究生規程
（目的）
第 １ 条　この規程は、学習院女子大学学則（以下「学則」という。）第41条に基づき、研究生に関して

必要な事項を定める。
（研究生）
第 ２ 条　学習院女子大学（以下「本学」という。）卒業生又はこれと同等以上の学力があると認められ

た者が、本学教員の指導のもとに、特定の専門事項についての研究を願い出たときは、本学教授会（以
下「教授会」という）の承認を経て研究生となることができる。

２　研究生は、指導教員の研究指導を受けなければならない。
（研究期間）
第 ３ 条　研究期間は１年とし、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（単位の認定）
第 ４ 条　研究生には、単位の認定は行わない。

（出願手続き）
第 ５ 条　出願する者は、出願要項に記載する期日までに、次の書類等を提出しなければならない。
　一　研究生願（所定の用紙）
　二　最終学校の卒業又は修了証明書及び学業成績証明書
　三　履歴書（市販用紙、最近３か月以内撮影の写真添付）
　四　最終学校教員推薦書
２　前項の規定にかかわらず、本学卒業生については、第２号から第４号までの書類の提出を免除する。

ただし、卒業後１年以上経過した者は、第１号及び第３号の書類を提出しなければならない。
（研究指導料）
第 ６ 条　研究生として許可された者は、以下に掲げる費用の全額を４月末日までに納入しなければなら

ない。
　一　学則別表６に定める研究指導料
　二　履修費等の経費を納入しなければならない授業科目にあってはその経費
２　前項の手続きを完了した者には、研究生証を交付する。

（規則の遵守）
第 ７ 条　研究生は、正規課程の学生と同様に本学の諸規則を遵守しなければならない。

（改正）
第 ８ 条　この規程の改正は、教授会の議を経て行う。
　　　　附　則
　この規程は、平成10年４月１日から施行する。
　　　　附　則
　この規程は、平成21年４月１日から施行する。



履 修 要 項



履
修
要
項

— 49 —

履
修
要
項

履　修　要　項

全学科共通
　卒業要件

　　学生は、日本文化学科、国際コミュニケーション学科または英語コミュニケーション学科を卒業
し、それぞれ学士（日本文化・国際コミュニケーション・英語コミュニケーション）の学位を得る
ためには、４年以上在学し、所属する学科の履修規定に従って下記の単位数以上を修得しなければ
なりません。（学則第33条参照）

　　なお、卒業見込証明書は、４年生で残りの単位数が48単位以下の学生に対して発行します。

学　　　科 専 門 科 目 共 通 科 目 合　　　計

日 本 文 化 学 科
平成29年度以前入学者
平成30年度以降入学者
国際コミュニケーション学科
平成26年度以前入学者
平成27年度～ 29年度入学者
平成30年度以降入学者
英語コミュニケーション学科

54単位以上
66単位以上

56単位以上
56単位以上
72単位以上
90単位以上

34単位以上
34単位以上

32単位以上
34単位以上
34単位以上
36単位以上

134単位以上
134単位以上

134単位以上
134単位以上
134単位以上
134単位以上

１．単　位　制
　　大学における単位制とは、入学年度の履修規定によって定められた一定の基準に従って科目を履修

し、その科目に定められた単位を所定の試験に合格することによって修得する制度です。
　１）１学年の学習期間は定期試験等の日を含めて35週で、これを春学期と秋学期の２学期にわけます

（学則第12条参照）。本学の授業科目は、半年15週をもって完結します。
　２）授業の単位はすべての学習活動（教室における授業時間とその準備のための教室外における自習

時間とを含めて）45時間をもって一つの基準としています。
　３）本学の授業科目の単位計算は、次の２種に大別されます。
　　（１）　講義、演習、実習の授業科目は、毎週２時間１学期で２単位。
　　（２）　外国語の授業科目は、毎週４時間１学期で２単位。
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２．授業科目の分類
　　授業科目は、以下の４つに分類されます。

必 修 科 目：必ず履修し、単位を修得しなければならない科目
必修選択科目：定められた範囲の中から、定められた以上の単位数を選択して履修し、単位を修得

しなければならない科目
自由選択科目：比較的広い（定められた）範囲の中から履修し、単位を修得すれば「卒業に必要な

単位数」に数えられる科目
随 意 科 目：上記の三項目に該当しない科目を履修し、単位を修得することもできる科目

ただし、修得した単位は「卒業に必要な単位数」には数えられない

３．授業科目の履修
　　大学を卒業するためには、履修規定に従って一定単位を修得しなければなりませんが、これは極め

て厳格なものであり、１単位の不足があっても卒業資格は与えられません。授業科目の履修に際して
は、細心の注意が必要です。

　１）学部専門科目の履修については、当該科目を設置する学科に所属する学生が優先されます。また、
履修希望者が多数の場合、担当者の判断により、抽選等の方法で人数を制限することがあります。

　２）個々の授業科目については、授業への参加度、臨時試験、試験、その他担当教員が必要と認める
学習作業の結果等を総合して、その授業科目に合格と判定された場合、所定の単位が与えられます。
したがって試験の成績だけが合格の程度に達していても、他の点が不足している場合には不合格に
なることもあります。

　３）各授業科目について、授業実施回数の３分の１以上欠席した者は、その科目の単位を修得するこ
とはできません。

　４）不合格になった授業科目を再び履修する場合は、出席、学習作業等その他すべて、当該授業科目
を初めて履修する場合と全く同じように要求されます。

４．履 修 手 続
　　履修手続は、半期及び１年間の学修計画を決めるうえで最も重要な手続であり、単位修得並びに卒

業には絶対に欠かすことのできないものでもあります。もしこれを怠った場合には、たとえ授業に出
席し、試験で合格点を取ってもすべて無効となります。

　　したがって、履修登録に際しては、これらのことをよく理解のうえ、慎重に履修手続を行うことが
必要です。
１．履修手続の手順は次の通りですが、大学ポータルサイト（G-Port）及び掲示でお知らせする注意

事項を熟読し誤りのないよう手続を完了しなければなりません。
⑴　履修の計画
　　新入学生は、年度始めの学部・学科の履修ガイダンスで履修指導を受け、学生便覧（履修要項

及び履修規定）、シラバス等を熟読のうえ、履修計画案を作成してください。
　　２年次生以上は、大学ポータルサイト（G-Port）で自分の成績を確認のうえ、シラバス等を確

認し、既修得単位数、入学年度の履修規定、自分の受講能力等を十分考慮して１年間の履修計画
案を作成してください。

　　なお、本学ではCAP 制（履修登録できる単位数の上限を設ける制度）を導入しています。詳
しくは学生便覧「５．成績７）CAP制（履修単位の上限設定）について」を確認してください。
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⑵　履修登録
　　履修する授業科目について、履修登録期間（４月中旬、10月上旬）内にG-Port上で履修科目を

登録する必要があります。
　　なお、事前に登録手続が必要な科目（外国語科目、情報技術科目群、伝統文化演習科目群、演

習科目等）については、必ず各科目で要求されている手続を経たうえで、履修登録しなければな
りません。

　　また、当学期に履修する科目がない場合においても、履修科目がない状態で登録を行う必要が
あります。

⑶　履修登録修正
　　履修登録内容について、科目を修正する必要がある場合には、履修登録修正期間（４月下旬、

10月上旬）内に限り、登録科目の修正（追加及び削除）が可能です。なお、事前に登録手続が必
要な科目については、修正することができません。

⑷　履修登録科目の確認
　　上記の⑵及び⑶終了後、履修登録が正しくなされているかどうかを、履修科目確認画面で必ず

確認してください。誤った履修登録を放置すると、きちんと授業に出席し、試験に合格しても単
位は認められません。

⑸　履修登録科目の取消
　　履修登録修正期間後は、原則として履修登録の修正は認めません。ただし、履修登録を行った

科目について、途中で履修を中止したい場合、履修取消期間（授業開始から４週経過後を目途に
約５日間）内に限り、登録科目の取消（削除のみ）が可能です。

　　なお、履修取消の対象外とする科目もあるので注意してください。
⑹　その他
　　教室収容人数等の事情により、履修者数の制限を行う場合があります。

２．各自の授業時間割を作成する際に留意すべき点は次の事項です。
⑴　外国語科目、演習科目等クラスが指定されている場合には、そのクラスを優先して履修するこ

と。
⑵　卒業に必要な履修規定上の必要条件を充足させるよう履修すること。
⑶　同一曜日に授業科目が集中し過ぎていないか、受講能力の限度を考慮し、所要の自習活動が充

分に行えるよう余裕のある時間割を組むこと。
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３．事前調整科目の履修について
　以下の科目はG-Portで事前申し込みが必要です。
　申し込み日程については、大学ポータルサイト（G-Port）及び掲示にてお知らせします。

科目群 科目名 学期 クラス 準備 注意事項
・必修科目・資格課程の時間割と重複し

ないよう申し込みを行ってください。
　当選した場合、原則として履修取消は

認められません。
・伝統文化演習科目群、生活文化演習科

目群、社会演習科目群の授業を履修し、
単位を修得できなかった場合、当該学
期の直後の学期において、いずれの科
目も履修することはできません。

・学校インターンシップの申し込みがで
きるのは、教職課程履修者で、事前に
別途申込書を提出した者に限ります。

民俗・歴史系
科目群

比較生活文化論Ⅰ（地域食文化論） 春 ―

現代生活論Ⅰ（現代食品情報） 秋 ―
比較文化研究

科目群 比較文化論Ⅵ（嗜好） 秋 ―

特別総合
科目群

特別総合科目Ⅷ（現代時事分析） 春 ―

特別総合科目Ⅹ（フードコンシャスネス論２） 秋 ―

特別総合科目Ⅺ（オリンピックの探求） 秋 ―
国際文化
交流論
科目群

国際文化交流論Ⅰ（文化と感情） 春 ―

国際文化交流論Ⅳ（現代社会と臨床心理） 秋 ―
共通基礎
科目群 心理学 春 ―

人間・環境系
科目群

自然環境論Ⅰ（エコロジー） 春 ―

自然環境論Ⅱ（自然環境の保全） 春集中 ―

自然環境論Ⅳ（環境汚染） 春集中 ―

情報技術
科目群

情報処理Ⅰ 春
Ａ～Ｊ

情報処理Ⅱ 秋

社会調査法 秋 ―

伝統文化
演習科目群

伝統文化演習Ⅰ（書道） 春
Ａ～Ｂ ※1

伝統文化演習Ⅱ（書道） 秋

伝統文化演習Ⅲ（華道） 春
Ａ～Ｂ ※2

伝統文化演習Ⅳ（華道） 秋

伝統文化演習Ⅴ（茶道） 春
Ａ～Ｄ ※3

伝統文化演習Ⅵ（茶道） 秋

伝統文化演習Ⅶ（香道） 春
Ａ～Ｄ ※4

伝統文化演習Ⅷ（香道） 秋

伝統文化演習Ⅸ（有職故実） 春
Ａ～Ｃ ※4

伝統文化演習Ⅹ（有職故実） 秋

生活文化
演習科目群

生活文化演習Ⅰ（染色） 春 ―

生活文化演習Ⅱ（刺繍） 秋 ―

生活文化演習Ⅲ（食品製造） 春 ―

生活文化演習Ⅳ（食品加工） 秋 ―

生活文化演習Ⅴ（空間造形） 春 ―

生活文化演習Ⅵ（空間造形） 秋 ―
社会演習
科目群 社会儀礼演習 春 ―

外国語科目
2群

フランス語基礎Ⅰ 春 Ａ～Ｂ

中国語基礎Ⅰ 春 Ａ～Ｃ

韓国語基礎Ⅰ 春 Ａ～Ｂ

教職課程に
関する科目

学校インターンシップ 春 ―

学校インターンシップ 秋 ―

※１　書道具一式
※２　花材費16,000円、タオル、ティッシュ
※３　抹茶・菓子代3,000円、白靴下、お稽古道具
※４　白靴下
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４．集中科目の履修について
　以下の科目は各学期ごとの履修登録単位数を制限するCAP制の対象外とします。

（国内）　2020年度の予定

科目名 自然環境論Ⅱ
（自然環境の保全）

自然環境論Ⅳ
（環境汚染）

国際文化交流論Ⅱ
（国際開発協力）

国際文化交流演習ⅤB
（美術）

期間 ８月28日～８月31日 ９月２日～
９月５日 ９月前半の４日間 未定（内３日間程度）

場　所 長崎県 宮城県 学内 東京都現代美術館

費　用 ８万円前後 ５万円前後 特になし 交通費／展覧会観覧料

募集人数 25名 25名 人数制限なし 30名

申込方法 事前調整科目 共通科目の掲示板にて確認
（４月頃に掲示予定）

履修登録学期 春 秋

（海外）　2020年度の予定

科目名
国際文化交流演習ⅦA/ⅨA

（カナダ語学研修/カナダにおける
ボランティア）

国際文化交流演習ⅦＢ/ⅨＢ
（オーストラリア語学研修/オースト

ラリアにおけるボランティア）

国際文化交流演習ⅦD・ⅨC
（韓国語学研修/韓国における

ボランティア）

国際文化交流演習Ⅺ/Ⅻ
（ワシントン・セミナー１/2）

国際文化交流演習ⅩⅢ/ⅩⅣ
（ルワンダ研修1/2）

研修先 カナダ
（レスブリッジ大学）

オーストラリア
（ディーキン大学）

韓国
（梨花女子大学） アメリカ合衆国 ルワンダ

期　間 ８月中旬～（約１か月）２月上旬～（約３週間） ８月３日～
８月22日　 ８月19日～８月31日 ２月末～

（約１週間）
費　 用 50万円前後 52万円前後 20万円前後 43万円～ 48万円 30万円程度

募集人数 30名程度 30名程度 15名程度 25名程度 12名程度

申込方法 共通科目の掲示板にて確認し、それぞれの説明会に参加すること

履修登録学期 秋

単位 ２科目ペア、計４単位

備考 ※国際文化交流演習ⅩⅢは集中科目ではない秋学期開講科目のため、履修登録可能単位上限に含まれる。

※集中科目以外の海外研修（学習院国際交流基金申請事業として実施）

研修の名称 中欧国際協力研修 ラオス国際協力研修 ベトナム国際協力研修 ジュネーヴ研修
事前研修とし
て実施される

授業科目

国際文化交流論Ⅲ
（中欧）

国際文化交流論Ⅵ
（ラオス）

国際文化交流論Ⅷ
（ベトナム）

国際文化交流論Ⅸ
（国際機関）

研修先
クロアチア、北マケドニア、

セルビア、モルドヴァ、
オーストリア

ラオス ベトナム スイス

期　間 ８月18日～９月５日
（18泊19日） ９月前半（約10日間） ２月末～３月上旬

（約11日間）
２月23日～３月５日

 （10泊11日）
費　用 44 ～ 49万円程度 20万円前後 15万円前後 23 ～ 28万円程度

募集人数 11名程度 25名程度 18名程度 14名程度

申込方法 共通科目の掲示板にて確認
（３月以降に掲示）

共通科目の掲示板にて
確認

（３月以降に掲示）

共通科目の掲示板にて
確認

（９月以降に掲示）

共通科目の掲示板にて確認
（５月頃に掲示）

単位
上記の国際文化交流論の科目については、それぞれ２単位の修得が可能。
現地での研修については、本学の正規の海外研修であるが、授業科目でないため履修登録は不要。帰国
後に随意科目（卒業のために必要な単位には含まれない）として２単位が認定される。

（申し込みにあたっての注意）
　実習期間が重なる可能性が高いため、１学期に１科目の申し込みを原則とする。（申し込み前に実習期間が発表

され、期間が重ならないことが確定した場合のみ複数の申し込み可）
　学校外で行われる科目は、費用や場所を十分考慮のうえ、申し込む前に保護者の承諾を必ず得ること。
　２～３月に実施される科目については、成績処理が３月上旬の卒業予定者の発表に間に合わないため、４年生は

これらの科目を含めなくても卒業に必要な単位を充足できるようにすること。
　実習期間外にもガイダンスや勉強会、レポート提出等があるため注意すること。
　追加募集、詳細日程、連絡・変更事項等は G-Port または共通科目掲示板（２号館屋外エスカレーター下）参照。
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５．レスブリッジ大学との海外同時授業科目
　　以下の科目については、2020年６月１日（月）～７月22日（水）に履修登録の申し込みを受け

付けます。詳細は、５月上旬（予定）にG-Port及び掲示にてお知らせします。確認のうえ、申し
込んでください。

　日程：2020年９月10日（木）～ 12月10日（木）（予定）
　毎週：火曜日／木曜日（週２回）9：00 ～ 10：30

科目群 科目名 学期
国際文化交流

論科目群
国際文化交流論Ⅹ（環太平洋地域１） 秋
国際文化交流論Ⅺ（環太平洋地域２） 秋

５．成　　　績
１．成績評価方法については、【2014（平成26）年度以降入学者】と【2013（平成25）年度以前入学

者及び2014（平成26）年度以前３年次編入学者】では異なりますので注意してください。

【2014（平成26）年度以降入学者】（編入学の場合、2016（平成28）年度以降の入学者）
　　本学では、平成26年度以降入学者より、学生一人一人の授業に対する習熟度を測り、効果的な学

修指導に役立てることを目的にGPA制度を導入しています。
１）GPA制度とは

　GPA（Grade Point Average）とは、各科目の成績評価に一定のGP（Grade Point）を与えて数
値化し、その累積に対する平均値を示すものです。これにより、学生一人一人の履修状況が客観的
に把握されます。

２）成績評価基準とGP

評 

価
素点 GP 評価基準 相対評価による 

評価区分ごとの割合

S  90 ～ 100 4.0 設定された目標を十分に達成し、きわめ
て優秀な成果をおさめている。 上位10％以内

A 80 ～ 89 3.0 設定された目標を十分に達成している。 上位30％以内
B 70 ～ 79 2.0 設定された目標を達成している。 上位70％以内
C 60 ～ 69 1.0 設定された目標を最低限達成している。
F   0 ～ 59 0.0 設定された目標を達成していない。

X 評価なし 0.0 試験未受験・出席不良等、成績評価の前
提を満たしていない。

N 修得単位として認定されたもの
【備考】・履修者30名以上の科目については相対評価による成績評価とします。
　　　・学期末試験やレポート等の得点と成績評価は一致しないことがあります。相対評価におい

ては、例えば、試験で90点の評価を受けた場合でも、上位10％以内に入らなければ、S評
価となりません（91点以上の評価を受けた者が上位10％を上まわれば、90点の評価を受け
た場合でもS評価になりません）。

　　　・学科の必須科目である基礎演習、演習、また履修者30名未満の科目及び語学科目について
は相対評価の適用外とします。

　　　・NはGPAの計算対象としません。
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３）GPAの算出方法
（S評価の総単位数）× 4 ＋（A評価の総単位数）× 3 ＋
（B評価の総単位数）× 2 ＋（C評価の総単位数）× 1 　

GPA ＝   
総履修登録単位数

※計算値は小数点以下第２位を四捨五入します。

＜学期GPAの算出例＞

　　ある学期の

　 〔履修状況〕  〔成績〕

　　・Basic Reading  B

　　・Basic Listening  C

　　・日本語表現法Ⅰ  F

　　・情報処理Ⅰ  A

　　・伝統文化演習Ⅴ  S

　　・日本文化基礎演習Ⅰ  A

　　・人間関係論Ⅱ  S

　　・民俗学Ⅰ  B

　　・マスコミュニケーション論Ⅰ  A

　　・社会言語学Ⅰ  B

　　総履修登録単位数　　20単位

※GPAには、学期ごとに算出したもの「学期GPA」と各学期を通算したもの「通算GPA」があります。
４）GPAが適用される科目について

　以下の①～⑤以外の科目は、全てGPA算定の対象となります。
①本学以外の大学等で修得した科目を単位として認めたもの［大学間交流科目（f-Campus科

目）、学習院大学特別聴講科目を除く］
　・編入学した際の単位認定科目
②留学・技能審査により単位を認めたもの
③司書課程科目、学芸員課程必修科目、日本語教員養成講座専門科目
④「教職に関する科目」（2018（平成30）年度以前入学者）
⑤「教職課程に関する科目」（2019（平成31）年度以降入学者）のうち、卒業に必要な単位と

して算入されない科目
　なお、一度不合格になった科目については、再履修で合格になった場合でも以前の不合格のGP
及び単位数を計算式の対象から除外しません。

５）履修の取り消しについて
　学期初めに履修登録を行った科目について、途中で履修を中止したい場合、学期毎に設けられる
履修取消期間中に、履修を取り消すことができます。

〔履修取消期間〕
春・秋学期とも授業開始から４週経過後を目途に約５日間で設定
※大学ポータルサイト（G-Port）及び掲示により確認すること。

 ・各学科の履修規定において必修となっている科目、事前調整科目、集中科目、各種資格関係
科目、大学間交流科目（f-Campus科目）、学習院大学特別聴講科目については取り消しの対

各成績区分ごとのポイント数計は

  S：4（単位）× 4　→　16

  A：6（単位）× 3　→　18

  B：6（単位）× 2　→　12

  C：2（単位）× 1　→　2

となり、その合計ポイント数は

　16 ＋ 18 ＋ 12 ＋ 2 ＝ 48

となる。これを（F（不合格）及びX（評価なし）の

科目を含めた）総履修単位数20で割ったものが学期

GPAとなる。

　学期GPA ＝ 48 ／ 20 ＝ 2.4
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象としない。
 ・取り消した科目はGPA計算式に算入されない。
 ・履修取消期間中に取り消さなかった科目は、成績評価の対象とする。
　取り消さずに途中で履修を中止した場合や、試験未受験・レポート未提出・出席不良等で成

績評価の前提を満たしていない場合はXとし、GPA計算式の分母（総履修登録単位数）の対
象とする。

 ・取り消した科目も履修登録単位数の上限に含める。
・取り消した科目は、履修取消期間終了後、その学期中に再び受講（履修）することはできない。

〔休学・退学にともなう履修取り消し〕
学期の途中で履修登録後に休学または退学が許可された場合には、当該学期に履修登録した全科目
の履修が取り消されます。

６）GPAによる履修指導
　２学期連続してGPAが1.5未満の場合、学部長からの注意勧告対象となるほか、修学上の指導を
受けることが義務づけられます。前の学期を休学していた場合、休学前のGPAが適用されます。

７）CAP制（履修単位の上限設定）について
　単位修得のための学習時間（予習・復習を含む自主的な学習時間）を適切に確保してもらうため、
各学期ごとに履修登録単位数を制限するCAP制を導入しています。

　　CAP制とは、１学期に履修登録できる単位数に上限を設ける制度です。
　　この制度は、安易な履修を制限し、履修登録科目の授業内容が深く理解できるよう授業

外学習時間を適切に確保するために設けられるものです。
　　履修登録にあたっては、この制度の主旨をよく理解し、無理のない学修計画を立てるよ

う心掛けてください。

①〔2019年度以降入学者〕（編入学の場合は下記②の扱いとなるため注意すること〕
　単位の上限：１学期24単位
　上限に含める科目：各学科開設科目

共通科目
教職課程に関する科目のうち以下の指定された科目

「教職概論」、「教育心理学」、「教育制度論」、「国語科教育法Ⅰ～Ⅳ」、「英
語科教育法Ⅰ～Ⅳ」
f-Campus科目
学習院大学特別聴講科目

　上限に含めない科目：集中科目（英語コミュニケーション学科の「海外研修」を除く）
教職課程に関する科目のうち、上記の指定された科目を除く科目
司書課程科目
学芸員課程必修科目
日本語教員養成講座専門科目
単位認定科目（学生便覧「６．単位の認定」参照）
卒業論文・卒業研究
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②〔2014（平成26）年度から2018（平成30）年度入学者〕（編入学の場合、2016（平成28）年
度以降の入学者）

　単位の上限：１学期20単位
ただし、当該学期の直前の学期のGPAが2.5以上の者については、１学期22単
位（学生便覧「５．成績」参照）
英語コミュニケーション学科必修科目である「海外研修」直後の学期の履修登
録上限単位数は、「海外研修」の成績（GPA）ではなく、「海外研修」直前の
学期の成績（GPA）を基準とする。

　上限に含める科目：各学科開設科目、共通科目、f-Campus科目、学習院大学特別聴講科目
　上限に含めない科目：集中科目（英語コミュニケーション学科の「海外研修」を除く）

教職に関する科目、司書課程科目、学芸員課程必修科目、
日本語教員養成講座専門科目
単位認定科目（学生便覧「６．単位の認定」参照）
卒業論文・卒業研究
学習院大学で開講されている教職課程科目のうち「教職に関する科目」

８）GPAの利用について
　GPAは、本学における以下の選考に利用されます。

 ・各種奨学金の支援対象者の選考
 ・留学の派遣選考

【2013（平成25）年度以前入学者及び2014（平成26）年度以前３年次編入学者】
１）成績の評価は、S・A・B・C・Fまたは優・良・可・不可をもって行い、その評価換算基準は以

下のとおりです。
2012（平成24）年度以前入学者及び2014（平成26）年度以前の第３年次編入学者

合否 合格 不合格
評価 優 良 可 不可
素点 100-80 79-70 69-60 59-0

2013（平成25）年度入学者及び2015（平成27）年度第３年次編入学者

合否 合格 不合格
評価 S A B C F
素点 100-90 89-80 79-70 69-60 59-0

２）就職等本学以外で使用するために発行される証明書には、S・A・B・Cまたは優・良・可の評価
を記載し、F及び不可は記載しません。

２．成績発表の方法は以下のとおりです。
１）履修したすべての授業科目の成績は９月下旬（春学期科目）及び３月下旬（秋学期科目）に大学

ポータルサイト（G-Port）上で発表します。成績参照画面において、全ての科目の評価、単位修得
状況及びGPAを参照することができます。GPAは、学期ごとのGPA及び入学時からの通算GPAが
記載されます。GPAを数値で客観的に知り、自らの学業成績の状況を的確に把握し、主体的に次
の学期の履修計画を立てていくよう心掛けてください。なお、就職等本学以外で使用するために発
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行される成績証明書には、S・A・B・Cの評価のみ記載され、Fの評価およびXとなった科目は記
載されません。

２）所定の期間において、成績調査願を提出することで、単位修得に関する調査を依頼することがで
きます。成績調査願の受付は、９月（春学期科目）及び３月（秋学期科目）で、提出先は教務部と
します。詳細は大学ポータルサイト（G-Port）または掲示にて確認してください。

６．単位の認定
　 １ ）入学以前に修得した単位及び技能審査による単位認定【編入学者を除く学部生対象】
　　　入学以前に他大学等で修得した単位及び技能審査において一定の水準に達した場合は、30単位を

上限として、卒業に必要な単位として認定されます。
　　⑴　技能審査による単位認定

　　技能審査（TOEFL等）において、一定の水準に達した場合、本学の授業科目の単位として認
定されます。単位の認定を希望する者は、所定の手続によって申請してください。

　申請先：教務部
　申請方法：所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、次の書類を添えて提出してください。
　　「TOEFL iBTⓇテストスコアレポート」「TOEIC L&R公式認定証（Official Score Certificate）」

または「合格証書」等の原本（「TOEFL iBTⓇテストスコアレポート」は入学時からさかのぼっ
て２年以内、「TOEIC L&R公式認定証（Official Score Certificate）」および「合格証書」等は、
３年以内のものに限る）

　認定基準・対象科目は60頁～ 61頁の表を参照してください。
　申請期限：2020年４月18日（土）

　　⑵　他大学等で修得した単位
　　所定の手続によって申請してください。
　【申請手続】
　申請先：教務部
　申請方法：所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、次の書類を添えて提出してください。
　添付書類：「履修要項」「講義内容」等のコピー及び成績証明書
　申請期限：2020年４月18日（土）

　　⑶　他大学等で修得した司書課程履修にかかわる単位認定
　　司書課程を履修する場合、他大学等で修得した単位を図書館司書に関する科目の単位として認

定する場合があります。他大学の「履修要項（文部科学省省令科目と当該大学設置科目の対応表
を必ず含めること）」「講義内容」等のコピー及び成績証明書を持参のうえ、司書課程主任に問い
合せてください。当該認定単位数は卒業に必要な単位数には算入されません。希望者は、ガイダ
ンスで詳細を確認してください。

　申請先：教務部
　申請期限：2020年４月18日（土）

　 ２ ）入学以前に修得した単位及び技能審査による単位認定【編入学者対象】
　　　本学への入学以前に他大学等で修得した単位及び技能審査において一定の水準に達した場合は、

合計66単位を上限として、卒業に必要な単位として認定されます。認定される科目群は、別に定め
る履修規定（３年次編入学生）によるものとします。

　　⑴　技能審査による単位認定
　　技能審査（TOEFL等）において、一定の水準に達した場合、本学の授業科目の単位として認
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定されます。単位の認定を希望する者は、所定の手続によって申請してください。教授会で審議
のうえ、認定の可否を決定します。当該認定単位数は上記66単位に算入されます。

　申請先：教務部
　申請方法：所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、次の書類を添えて提出してください。
　　「TOEFL iBTⓇテストスコアレポート」「TOEIC L&R公式認定証（Official Score Certificate）」

または「合格証書」等の原本（「TOEFL iBTⓇテストスコアレポート」は入学時からさかのぼっ
て２年以内、「TOEIC L&R公式認定証（Official Score Certificate）」および「合格証書」等は、
３年以内のものに限る）

　認定基準・対象科目は60頁～ 61頁の表を参照してください。
　申請期限：2020年４月18日（土）

　　⑵　他大学等で修得した単位
　　編入学試験で入学した学生で、以下の条件に該当する学生は、至急証明書を提出してください。
（提出場所：７号館１階　④「入試・広報」窓口）

　・短期大学を卒業見込で受験した学生：卒業証明書
　・ ４年制大学在学中に受験し、受験時に67単位以上の成績証明書を提出していない学生：成績証

明書
　　⑶　他大学等で修得した司書課程履修にかかわる単位認定

　　司書課程を履修する場合、他大学等で修得した単位を図書館司書に関する科目の単位として認
定する場合があります。他大学の「履修要項（文部科学省省令科目と当該大学設置科目の対応表
を必ず含めること）」「講義内容」等のコピー及び成績証明書を持参のうえ、司書課程主任に問い
合せてください。当該認定単位数は上記66単位に算入されません。希望者は、ガイダンスで詳細
を確認してください。

　申請先：教務部
　申請期限：2020年４月18日（土）

　　⑷　他大学等で修得した教職課程履修にかかわる単位認定
　　教職課程を履修する場合、他大学等で修得した単位を教職課程に関する科目の単位として66単

位のうちから認定する場合があります。
　申請方法：所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、次の書類を添えて提出してください。
　添付書類：既修得科目のシラバスのコピー及び成績証明書
　申請先：教務部
　申請期限：2020年４月６日（月）

　 ３ ）在学中に修得した単位、技能審査等による単位認定【全学部生対象】
　　　在学中に修得した単位及び技能審査において一定の水準に達した場合は、30単位を上限として単

位が認定されます。ただし、編入学者は、15単位を上限とします。
　　⑴　留学による修得単位の認定

　　留学生または協定留学生として外国の大学等において修得した単位は、本学において卒業に必
要な単位とみなすことがあります。単位認定を希望する者は、所定の手続によって申請してくだ
さい。

　　　［認定基準］
　　留学先大学等での単位修得科目の内容を勘案し、これと同等とみなされる本学の科目の単位と

して認定する。
　　　【申請手続】
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　　　申請先：教務部
　　　申請方法・期限：教務部に問い合わせてください。
　　⑵　他大学で修得した単位の認定

　　他大学等の科目等履修生として（学習院大学、f-Campus以外）修得した単位による認定を希
望する者は、所定の手続によって申請してください。

　　　【申請手続】
　　　申請先：教務部
　　　申請方法：履修許可願ならびに単位認定の申請が必要です。
　　　①　履修許可願の申請

　　所定用紙（「他大学等での科目等履修願」）に記入し、学科主任の承認印を得たうえで次の
書類を添えて提出してください。

　添付書類：科目等履修を行う大学等の「履修要項」「講義内容」「時間割」等のコピー
　申請期間：2020年度春学期履修分　2020年４月10日（金）
　　　　　　　　　　秋学期履修分　2020年９月25日（金）

　　　②　単位認定の申請
　　履修許可を受け、科目等履修を行ったうえで所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、成

績証明書を添えて指定される期日までに提出してください。
　　⑶　技能審査による単位の認定

　　技能審査（TOEFL等）において一定の水準に達した場合、下表に掲げた本学の授業科目
の単位として認定されます。単位の認定を希望する者は、所定の手続によって申請してくだ
さい。

　【申請手続】
　申請先：教務部（ただし「外国語認定科目Ⅲ」については語学教育センター）
　申請方法：所定用紙（「単位認定申請書」）に記入し、次の書類を添えて提出してください。
　　「TOEFL iBTⓇテストスコアレポート」「TOEIC L&R公式認定証（Official Score Certificate）」

または「合格証書」等の原本（取得（合格）日２年以内のものに限る）
　申請期限：上記証明書の有効期間内。ただし、４年生については、卒業する月の２ヶ月前まで
　［認定基準・対象科目］
　2011（平成23）年度以降入学者対象

授　業　科　目 単　位　認　定　基　準 備考
英
コ
ミ
専
門
科
目

TOEIC Basics TOEIC Listening & Reading Test　700 英語コミュニケーション学
科の学生のみ適用

TOEIC Skills TOEIC Listening & Reading Test　750 英語コミュニケーション学
科の学生のみ適用

外　

国　

語　

科　

目　

１　

群

BASIC READING TOEFL（iBT）　68　Reading　17

READING & WRITING TOEFL（iBT）　79　Writing　17　Reading　20

BASIC LISTENING TOEFL（iBT）　68　Listening　17

NEWS LISTENING TOEFL（iBT）　79　Listening　21

INTENSIVE 
READING & WRITING

TOEFL（iBT）　88　Writing　20　Reading　24

SPEAKING PRACTICE TOEFL（iBT）　88　Speaking　24

SPEAKING SKILLS TOEFL（iBT）　88　Speaking　24
外
国
語
科
目
２
群

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ ドイツ語技能検定試験（独検）３級合格

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ 実用フランス語技能検定試験（仏検）３級合格
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イタリア語基礎Ⅰ・Ⅱ 実用イタリア語検定試験５級合格

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ 中国語検定試験４級合格

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ 「ハングル」能力検定試験５級または韓国語能力試
験（検定）１級合格

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ 文部科学省認定スペイン語技能検定試験５級合格

外国語認定科目Ⅲ

①指定されたTOEIC OLPCのコースをすべて修了
し、TOEIC Listening & Reading Testに お い て
600点以上のスコアを取得した者
②指定されたTOEIC OLPCのコースをすべて修了
し、TOEIC Listening & Reading Testに お い て
650点以上のスコアを取得した者

①日本文化学科および国際
コミュニケーション学科の
学生対象
②英語コミュニケーション
学科の学生対象

　　⑷　本学語学教育センターの特定の講座を受講、修了することによる単位の認定
　　本学語学教育センターの「英語力養成コース（英語資格試験対策コース）」を受講し一定の評

価を得て修了した学生には、次のとおり４単位を上限として単位が認定されます。
　・2020（令和２）年度以降入学者：「外国語認定科目Ⅰ」、「外国語認定科目Ⅱ」
　・2014（平成26）年度以降入学者：「自由選択科目」
　・2013（平成25）年度以前入学者：「英語演習Ⅰ」、「英語演習Ⅱ」、「自由選択科目」のいずれか

　　　【申請手続】
　　　申請先：語学教育センター
　　　申請方法・期限：コース修了時に語学教育センターの指示に従って申請すること
　　⑸　教務委員会で適当と認めた学外講義等の単位の認定

　　学外講義等に参加し一定の評価を得て修了した学生には、教務委員会及び教授会の議を経て、
卒業単位に算入されない随意科目としての単位が認定されます。

　【申請手続】
　　　申請先：教務部
　　　申請方法・期限：教務部へ確認してください。

７．他大学との交流
⑴　学習院大学の授業科目履修（教職課程を除く）
　　学習院大学（以下「大学」という。）との協定に基づき、大学の授業科目を履修することがで

きます。本学教授会の承認を経て大学教授会で選考のうえ、大学における特別聴講生となります。
　対象学生　　：全学生
　履修対象科目：演習科目及び本学開設の授業科目内容と重複する科目を除いた科目
　申請期間　　：2020年４月１日（水）～４月10日（金）13：00　期限厳守
　申請・申請書類配布：教務部
　修得単位　　：自由選択科目として卒業のために必要な単位に算入されます。
　授業料　　　：授業の履修に必要な実験・実習等特別な経費を徴収することがあります。
　（注意）　申請期間は年１回のため、秋学期分も同時に申請してください。

⑵　f-Campusの授業科目履修
　　学習院大学、日本女子大学、立教大学、早稲田大学（以下「４大学」という。）との単位互換

制度（f-Campus）に基づき、特別聴講学生として４大学の授業科目を履修することができます。
◇制度・募集の概要
　f-Campusホームページ　https://www.f-campus.org/を参照してください。
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◇対象者（科目登録申請可能な学生）
　２年次以上の学部学生（正規学生）が対象です。履修を許可された学生は、「特別聴講学生」と

して登録されます。
◇科目登録申請できる単位数の上限
　科目登録申請できる単位数の上限は、他の４大学合計で年間12単位です。
　ただし、前期履修登録において選外となった科目分の単位数は、後期履修登録時期における上限

単位数に含みません。
◇登録スケジュールについて（予定）
　前期・通年科目

登録期間 2020年３月25日（水）12：00（正午）～４月１日（水）９：30（午前）
登録結果発表 2020年４月２日（木）９：30（午前）

　後期科目
登録期間 2020年９月２日（水）12：00（正午）～９月９日（水）９：30（午前）
登録結果発表 2020年９月10日（木）９：30（午前）

◇登録方法について
　　ログイン画面では、学籍番号（10桁）、パスワード（８桁）を半角英数字で入力してください。パス

ワードは、西暦生年月日が初期値となっています。安全性を高めるため、必ずパスワードの変更を行って
ください。

※例：学籍番号18-361-999→2018361999 ／パスワード2000年１月１日生まれ→20000101
　　詳細はf-Campusホームページ「操作マニュアル」を参照してください。（https://www.

f-campus.org/appendix/manual）
◇自大学科目との時間割重複、登録取消しについて
　　他大学の科目と自大学の科目を、同一の曜日・時限で重複履修した場合、例外なく他大学科目

が優先され、自大学科目の登録が取り消されます。また、授業に参加しないといった行為は、他
大学の授業運営にも非常に影響しますのでよく検討したうえで履修登録してください。

◇登録結果及び特別聴講学生番号の確認について
　　登録申請数が定員を上回った場合、抽選で履修者が決定します。必ず登録申請結果を確認して

ください。f-Campusホームページにログインし、「科目申請結果・他大学学籍番号の通知」をクリッ
クして確認できます。また、登録結果とともに特別聴講学生番号を確認し、f-Campus証受領ま
では各自で番号を控えるなどして管理してください。

◇f-Campus証の受取について
　　他大学科目の履修が許可された学生は、本学教務部で「f-Campus証」を受け取ってください。

授業、試験等の際に「f-Campus証」が必要となります。他大学入校の際は、本学学生証と併せ
て常時携行してください。交付以前に授業がある場合は、本学学生証を忘れずに携行してくださ
い。なお、履修先大学により「特別聴講学生証」等があわせて必要になります。この発行を受け
ない場合、学期末試験の受験資格を失うなど、単位修得ができなくなることがあります。発行方
法については、履修先大学ホームページを確認してください。

　　f-Campus証交付期間：４月（前期・通年科目）or ９月（後期科目）を予定（掲示にてお知らせ）
◇実習料の支払いについて
　　実習料の必要な提供科目がありますので、履修に際しては、実習料の要否も確認してください。

実習料が必要な科目は、支払いを済ませないと履修が取り消されますので、必ず手続きしてくだ
さい。該当科目及び手続き方法は、履修先大学のホームページや掲示等で確認してください。（【日
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本女子大学】調理実習、【早稲田大学】保健体育科目　他）
◇その他手続きについて
　　各大学で個別に手続の必要となる場合があります。履修大学のホームページや掲示等で確認し

てください。
◇授業情報（休講情報・補講・試験等）の確認
　　実習料支払いやその他手続きの詳細、他大学での履修科目に関する休講・補講・試験・授業開

始日・夏季冬季休暇期間等授業に関する情報は、f-Campusホームページ、履修先大学のホームペー
ジや掲示等で確認してください。通知方法は、大学により異なりますので注意してください。

　　なお、他大学履修科目と本学の履修科目の定期試験実施曜日・時限が重複してしまった場合、
原則として他大学の科目の試験を優先して受験してください。本学科目の受験は、追試験の手続
をとってください。どちらか一方の科目が受験できず、卒業必要単位が不足するような事態にな
らないよう、余裕ある履修登録を行ってください。

　　交通機関のストライキ・気象警報等にともなう授業の扱いは、履修先大学の定めるところに従っ
て通知されます。履修先大学のホームページや掲示等で確認してください。

◇大学別問い合せ先
　　f-Campus全般に関する質問は本学教務部、科目に関する質問等は科目を提供している各大学

へ問い合わせてください。

８．大学院開講科目の科目等履修
　本大学院国際文化交流研究科が開講する授業を科目等履修生として履修することができます。履修希
望者は、初回授業で科目担当教員から許可を受け、教務部に申請書を提出してください。
　履修を申請できる科目は、原則として大学院開設科目のうち研修科目と学部研究科共同開講科目を除
く全ての科目です。受講人数に制限がある、学部生の受講に適さない等の理由から、科目によっては履
修を申請しても受講が認められない場合があります。

　対象学生  ： 学習院女子大学４年生
　履修対象科目 ： 大学院開設科目のうち研修科目と学部研究科共同開講科目を除く全ての科目を対象と

し、初回授業で科目担当教員から許可を受けるものとする。
　申請締切  ： 2020年４月10日（金）13：00
  ： 2020年９月11日（金）13：00
　申請・申請書類配布：教務部（初回授業までに受領すること）
　履修科目上限 ： １学期につき４科目8単位まで

（注意）
①募集受付は学期ごとに行います。
②申請にあたっては、履修上無理のないよう充分検討してください。締切後の申請取消しは、認められ

ません。
③履修登録期間終了後、大学院生の履修登録がなく開講されなかった科目の履修は認められません。
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学習院女子大学　教育方針
（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー）

　学習院女子大学は、国境・民族・文化を越え、人類の平和と文化の発展を希求し、地球的視野から人
類が歩んできた過去及び進むべき未来を研究教授し、その深奥を極めるとともに、社会と手を携えつつ、
人格の陶冶と情操の涵養を図り、時代を先導する女子の創造的リーダーを育成することを目的としてい
ます。
　上記の目的と社会的使命を達成するために、国際文化交流学部を設置しています。本学部は、関連諸
学問に対する高い識見を有するとともに、豊かな教養と地球的視野を身につけ、文化の交流と相互理解
を通じて国際社会に貢献できる人材の育成を図っています。

　本学は、上記の教育理念にのっとって、国際文化交流学部に日本文化学科、国際コミュニケーション
学科、英語コミュニケーション学科を置き、以下のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを
定めています。

日本文化学科
【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）】
　本学学則に定める期間在学し、所定の教育課程を履修して、以下に示す能力を身につけ、卒業に必要
な単位を修得した者に「学士（日本文化）」の学位を授与します。

［知識・理解］
１．日本文化の伝統や特質に関する広範な知識とすぐれた見識をそなえている。
２．現代にいたる日本の歴史、文化、言語に関する学識を継承していくことができる。

［汎用的技能］
３．学術上、社会生活上の問題の発見・分析・解決に必要な思考力・判断力・表現力を身につけている。
４．日本文化に関する知識・見識を諸外国・諸地域に向けて的確に発信できる語学力を身につけている。
５．現代社会において必要とされる情報コミュニケーションの技能を修得している。

［態度・志向性］
６．多様な文化と相互理解を図ることができる広い視野をもっている。
７．国際社会で活躍できる教養と品格をそなえている。
８．諸文化の価値を認め、適切な敬意を払うことができる。

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成実施方針）】
　日本文化学科では、教育目標の柱である「日本について知ること」を実現するために、「芸術・思想」 

「民俗・歴史」「現代社会」「比較文化」の４つのフィールドを総合的、かつ専門的に学習して、日本文
化の伝統や特質を踏まえた十分な理解が得られるように専門科目群を体系的に編成しています。
　１年次には、大学４年間の学習の動機付け、初年次の基礎能力の育成、問題発見・解決能力、自分の
考えを伝える表現力を養うことを目的に、基礎演習科目、日本文化基礎科目を開講し、初年次教育の充
実を図っています。さらに、１・２年次には、専門科目群や初年次教育の科目群の学習過程で習得した
知識を世界に向けて的確に発信する国際的なコミュニケーション能力を培い、異文化理解を深めるため
に、英語（外国語科目１群）と他の言語（同２群）、情報処理、日本語表現法、国際文化交流論、人間
関係論、自然環境論、スポーツ・健康科学、海外研修など、様々な分野の科目を共通科目群として体系
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的に編成しています。
　３・４年次には、基礎演習を含む専門科目群、共通科目群で学んだことを踏まえ、日本文化の様々な
分野の高度な研究を深めるために専門演習科目群を編成しています。４年次は卒業論文、卒業研究に取
り組むことで、日本文化について多面的、専門的な分析を行い、国際社会で活躍できるスキルを身につ
けます。

国際コミュニケーション学科
【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）】
　本学学則に定める期間在学し、所定の教育課程を履修して、以下に示す能力を身につけ、卒業に必要
な単位を修得した者に「学士（国際コミュニケーション）」の学位を授与します。

［知識・理解］
１．国際社会の特質やその多様な文化に関する広範な知識とすぐれた見識をそなえている。
２．国家間、文化間のコミュニケーションに必要な学識を継承していくことができる。

［汎用的技能］
３．学術上、社会生活上の問題の発見・分析・解決に必要な思考力・判断力・表現力を身につけている。
４．国際社会において、また異文化との間で、的確かつ円滑にコミュニケーションすることができる語

学力を身につけている。
５．現代社会において必要とされる情報コミュニケーションの技能を修得している。

［態度・志向性］
６．多様な文化と相互理解を図ることができる広い視野をもっている。
７．国際社会で活躍できる教養と品格をそなえている。
８．諸文化の価値を認め、適切な敬意を払うことができる。

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成実施方針）】
　国際コミュニケーション学科では、国際社会で活躍するために必要な知識とコミュニケーション能力、
豊かなグローバル感覚を身につけるために、「国際関係」「比較文化・地域研究」「コミュニケーション」
などの専門科目を段階的に学習して、学際的な認識と理解が深まるように専門科目群を体系的に編成し
ています。
　１・２年次には、大学４年間の学習の動機付け、基礎能力の育成、問題発見・解決能力、自分の考え
を伝える表現力を養うことを目的に、基礎演習科目、国際関係基礎科目、地域文化系基礎科目を開講し、
初年次教育の充実を図っています。また、初年次教育の科目群や専門科目群の学習過程で修得した知識
を世界に向けて的確に発信するコミュニケーション能力を培い、異文化理解を深めるために、共通科目
群として、国際共通語の英語（外国語科目１群）と他の主要な言語（同２群）、情報処理、日本語表現法、
国際文化交流論、人間関係論、自然環境論、スポーツ・健康科学、海外研修など、様々な分野の科目を
体系的に編成しています。
　３・４年次には、基礎演習を含む専門科目群、共通科目群で学んだことを踏まえ、様々な問題の発見
と分析および解決能力の習得を図るために専門演習科目群、外国語演習科目群を編成し、４年次は卒業
論文、卒業研究等に取り組むことで、高度なコミュニケーション能力と豊かなグローバル感覚を培い、
国際社会で活躍できるスキルを身につけます。
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英語コミュニケーション学科
【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）】
　本学学則に定める期間在学し、所定の教育課程を履修して、以下に示す能力を身につけ、卒業に必要
な単位を修得した者に「学士（英語コミュニケーション）」の学位を授与します。

［知識・理解］
１．国際文化交流の現場で必要とされる実践的で高度な英語力を身につけている。
２．日本文化や異文化の特質に関する広範な知識とすぐれた見識をそなえている。
３．英語によるコミュニケーションに必要な学識を継承していくことができる。

［汎用的技能］
４．学術上、社会生活上の問題の発見・分析・解決に必要な思考力・判断力・表現力を身につけている。
５．現代社会において必要とされる情報コミュニケーションの技能を修得している。

［態度・志向性］
６．多様な文化と相互理解を図ることができる広い視野をもっている。
７．国際社会で活躍できる教養と品格をそなえている。
８．諸文化の価値を認め、適切な敬意を払うことができる。

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成実施方針）】
　英語コミュニケーション学科では、国際共通語としての英語によるコミュニケーション能力を養うた
めに、英語の「４技能」（読む、書く、聞く、話す）をバランスよく向上させ、アカデミック・レベル
の諸能力を習得します。また、国際社会で活躍するための教養と日本文化を基軸とした異文化理解、論
理的思考力を養うように専門科目群を体系的に編成しています。
　１年次には、大学４年間の学習の動機付け、初年次の基礎能力の育成、問題発見・解決能力、自分の
考えを伝える表現力を養うことを目的に、基礎演習科目、英語演習基礎科目、国際関係基礎科目、地域
文化系基礎科目を開講し、初年次教育の充実を図っています。また、専門科目群や初年次教育の科目群
の学習過程で修得した知識を世界に向けて的確に発信する国際的なコミュニケーション能力を培い、異
文化理解を深めるために、共通科目群として、国際共通語の英語（外国語科目１群）と他の主要な言語

（同２群）、情報処理、日本語表現法、国際文化交流論、人間関係論、自然環境論、スポーツ・健康科学、
海外研修など、様々な分野の科目を体系的に編成しています。
　２年次に海外の講義などを英語で受講する「カナダ研修」（６か月間）を実施し、３・４年次には、
英語演習専門科目群、専門演習科目群、専門演習科目群特殊演習や、他学科の「地域文化」「国際関係」
科目などを履修し、４年次に卒業論文、卒業研究等に取り組むことで、外国文化と国際情勢の知識を培
い、国際社会で活躍できるスキルを身につけます。



コース・ナンバリング



— 73 —

コース・ナンバリングについて
　本学ではカリキュラムの体系性を明示する目的で、授業に下記のルールに従ってナンバー（アルファ
ベットと数字の組み合わせ）を付します。これをコース・ナンバリングと呼びます。授業科目に適切な
ナンバーを付し、分類することで、学修の段階や順序等を表します。学問分野や段階（対象学年）を示
すことにより、学生が難易度や専門を勘案して適切な授業科目を選択・履修できるようになる利点があ
ります。
　なお、配当年次が「何年生がその科目を履修することができるか」を示すのに対し、段階（対象学年）
は「何年生がその科目を履修することが望ましいか」を示します。たとえば、３年生・４年生になって
新しい学問分野を学んでみようと思った場合、配当年次に３・４年生が含まれていれば、段階が100番
台になっている科目（基礎的な内容の科目）から履修することができます。
　コース・ナンバーは「３文字のアルファベット＋３桁の数字＋１文字のアルファベット」という形式
で「学問分野＋段階＋識別番号＋開講部門」の情報を表示します。

学問分野（最初のアルファベット ３ 文字）

系 分野 分科 備考

総合系 情報学 INF 情報学

環境学 ENV 環境学・環境論

複合領域 DES デザイン学

LIF 生活科学 ウェルネス論を含む

MSE 文化財科学・博物館学 学芸員課程科目を含む

GEO 地理学 人文地理学を含む

SPO スポーツ科学

CHL 子ども学

INR 国際関係

人文社会系 総合人文社会 ARE 地域研究

GEN ジェンダー論

人文学 PHL 哲学

ART 芸術学

LIT 文学

LIN 言語学 外国語科目は別に扱う

ENG 英語・英語学 英語、英語演習、英語学

Ａ Ｂ Ｃ−１ ２ ３−Ｄ
学問分野 段階 識別番号 開講部門　　　　　
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系 分野 分科 備考

人文学 FRN フランス語

GER ドイツ語

ITA イタリア語

SPN スペイン語

CHN 中国語

KOR 韓国語

JPL 日本語・日本語表現

HIS 史学

ANT 文化人類学・民俗学

社会科学 LAW 法学

POL 政治学

ECO 経済学

MAN 経営学

SOC 社会学 科学社会学・科学技術史を
含む

PSY 心理学 教育心理・発達心理を含む

EDU 教育学 教職課程科目（教育心理等
を除く）を含む

上記以外 伝統文化 TRD 伝統文化

キャリア教育 CAR キャリア教育

ボランティア論 VOL ボランティア論

日本学 JPN 日本学

国 際 コ ミ ュ ニ
ケーション論

ICM 国際コミュニケーション
論

英 語 コ ミ ュ ニ
ケーション論

ECM 英語コミュニケーション
論

国際文化交流 ICR 国際文化交流

段階（ ３ 桁の数字）

学部科目

000番台 受講に適した学年を特に設定しない科目（全学年向け）

100番台 入門・基礎的な内容の科目（１年生の受講に適している）

200番台 発展的な内容の科目（２年生の受講に適している）

300番台 専門的な内容の科目（３年生以上の受講に適している）

400番台 より専門的な内容の科目、研究成果を示す科目（４年生で受講）
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開講部門（最後のアルファベット １ 文字）

最後のアルファベット１文字目

J 日本文化学科

I 国際コミュニケーション学科

E 英語コミュニケーション学科

G 共通科目

Ｔ 教職課程

L 司書課程

C 学芸員課程

N 日本語教員養成講座



履 修 規 定
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日本文化学科履修規定（2019（平成31）年度以降入学者）
　　　日本文化学科の学生は、後に示す日本文化学科履修方法一覧表（Ａ−１表）に従って科目を履修

し、卒業に必要な単位として総計134単位以上を修得しなければならない。日本文化専門科目群お
よび指定された他学科専門科目については、日本文化学科履修方法付表（Ａ−２表）に従って履修
しなければならない。

　　　原則として科目の重複履修は認めない。重複履修とは、単位修得済みの科目を再度履修登録する
ことをいう。

１ ．コース登録

　　　第５セメスター以降、日本文化学科の学生は、民俗・歴史コース、日本語・日本文学コース、芸
術文化・アートマネジメントコース、現代文化コースの４つのコースに分かれる。学生はそれらの
うち１つを選択しなければならない。

　　　学生は第４セメスター中にコースを選択し、「コース登録願」を提出しなければならない。なお、
登録したコースの変更は原則として認めない。

　　　教職課程履修者は日本語・日本文学コースに登録しなければならない。
　　〔民俗・歴史コース〕

　民俗学や歴史学を中心的な学問分野とし、異なる時代や外国文化を視野に入れながら、比較文化
的、多面的に日本文化を研究するコース。

　　〔日本語・日本文学コース〕
　日本語学や日本文学を中心的な学問分野とし、日本語の特性やその変遷、古典から近現代にいた

る日本文学の諸相を研究するコース。
　　〔芸術文化・アートマネジメントコース〕

　日本や世界各地の美術をはじめとした芸術文化を広く対象とし、それらの特性や意義などを研究
するとともに、アートマネジメントの手法等について学ぶコース。

　　〔現代文化コース〕
　さまざまな学問分野を横断的・学術的に学び、食、環境、情報、メディア、スポーツ、心理、市

民社会などの主題をめぐって現代文化を研究するコース。

２ ．必修・必修選択科目―専門科目（基礎科目群）

　　　専門科目一覧表の中から、Ａ−１表に示す科目群ごとの規定に従って、11科目以上履修し計22単
位以上修得しなければならない。

　〈日本文化基礎演習科目群〉
　　　日本文化基礎演習（以下、基礎演習という。）を３科目以上履修し計６単位以上修得しなければ

ならない。
①１、２年次において、異なる担当者の科目をⅠ～Ⅳの中から３科目以上履修すること。ただし、

同一セメスターで複数の基礎演習を履修することはできない。
②第３セメスターまでに基礎演習科目群より３科目６単位を修得した学生は、第４セメスターの基

礎演習を自由選択科目の専門他として履修することができる。その場合、すでに単位を修得した
基礎演習と同じ担当者の基礎演習であっても履修することができる。
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③専門演習担当教員の指示により、３年次以降に４科目目の基礎演習（専門演習の教員が担当する科
目）を履修することができる。また、３年次以降に再履修となる学生は学科事務室に申し出ること。

　〈日本文化基礎科目群〉
　　　８科目以上履修し計16単位以上修得しなければならない。

３ ．必修・必修選択科目―専門科目（発展科目群）

　〈日本文化専門科目群／指定された他学科専門科目〉
　　　それぞれのコースごとに、Ａ−２表に従って13科目以上履修し計26単位以上修得しなければならない。
　〈比較文化研究科目群〉
　　　３年次以上において、１科目以上履修し計２単位以上修得しなければならない。日本語・日本文

学コースの学生は比較文化論Ⅱ（文学）を必修とする。
　〈日本文化専門演習科目群〉
　　　日本文化演習（以下、専門演習という。）を４科目履修し計８単位修得し、かつ卒業研究または

卒業論文を履修し８単位修得しなければならない。
①３、４年次において、原則として同じ担当者の専門演習をⅠ～Ⅳについて１科目ずつ履修し、か

つ４年次に卒業研究または卒業論文のうち１科目を選択すること。卒業研究・卒業論文の選択に
ついては専門演習担当教員の指示に従うこと。卒業研究または卒業論文の履修登録は提出する学
期の履修登録期間に行うこと。

②民俗・歴史コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＣ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｌのいずれかを選
択すること。

③日本語・日本文学コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＤ、Ｅ、Ｆ、Ｈ、Ｏ、Ｒのいずれかを
選択すること。

④芸術文化・アートマネジメントコースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｉ、Ｊ、Ｐ
のいずれかを選択すること。

⑤現代文化コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＦ、Ｇ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｏ、Ｑ、Ｒ、Ｓのい
ずれかを選択すること。

４．必修・必修選択科目―共通科目

　　　共通科目一覧表の中から、Ａ−１表に示す科目群ごとの規定に従って、17科目以上履修し計34単
位以上修得しなければならない。詳細は共通科目のページを参照すること。

５．自由選択科目

　　　Ａ−１表に示された科目群（あるいは科目）の中から履修し計34単位以上修得しなければならない。
　　　英語コミュニケーション学科専門科目の履修については、英語コミュニケーション学科事務室に

確認すること。

６．随意科目

　　　履修し単位を修得することはできるが、修得した単位を卒業に必要な単位数に算入することがで
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きない科目をいう。

７．教職課程・司書課程・学芸員課程の履修について

　　　各課程のガイダンス等で示される履修指導に従うこと。
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A − １ 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
必　修 必修選択 合　計 総単

位数科目数 単位数 科目数 単位数 科目数 単位数

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

基 

礎 

科 

目 

群

日本文化基礎演習科目群 ３ ６
11 22

66

日本文化基礎科目群 ８ 16

発 

展 

科 

目 

群

日本文化専門科目群＊
民俗・歴史系科目群
文学・芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 13 26

19 44指定された他学科専門科目＊

比較文化研究科目群 １ ２

日本文化専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 7 14

17 34 34

情報技術科目群 2 4

日本語表現法科目群 1 2

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

3 6

共通基礎科目群 2 ４

人間・環境系科目群 2 ４

自 
由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な34単位を超
える共通科目

専 

門 

他

専門科目として必要な66単位を超える日本文化学科の専
門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目
教職課程に関する科目のうち、指定された科目（P56参照）

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目

修 得 単 位 数 総計134単位以上
＊ Ａ−２表に従って履修すること。
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A − ２ 表：日本文化学科履修方法付表

選択コース 日本文化専門科目・指定された他学科専門科目（必修選択）
合計

科目数 単位数

民俗・歴史コース

ア～ウから13科目以上履修し計26単位以上を修得すること。
　ア　民俗・歴史系科目群の全科目
　イ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　ウ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較道具論
　　　　比較居住文化論

13 26

日本語・日本文学コース

エから３科目以上履修し計６単位以上修得すること。オから
10科目以上履修し計20単位以上修得すること。

エ　文学・芸術・思想系科目群および指定された他学科専
門科目のうち次の科目

　　　　日本語学Ⅲ、言語学Ⅰ・Ⅱ、社会言語学Ⅰ・Ⅱ
　オ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目

日本文学論Ⅰ～Ⅴ、日本文学研究Ⅰ～Ⅴ、中国文学
論Ⅰ・Ⅱ

芸術文化・アートマネジ
メントコース

カ～ケから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　カ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　キ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
　ク　現代社会系科目群のうち次の科目
　　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ
　　　　メディア論
　ケ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　マーケティング
　　　　経営学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ
　　　　文化遺産学
　　　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

現代文化コース

コ～スから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　コ　現代社会系科目群の全科目
　サ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　シ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　民俗文化論Ⅲ・Ⅳ
　　　　日本生活文化論Ⅳ
　ス　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ
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【日本文化学科　民俗・歴史コース履修計画モデル（2019（平成31）年度以降入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗・歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）

　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
２年次・３年次の各セメスターで、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。

　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　全科目
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ　　　比較道具論　　　比較住居文化論

文学・芸術・
思想系科目
群
現代社会系
科目群
指定された
他学科専門
科目

比較文化研究科目群 3・4 １ ２ 比較文化論Ⅳ（２） 比較文化論Ⅴ（２）

日本文化専
門演習科目

群

日本文化専
門演習 3・4 ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 4 １ ８ 卒業論文・卒業

研究（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 1・2 ７ 14

BASIC 
LISTENING

（2）

NEWS 
LISTENING

（2）

SPEAKING 
PRACTICE

（2）

SPEAKING 
SKILLS
（2）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆ WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群
1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12
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【日本文化学科　日本語・日本文学コース履修計画モデル（2019（平成31）年度以降入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目　
　
　
　

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16
日本語学Ⅰ（２）日本語学Ⅱ（２）日本文学史Ⅰ（２）日本文学史Ⅱ（２）

伝統文化論Ⅳ（書）（２）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

民俗文化論Ⅰ（２）民俗文化論Ⅱ（２）

比較民俗文化論Ⅰ（２）

文学・芸術
･思想系科

目群

言語学Ⅰ（２） 言語学Ⅱ（２） 日本文学論Ⅰ（２）日本文学研究Ⅰ（２） 日本文学論Ⅳ（２） 日本文学研究Ⅲ（２）

社会言語学Ⅰ（２）社会言語学Ⅱ（２）日本文学論Ⅱ（２）日本文学研究Ⅱ（２） 日本文学論Ⅴ（２） 日本文学研究Ⅳ（２）

中国文学論Ⅱ（２）日本文学論Ⅲ（２）中国文学論Ⅰ（２） 日本文学研究Ⅴ（２）

日本語学Ⅲ（２）日本思想研究Ⅱ（２）

現代社会系
科目群

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅱ（2）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（8）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）＊

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ 日本国憲法（２）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

伝統文化演習Ⅰ
（書道）（２）

スポーツ・
健康科学

演習Ⅰ（２）

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

＊教職課程履修者は、「日本語表現法Ⅲ」を履修すること
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【日本文化学科　芸術文化・アートマネジメントコース履修計画モデル（2019（平成31）年度以降入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目　
　
　
　

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
２年次・３年次の各セメスターで、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
　　・現代社会系科目群
　　　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ　　　メディア論
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　マーケティング　　経営学Ⅰ・Ⅱ　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ　　文化遺産学　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

文学・芸術
･思想系科

目群
現代社会系

科目群
指定された
他学科専門

科目
比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅲ（２）比較文化論Ⅹ（２）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）
SPEAKING 

SKILLS（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12
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【日本文化学科　現代文化コース履修計画モデル（2019（平成31）年度以降入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
2年次・3年次の各セメスターで、3科目もしくは4科目程度履修することが望ましい。
　　・現代社会系科目群
　　　　　全科目
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　民族文化論Ⅲ・Ⅳ　　　日本生活文化論Ⅳ
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ   

文学・芸術
･思想系科

目群
現代社会系

科目群
指定された
他学科専門

科目
比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 1科目（２）比較文化論Ⅰ～Ⅹより１科目以上

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ 4 8 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ 1 8 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ 7 14

BASIC 
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ 2 4 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ 1 2 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12
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日本文化学科履修規定（2018（平成30）年度入学者）
　　　日本文化学科の学生は、後に示す日本文化学科履修方法一覧表（Ａ−３表）に従って科目を履修

し、卒業に必要な単位として総計134単位以上を修得しなければならない。日本文化専門科目群お
よび指定された他学科専門科目については、日本文化学科履修方法付表（Ａ−４表）に従って履修
しなければならない。

　　　原則として科目の重複履修は認めない。重複履修とは、単位修得済みの科目を再度履修登録する
ことをいう。

１ ．コース登録

　　　第５セメスター以降、日本文化学科の学生は、民俗・歴史コース、日本語・日本文学コース、芸
術文化・アートマネジメントコース、現代文化コースの４つのコースに分かれる。学生はそれらの
うち１つを選択しなければならない。

　　　学生は第４セメスター中にコースを選択し、「コース登録願」を提出しなければならない。なお、
登録したコースの変更は原則として認めない。

　　　教職課程履修者は日本語・日本文学コースに登録しなければならない。
　　〔民俗・歴史コース〕

　民俗学や歴史学を中心的な学問分野とし、異なる時代や外国文化を視野に入れながら、比較文化
的、多面的に日本文化を研究するコース。

　　〔日本語・日本文学コース〕
　日本語学や日本文学を中心的な学問分野とし、日本語の特性やその変遷、古典から近現代にいた

る日本文学の諸相を研究するコース。
　　〔芸術文化・アートマネジメントコース〕

　日本や世界各地の美術をはじめとした芸術文化を広く対象とし、それらの特性や意義などを研究
するとともに、アートマネジメントの手法等について学ぶコース。

　　〔現代文化コース〕
　さまざまな学問分野を横断的・学術的に学び、食、環境、情報、メディア、スポーツ、心理、市

民社会などの主題をめぐって現代文化を研究するコース。

２ ．必修・必修選択科目―専門科目（基礎科目群）

　　　専門科目一覧表の中から、Ａ−３表に示す科目群ごとの規定に従って、11科目以上履修し計22単
位以上修得しなければならない。

　〈日本文化基礎演習科目群〉
　　　日本文化基礎演習（以下、基礎演習という。）を３科目以上履修し計６単位以上修得しなければ

ならない。
①１、２年次において、異なる担当者の科目をⅠ～Ⅳの中から３科目以上履修すること。ただし、

同一セメスターで複数の基礎演習を履修することはできない。
②第３セメスターまでに基礎演習科目群より３科目６単位を修得した学生は、第４セメスターの基

礎演習を自由選択科目の専門他として履修することができる。その場合、すでに単位を修得した
基礎演習と同じ担当者の基礎演習であっても履修することができる。
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③専門演習担当教員の指示により、３年次以降に４科目目の基礎演習（専門演習の教員が担当する科
目）を履修することができる。また、３年次以降に再履修となる学生は学科事務室に申し出ること。

　〈日本文化基礎科目群〉
　　　８科目以上履修し計16単位以上修得しなければならない。

３ ．必修・必修選択科目―専門科目（発展科目群）

　〈日本文化専門科目群／指定された他学科専門科目〉
　　　それぞれのコースごとに、Ａ−４表に従って13科目以上履修し計26単位以上修得しなければならない。
　〈比較文化研究科目群〉
　　　３年次以上において、１科目以上履修し計２単位以上修得しなければならない。日本語・日本文

学コースの学生は比較文化論Ⅱ（文学）を必修とする。
　〈日本文化専門演習科目群〉
　　　日本文化演習（以下、専門演習という。）を４科目履修し計８単位修得し、かつ卒業研究または

卒業論文を履修し８単位修得しなければならない。
①３、４年次において、原則として同じ担当者の専門演習をⅠ～Ⅳについて１科目ずつ履修し、か

つ４年次に卒業研究または卒業論文のうち１科目を選択すること。卒業研究・卒業論文の選択に
ついては専門演習担当教員の指示に従うこと。卒業研究または卒業論文の履修登録は提出する学
期の履修登録期間に行うこと。

②民俗・歴史コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＣ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｌのいずれかを選
択すること。

③日本語・日本文学コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＤ、Ｅ、Ｆ、Ｈ、Ｏ、Ｒのいずれかを
選択すること。

④芸術文化・アートマネジメントコースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｉ、Ｊ、Ｐ
のいずれかを選択すること。

⑤現代文化コースの学生は、日本文化演習Ⅰ～ⅣのＦ、Ｇ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｏ、Ｑ、Ｒ、Ｓのい
ずれかを選択すること。

４．必修・必修選択科目―共通科目

　　　共通科目一覧表の中から、Ａ−３表に示す科目群ごとの規定に従って、17科目以上履修し計34単
位以上修得しなければならない。詳細は共通科目のページを参照すること。

５．自由選択科目

　　　Ａ−３表に示された科目群（あるいは科目）の中から履修し計34単位以上修得しなければならない。
　　　英語コミュニケーション学科専門科目の履修については、英語コミュニケーション学科事務室に

確認すること。

６．随意科目

　　　履修し単位を修得することはできるが、修得した単位を卒業に必要な単位数に算入することがで
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きない科目をいう。

７．教職課程・司書課程・学芸員課程の履修について

　　　各課程のガイダンス等で示される履修指導に従うこと。
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A − ３ 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
必　修 必修選択 合　計 総単

位数科目数 単位数 科目数 単位数 科目数 単位数

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

基 

礎 

科 

目 

群

日本文化基礎演習科目群 ３ ６
11 22

66

日本文化基礎科目群 ８ 16

発 

展 

科 

目 

群

日本文化専門科目群＊
民俗・歴史系科目群
文学・芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 13 26

19 44指定された他学科専門科目＊

比較文化研究科目群 １ ２

日本文化専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 7 14

17 34 34

情報技術科目群 2 4

日本語表現法科目群 1 2

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

3 6

共通基礎科目群 2 ４

人間・環境系科目群 2 ４

自 

由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な34単位を超
える共通科目

専 

門 

他

専門科目として必要な66単位を超える日本文化学科の専
門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目

修 得 単 位 数 総計134単位以上
＊ Ａ−４表に従って履修すること。
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A − ４ 表：日本文化学科履修方法付表

選択コース 日本文化専門科目・指定された他学科専門科目（必修選択）
合計

科目数 単位数

民俗・歴史コース

ア～ウから13科目以上履修し計26単位以上を修得すること。
　ア　民俗・歴史系科目群の全科目
　イ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　ウ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較道具論
　　　　比較居住文化論

13 26

日本語・日本文学コース

エから３科目以上履修し計６単位以上修得すること。オから
10科目以上履修し計20単位以上修得すること。

エ　文学・芸術・思想系科目群および指定された他学科専
門科目のうち次の科目

　　　　日本語学Ⅲ、言語学Ⅰ・Ⅱ、社会言語学Ⅰ・Ⅱ
　オ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目

日本文学論Ⅰ～Ⅴ、日本文学研究Ⅰ～Ⅴ、中国文学
論Ⅰ・Ⅱ

芸術文化・アートマネジ
メントコース

カ～ケから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　カ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　キ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
　ク　現代社会系科目群のうち次の科目
　　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ
　　　　メディア論
　ケ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　マーケティング
　　　　経営学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ
　　　　文化遺産学
　　　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

現代文化コース

コ～スから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　コ　現代社会系科目群の全科目
　サ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　シ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　民俗文化論Ⅲ・Ⅳ
　　　　日本生活文化論Ⅳ
　ス　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ
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【日本文化学科　民俗・歴史コース履修計画モデル（2018（平成30）年度入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗・歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）

　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
２年次・３年次の各セメスターで、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。

　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　全科目
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ　　　比較道具論　　　比較住居文化論

文学・芸術・
思想系科目
群
現代社会系
科目群
指定された
他学科専門
科目

比較文化研究科目群 3・4 １ ２ 比較文化論Ⅳ（２） 比較文化論Ⅴ（２）

日本文化専
門演習科目

群

日本文化専
門演習 3・4 ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 4 １ ８ 卒業論文・卒業

研究（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 1・2 ７ 14

BASIC 
LISTENING

（2）

NEWS 
LISTENING

（2）

SPEAKING 
PRACTICE

（2）

SPEAKING 
SKILLS
（2）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆ WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群
1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 ６～ 12 12 ～ 18
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【日本文化学科　日本語・日本文学コース履修計画モデル（2018（平成30）年度入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目　
　
　
　

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16
日本語学Ⅰ（２）日本語学Ⅱ（２）日本文学史Ⅰ（２）日本文学史Ⅱ（２）

伝統文化論Ⅳ（書）（２）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

民俗文化論Ⅰ（２）民俗文化論Ⅱ（２）

比較民俗文化論Ⅰ（２）

文学・芸術
･思想系科

目群

言語学Ⅰ（２） 言語学Ⅱ（２） 日本文学論Ⅰ（２）日本文学研究Ⅰ（２）日本文学論Ⅳ（２）日本文学研究Ⅲ（２）

社会言語学Ⅰ（２）社会言語学Ⅱ（２）日本文学論Ⅱ（２）日本文学研究Ⅱ（２）日本文学論Ⅴ（２）日本文学研究Ⅳ（２）

日本文学論Ⅲ（２）中国文学論Ⅰ（２） 日本文学研究Ⅴ（２）

日本語学Ⅲ（２）日本思想研究Ⅱ（２） 中国文学論Ⅱ（２）

現代社会系
科目群

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅱ（2）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（8）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）＊

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ 日本国憲法（２）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

伝統文化演習Ⅰ
（書道）（２）

スポーツ・
健康科学

演習Ⅰ（２）

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 ６～ 12 12 ～ 18

＊教職課程履修者は、「日本語表現法Ⅲ」を履修すること
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【日本文化学科　芸術文化・アートマネジメントコース履修計画モデル（2018（平成30）年度入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目　
　
　
　

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
２年次・３年次の各セメスターで、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
　　・現代社会系科目群
　　　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ　　　メディア論
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　マーケティング　　経営学Ⅰ・Ⅱ　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ　　文化遺産学　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

文学・芸術
･思想系科

目群
現代社会系

科目群
指定された
他学科専門

科目
比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅲ（２）比較文化論Ⅹ（２）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）
SPEAKING 

SKILLS（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 ６～ 12 12 ～ 18
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【日本文化学科　現代文化コース履修計画モデル（2018（平成30）年度入学者用）】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
　以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
2年次・3年次の各セメスターで、3科目もしくは4科目程度履修することが望ましい。
　　・現代社会系科目群
　　　　　全科目
　　・文学・芸術・思想系科目群
　　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　・民俗・歴史系科目群
　　　　　民族文化論Ⅲ・Ⅳ　　　日本生活文化論Ⅳ
　　・指定された他学科専門科目
　　　　　マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ   

文学・芸術
･思想系科

目群
現代社会系

科目群
指定された
他学科専門

科目
比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 1科目（２）比較文化論Ⅰ～Ⅹより１科目以上

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ 4 8 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ 1 8 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ 7 14

BASIC 
LISTENING

（２）

NEWS 
LISTENING

（２）

SPEAKING 
PRACTICE

（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

17 34

BASIC 
READING

（２）

READING & 
WRITING

（２）
INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ 2 4 情報処理Ⅰ（２）情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ 1 2 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

34単位以上

34
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 10 ～ 11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 20 ～ 22 ６～ 12 12 ～ 18
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日本文化学科履修上の注意

（2013（平成25）年度～ 2017（平成29）年度入学者・2012（平成24）

年度以前入学者・2013（平成25）年度以降３年次編入学者）

１ ．専門科目
　　　日本文化学科の学生は、専門科目一覧表の中から、A ― ３～５表に示す科目群ごとの規定に従っ

て、54単位以上を修得しなければならない。
　　　原則として重複履修は認めない。
　〈基礎演習科目群〉

①基礎演習科目群は、１、２年次において、異なる担当者の科目をⅠ～Ⅳの中から３科目以上履修
すること。ただし、同一セメスターで複数の基礎演習を履修することはできない。

②第１～第３セメスターまでに基礎演習科目群より３科目６単位を修得した学生については、第４
セメスターの基礎演習は、必修ではないが履修することができる。その場合、すでに単位を修得
した基礎演習と同じ担当者の基礎演習であっても履修することができる。修得した場合は自由選
択科目、専門他の単位として認める。

③専門演習担当教員の指示により、３年次以降で４科目目の基礎演習（専門演習の教員が担当する科
目）を履修することができる。また、３年次以降で再履修となる学生は学科事務室に申し出ること。

　〈専門演習科目群〉
　　３、４年次において、原則として同じ担当者の演習をⅠ～Ⅳについて各１科目ずつ履修し、かつ４

年次に卒業研究または卒業論文のうち１科目選択すること。卒業研究・卒業論文の選択については
専門演習担当教員の指示に従うこと。

２ ．共通科目

　　　共通科目の科目一覧表の中から、A表に示す科目群ごとの規定に従って、34単位以上を修得しな
ければならない。詳細は共通科目のページを参照すること。

３ ．自由選択科目

　　　A表に示された科目群（あるいは科目）の中から23科目46単位以上を、選択のうえ修得しなけれ
ばならない。

　　　英語コミュニケーション学科専門科目の履修については、英語コミュニケーション学科事務室担
当者に確認すること。

４．随意科目

　　　履修し単位を修得することはできるが、修得した単位を卒業に必要な単位数に算入することがで
きない科目をいう。
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日本文化学科履修規定（2013（平成25）年度～ 2017（平成29）年度入学者）
　　日本文化学科の学生は、次の履修方法一覧表（A−５表）に従い、合計134単位以上を修得しなけ

ればならない。

A − ５ 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

基礎演習科目群 ３ ６

24 54

日本文化基礎科目群 ６ 12

日本文化専門科目群
民俗・歴史系科目群
芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 ９ 18

指定された他学科専門科目

比較文化研究科目群 １ ２

専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 ７ 14

17 34

情報技術科目群 ２ ４

日本語表現法科目群 １ ２

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

３ ６

共通基礎科目群 ２ ４

人間・環境系科目群 ２ ４

自 

由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な34単位を超
える共通科目

専 

門 

他

専門科目として必要な54単位を超える日本文化学科の専
門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目（平成29年度設置）

修 得 単 位 数 総計134単位以上
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日本文化学科履修規定（2012（平成24）年度以前入学者）
　　日本文化学科の学生は、次の履修方法一覧表（A−６表）に従い、合計134単位以上を修得しなけ

ればならない。

A − ６ 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

基礎演習科目群 ３ ６

24 54

日本文化基礎科目群 ６ 12

日本文化専門科目群
民俗・歴史系科目群
芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 ９ 18

指定された他学科専門科目

比較文化研究科目群 １ ２

専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 ７ 14

17 34

情報技術科目群 ２ ４

日本語表現法科目群 １ ２

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流実習科目群、国際文化交流演習科目群

３ ６

共通基礎科目群 ２ ４

人間・環境系科目群 ２ ４

自 

由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学実習科目群、スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化実習科目群、伝統文化演習科目群
生活文化実習科目群、生活文化演習科目群
社会実習科目群、社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な34単位を超
える共通科目

専 

門 

他

専門科目として必要な54単位を超える日本文化学科の専
門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目（平成29年度設置）

修 得 単 位 数 総計134単位以上
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【日本文化学科　履修計画モデル（2014（平成26）年度～ 2017（平成29）年度入学者）】

区分 科目群名
配当年次 必修 必修

選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
学年 科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２） 基礎演習Ⅱ（２） 基礎演習Ⅲ（２）

日本文化基礎科目群 １・２ ６ 12 ２科目（４） ２科目（４） １科目（２） １科目（２）

日本文化専門科目群 ２・３・４

民俗・歴史系科目群

芸術・思想系科目群 ９ 18 ３科目（６） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） 24 54

現代社会系科目群
指定された

他学科専門科目 １・２

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ １科目（２）
専門演習科目群
（専門演習） ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）

卒業論文・卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業
研究（８）

共
通
科
目

外国語科目群１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING

（２）

NEWS
LISTENING

（２）

SPEAKING
PRACTICE

（２）

SPEAKING
SKILLS
（２）

17 34

BASIC
READING

（２）

READING &
WRITING

（２）
INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １～ ２ ４ 情報処理Ⅰ（２） 情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 １～ １ ２ 日本語表現法（２）

特別総合科目群

国際文化交流論科目群 １・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）

国際文化交流演習科目群

共通科目基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

23科目（46） ２科目（４） １科目（２） 23 46

授業科目数（目安） 10 10～11 10～11 10～11 10～11 10～11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20～22 20～22 20～22 20～22 20～22 ６～12 12～18

（注１）履修はガイダンスでの指導に従うこと。
（注２）履修要項の「履修登録単位数の上限設定（CAP制）について」も確認すること。
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【日本文化学科　履修計画モデル（2014（平成26）年度～ 2017（平成29）年度入学者）】

区分 科目群名
配当年次 必修 必修

選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
学年 科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２） 基礎演習Ⅱ（２） 基礎演習Ⅲ（２）

日本文化基礎科目群 １・２ ６ 12 ２科目（４） ２科目（４） １科目（２） １科目（２）

日本文化専門科目群 ２・３・４

民俗・歴史系科目群

芸術・思想系科目群 ９ 18 ３科目（６） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） 24 54

現代社会系科目群
指定された

他学科専門科目 １・２

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ １科目（２）
専門演習科目群
（専門演習） ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）

卒業論文・卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業
研究（８）

共
通
科
目

外国語科目群１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING

（２）

NEWS
LISTENING

（２）

SPEAKING
PRACTICE

（２）

SPEAKING
SKILLS
（２）

17 34

BASIC
READING

（２）

READING &
WRITING

（２）
INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １～ ２ ４ 情報処理Ⅰ（２） 情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 １～ １ ２ 日本語表現法（２）

特別総合科目群

国際文化交流論科目群 １・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）

国際文化交流演習科目群

共通科目基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

23科目（46） ２科目（４） １科目（２） 23 46

授業科目数（目安） 10 10～11 10～11 10～11 10～11 10～11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 20～22 20～22 20～22 20～22 20～22 ６～12 12～18

（注１）履修はガイダンスでの指導に従うこと。
（注２）履修要項の「履修登録単位数の上限設定（CAP制）について」も確認すること。

【日本文化学科　履修計画モデル（2011（平成23）年度～ 2013（平成25）年度入学者）】

区分 科目群名
配当年次 必修 必修

選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期

（第１セメスター）
秋学期

（第２セメスター）
春学期

（第３セメスター）
秋学期

（第４セメスター）
春学期

（第５セメスター）
秋学期

（第６セメスター）
春学期

（第７セメスター）
秋学期

（第８セメスター）
学年 科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２） 基礎演習Ⅱ（２） 基礎演習Ⅲ（２）

日本文化基礎科目群 １・２ ６ 12 ２科目（４） ２科目（４） １科目（２） １科目（２）

日本文化専門科目群 ２・３・４

民俗・歴史系科目群

芸術・思想系科目群 ９ 18 ３科目（６） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） 24 54

現代社会系科目群
指定された

他学科専門科目 １・２

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ １科目（２）
専門演習科目群
（専門演習） ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）

卒業論文・卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業
研究（８）

共
通
科
目

外国語科目群１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING

（２）

NEWS
LISTENING

（２）

SPEAKING
PRACTICE

（２）

SPEAKING
SKILLS
（２）

17 34

BASIC
READING

（２）

READING &
WRITING

（２）
INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １～ ２ ４ 情報処理Ⅰ（２） 情報処理Ⅱ（２）

日本語表現法科目群 １～ １ ２ 日本語表現法（２）

特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流実習科目群
国際文化交流演習科目群

共通科目基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

自
由
選
択
科
目

23科目（46） ２科目（４） １科目（２） 23 46

授業科目数（目安） 10～11 10～11 10～11 10～11 10～11 10～11 ３～６ ３～６ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20～22 20～22 20～22 20～22 20～22 20～22 ６～12 12～18

（注）履修はガイダンスでの指導に従うこと。
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日本文化学科履修規定（2020（令和２）年度３年次編入学者）
　　日本文化学科３年次に編入学した学生は、次の履修方法一覧（A−７表）に従い、合計134単位以

上を修得しなければならない。日本文化専門科目群および指定された他学科専門科目については、日
本文化学科履修方法付表（A−７表）に従って履修しなければならない。ただし他学校で修得した単
位のうち、66単位を認定する。なお、教職課程科目に関しては、66単位のうちから認定することがある。

A − ７ 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
認　定 必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

日本文化基礎演習科目群 ３ ６
11 22

日本文化基礎科目群 ２ ４ ６ 12

日本文化専門科目群＊
民俗・歴史系科目群
文学・芸術・思想系科目群
現代社会系科目群

３ ６
10 20

19 44指定された他学科専門科目＊

比較文化研究科目群 １ ２

日本文化専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 ５ 10 ２ ４

17 34

情報技術科目群 ２ ４

日本語表現法科目群 １ ２

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群 ２ ４ ５ 10
共通基礎科目群

人間・環境系科目群

自 

由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な
34単位を超える共通科目

15 30 17 34
専 

門 

他

専門科目として必要な66単位を超える日本文
化学科の専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目

修　得　単　位　数 総計134単位以上
＊ A−８表に従って履修すること。
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A − ８ 表：日本文化学科履修方法付表

選択コース 日本文化専門科目・指定された他学科専門科目（必修選択）
合　計

科目数 単位数

民俗・歴史コース

ア～ウから10科目以上履修し計20単位以上を修得すること。
ア　民俗・歴史系科目群の全科目
イ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
ウ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ
　　　比較道具論
　　　比較居住文化論

10 20

日本語・日本文学コース

エから２科目以上履修し計４単位以上修得すること。オから８
科目以上履修し計16単位以上修得すること。

エ 　文学・芸術・思想系科目群および指定された他学科専門
科目のうち次の科目

　　　日本語学Ⅲ、言語学Ⅰ・Ⅱ、社会言語学Ⅰ・Ⅱ
オ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目

日本文学論Ⅰ～Ⅴ、日本文学研究Ⅰ～Ⅴ、中国文学論
Ⅰ・Ⅱ

芸術文化・アートマネジ
メントコース

カ～ケから10科目以上履修し計20単位以上修得すること。
カ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
キ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
ク　現代社会系科目群のうち次の科目
　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ
　　　メディア論
ケ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　マーケティングⅠ・Ⅱ
　　　経営学Ⅰ・Ⅱ
　　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ
　　　文化遺産学
　　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

現代文化コース

コ～スから10科目以上履修し計20単位以上修得すること。
コ　現代社会系科目群の全科目
サ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
シ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　民俗文化論Ⅲ・Ⅳ
　　　日本生活文化論Ⅳ
ス　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ
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日本文化学科履修規定（2013（平成25）年度～ 2019（平成31）年度３年次編入学者）
　　日本文化学科３年次に編入学した学生は、次の履修方法一覧（A−９表）に従い、合計134単位以

上を修得しなければならない。ただし他学校で修得した単位のうち、66単位を認定する。

A − ９ 表：日本文化学科履修方法一覧（ ３ 年次編入学者）

区　分 科　目　群　名
認　定 必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必　
　

修　

・　

必　
　

修　
　

選　
　

択　
　

科　
　

目

専　
　

門　
　

科　
　

目

基礎演習科目群 ３ ６

24 54

日本文化基礎科目群 ２ ４ ４ ８

日本文化専門科目群
民俗・歴史系科目群
芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 ３ ６ ６ 12

指定された他学科専門科目

比較文化研究科目群 １ ２

専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業論文・卒業研究 １ ８

共　
　

通　
　

科　
　

目

外国語科目１群 ５ 10 ２ ４

17 34

情報技術科目群 ２ ４

日本語表現法科目群 １ ２

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群 ２ ４ ５ 10
共通基礎科目群

人間・環境系科目群

自 

由 

選 

択 

科 

目

共　

通　

科　

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な
34単位を超える共通科目

15 30 23 46
専 

門 

他

専門科目として必要な54単位を超える日本文
化学科の専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

f-Campus提供科目
学習院大学特別聴講科目
国外大学科目（平成29年度設置）

修　得　単　位　数 総計134単位以上
○基礎演習科目は３科目を認定するが、さらに履修を必要とする場合があるため、所属する専門演習担当教員の指示に
したがう。修得した場合は自由選択科目、専門他の単位として認める。
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

基 

礎 

演 

習 

科 

目 

群

日本文化基礎演習ⅠＡ アートマネジメント入門 ART-101-J 1 春 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅠＢ 絵画史研究の基礎 ART-102-J 1 春 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅠＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-103-J 1 春 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅠＤ 近代を生きた女性たち HIS-104-J 1 春 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅠＥ 枕草子を読む LIT-105-J 1 春 2 竹田由花子

日本文化基礎演習ⅠＦ 日本語文法について考える JPL-106-J 1 春 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅠＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-107-J 1 春 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅠＨ 百人一首 ANT-108-J 1 春 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅠＩ 日本の染織と服飾文化（1）ART-109-J 1 春 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅠＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-110-J 1 春 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅠＫ 食文化研究の基礎（1） LIF-111-J 1 春 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅠＬ スポーツ文化の系譜 SPO-112-J 1 春 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅠＭ 情報社会における問題の分析 INF-113-J 1 春 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅠＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-114-J 1 春 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅠＯ 日常の日本語の意味世界１ JPL-115-J 1 春 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅠＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-116-J 1 春 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅠQ 問いから始める心理学 PSY-117-J 1 春 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅡＡ アートマネジメント入門 ART-118-J 1 秋 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅡＢ 絵画の「読解」と「記述」法 ART-119-J 1 秋 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅡＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-120-J 1 秋 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅡＤ 明治の東京―歴史と文学から学ぶ HIS-121-J 1 秋 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅡＥ 枕草子を読む LIT-122-J 1 秋 2 伊藤　守幸

日本文化基礎演習ⅡＦ 沖縄の古典語 JPL-123-J 1 秋 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅡＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-124-J 1 秋 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅡＨ くずし字を学ぶ ANT-125-J 1 秋 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅡＩ 日本の染織と服飾文化（2） ART-126-J 1 秋 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅡＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-127-J 1 秋 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅡＫ 食文化研究の基礎（2） LIF-128-J 1 秋 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅡＬ スポーツ文化の系譜 SPO-129-J 1 秋 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅡＭ 情報社会における問題の分析 INF-130-J 1 秋 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅡＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-131-J 1 秋 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅡＯ 日常の日本語の意味世界２ JPL-132-J 1 秋 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅡＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-133-J 1 秋 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅡQ 問いから紐解く心理学 PSY-134-J 1 秋 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅢＡ アートマネジメント入門 ART-235-J 2 春 2 内野　　儀
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

基 

礎 

演 

習 

科 

目 

群

日本文化基礎演習ⅢＢ 絵画史研究の基礎 ART-236-J 2 春 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅢＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-237-J 2 春 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅢＤ 近代を生きた女性たち HIS-238-J 2 春 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅢＥ 枕草子を読む LIT-239-J 2 春 2 竹田由花子

日本文化基礎演習ⅢＦ 日本語文法について考える JPL-240-J 2 春 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅢＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-241-J 2 春 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅢＨ 百人一首 ANT-242-J 2 春 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅢＩ 日本の染織と服飾文化（1）ART-243-J 2 春 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅢＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-244-J 2 春 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅢＫ 食文化研究の基礎（1） LIF-245-J 2 春 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅢＬ スポーツ文化の系譜 SPO-246-J 2 春 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅢＭ 情報社会における問題の分析 INF-247-J 2 春 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅢＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-248-J 2 春 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅢＯ 日常の日本語の意味世界１ JPL-249-J 2 春 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅢＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-250-J 2 春 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅢＱ 問いから始める心理学 PSY-251-J 2 春 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅣＡ アートマネジメント入門 ART-252-J 2 秋 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅣＢ 絵画の「読解」と「記述」法 ART-253-J 2 秋 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅣＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-254-J 2 秋 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅣＤ 明治の東京―歴史と文学から学ぶ HIS-255-J 2 秋 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅣＥ 枕草子を読む LIT-256-J 2 秋 2 伊藤　守幸

日本文化基礎演習ⅣＦ 沖縄の古典語 JPL-257-J ２ 秋 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅣＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-258-J 2 秋 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅣＨ くずし字を学ぶ ANT-259-J 2 秋 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅣＩ 日本の染織と服飾文化（2） ART-260-J 2 秋 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅣＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-261-J 2 秋 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅣＫ 食文化研究の基礎（2） LIF-262-J 2 秋 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅣＬ スポーツ文化の系譜 SPO-263-J 2 秋 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅣＭ 情報社会における問題の分析 INF-264-J 2 秋 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅣＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-265-J 2 秋 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅣＯ 日常の日本語の意味世界２ JPL-266-J 2 秋 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅣＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-267-J 2 秋 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅣQ 問いから紐解く心理学 PSY-268-J 2 秋 2 澤田　匡人
日
本
文
化

基
礎
科
目
群

日本文化政策論Ⅰ 文化政策の基本構造 MSE-101-J 1 ～ 春 2 阿曽村智子

日本文化政策論Ⅱ 日本文化政策の現状 MSE-102-J 1 ～ 秋 2 阿曽村智子
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

群

日本人論Ⅰ 日本とは？日本人とは？―思想・文化・歴史・宗教からみる― JPN-103-J 1 ～ 春 2 加藤みち子

日本人論Ⅱ 近代日本の「家」と「家庭」―
家族の理想と現実をめぐる文化史 JPN-104-J 1 ～ 秋 2 木村　直恵

日本語学Ⅰ 現代日本語の諸相 JPL-105-J 1 ～ 春 2 福島　直恭

日本語学Ⅱ 日本語の歴史 JPL-106-J 1 ～ 秋 2 福島　直恭

日本思想史Ⅰ 思想から考える大正時代 PHL-107-J 1 ～ 春 2 木村　直恵

日本思想史Ⅱ 明治維新と国学 PHL-108-J 1 ～ 秋 2 小平　美香

日本思想史Ⅲ 聖地をめぐる文学―宗教的聖地と古典文学 PHL-109-J 1 ～ 春 2 土屋有里子

日本思想史Ⅳ 聖地をめぐる文学―古典から近代へ PHL-110-J 1 ～ 秋 2 土屋有里子

日本文学史Ⅰ（古典） 『古今和歌集』の講読 LIT-111-J 1 ～ 春 2 森田　直美 （注1）

日本文学史Ⅱ（近現代） 日本近代文学の史的展開 LIT-112-J 1 ～ 秋 2 山口　政幸 （注2）

日本文学史Ⅲ 仮名散文の歴史 LIT-113-J 1 ～ 秋 2 伊藤　守幸

民俗学Ⅰ 衣食住の民俗 ANT-114-J 1 ～ 春 2 山崎　祐子

民俗学Ⅱ 女性と子どもの民俗 ANT-115-J 1 ～ 秋 2 山崎　祐子

日本政治経済史 都市江戸を舞台に HIS-116-J 1 ～ 春 2 岩淵　令治

日本社会制度史 日本の法と慣習の歴史 HIS-117-J 1 ～ 春 2 菅原　正子

☆伝統文化論Ⅰ（花） 1 ～ ― ― 2 ―

伝統文化論Ⅱ（茶） 茶の湯 TRD-119-J 1 ～ 春 2 谷村　玲子

伝統文化論Ⅲ（香） 1 ～ ― ― 2 ―

伝統文化論Ⅳ（書） TRD-121-J 1 ～ 秋 2 松岡千賀子

伝統文化論Ⅴ（舞踊） 日本の伝統芸能を知る・学ぶ TRD-122-J 1 ～ 秋 2 森田　ゆい

伝統文化論Ⅵ（演劇） 『風姿花伝』を読む TRD-123-J 1 ～ 秋 2 岩崎　雅彦

伝統文化論Ⅶ（邦楽） 雅楽と平安時代の宮廷文化 TRD-124-J 1 ～ 春 2 遠藤　　徹

伝統文化論Ⅷ（染織） 日本の伝統染織 TRD-125-J 1 ～ 秋 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅰ（衣文化） 日本の服飾史 ART-126-J 1 ～ 春 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅱ（衣文化） 江戸の「きもの」と衣文化 ART-127-J 1 ～ 秋 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅲ（食文化） 日本の食生活の変遷 LIF-128-J 1 ～ 春 2 宇都宮由佳

日本生活文化史Ⅳ（食文化） 食物の起源と伝播，思想とマナー LIF-129-J 1 ～ 秋 2 宇都宮由佳

日本生活文化史Ⅴ（人と環境）日本の先史・古代の生活史と環境史 LIF-130-J 1 ～ 春 2 工藤雄一郎

日本生活文化史Ⅵ（人と環境）考古遺跡から紐解く日本の生活文化史 LIF-131-J 1 ～ 秋 2 工藤雄一郎

日本文化論 動物との関係からみた日本文化 JPN-132-J 1 ～ 秋 2 阿部　常樹

近代文化論Ⅰ 島崎藤村から見る近代日本 HIS-133-J 1 ～ 春 2 木村　直恵

近代文化論Ⅱ 思想・言論・表現の自由と統制から考える日本近代文化史 HIS-134-J 1 ～ 秋 2 木村　直恵
民
俗
・
歴
史

系
科
目
群

民俗文化論Ⅰ（民俗信仰） 異界をのぞく ANT-201-J 2 ～ 春 2 山崎　祐子

民俗文化論Ⅱ（民俗行事・祭礼）年中行事と祭礼 ANT-202-J 2 ～ 秋 2 山崎　祐子
（注1）2018（平成30）年度以前に「日本文学史Ⅰ」を修得済の場合、履修できない。
（注2）2018（平成30）年度以前に「日本文学史Ⅱ」を修得済の場合、履修できない。
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

民 

俗
・
歴 

史 

系 

科 

目 

群

民俗文化論Ⅲ（都市民俗学） 人工物の霊魂観―つくも神と刀剣の信仰― ANT-203-J 2 ～ 春 2 伊藤　慎吾

民俗文化論Ⅳ（都市民俗学） 妖怪の収集・整理・利用 ANT-204-J 2 ～ 秋 2 伊藤　慎吾

比較民俗文化論Ⅰ（生活用具）日本の先史時代から古代までの生活用具とその変遷 ANT-205-J 2 ～ 秋 2 工藤雄一郎

比較民俗文化論Ⅱ（民間伝承）世界の〈あの世〉を考える ANT-206-J 2 ～ 秋 2 土屋有里子

比較生活文化論Ⅰ（地域食文化論）食文化へのアプローチ LIF-207-J 2 ～ 春 2 磯部　泰子

※☆比較生活文化論Ⅱ（染織文化論）世界の中の日本染織 LIF-208-J 2 ～ 春 2 澤田　和人

日本生活文化論Ⅰ（ものの文化史）モノから見直す「日本文化」 LIF-209-J 2 ～ 秋 2 依田　　徹

日本生活文化論Ⅱ（通過儀礼）慶弔の装い LIF-210-J 2 ～ 春 2 福島　雅子

日本生活文化論Ⅲ（住文化論） 日本住宅の成り立ち LIF-211-J 2 ～ 秋 2 小粥　祐子

日本生活文化論Ⅳ（都市生活論） LIF-212-J 2 ～ 秋 2 木村絵里子

日本史論Ⅰ（古代） 平安時代再考―摂関政治とその時代 HIS-213-J 2 ～ 春 2 中込　律子

日本史論Ⅱ（中世） 中世英雄伝 HIS-214-J 2 ～ 春 2 関　　幸彦

日本史論Ⅲ（近世） 江戸の都市社会 HIS-215-J 2 ～ 春 2 岩淵　令治

日本史論Ⅳ（近現代） 映画に見る「価値観」の変化 HIS-216-J 2 ～ 春 2 加藤　厚子

☆日本文化交流史Ⅰ 2 ～ ― ― 2 ―

☆日本文化交流史Ⅱ 中世・近世の日中関係 HIS-218-J 2 ～ 秋 2 米谷　　均

☆歴史資料論Ⅰ（考古） 2 ～ ― ― 2 ―

☆歴史資料論Ⅱ（考古） 考古遺物の資料化とその基本技術を学ぶ HIS-220-J 2 ～ 春 2 工藤雄一郎

歴史資料論Ⅲ（古文書） 江戸時代の古文書の解読 HIS-221-J 2 ～ 秋 2 岩淵　令治

歴史資料論Ⅳ（古文書） 江戸時代の古文書を読み解く HIS-222-J 2 ～ 春 2 工藤　航平

文 

学
・
芸 
術
・
思 

想 

系 

科 

目 

群

日本文学論Ⅰ（上代） 日本古代の神話、伝説、歌 LIT-215-J 2 ～ 春 2 寺田　惠子

日本文学論Ⅱ（中古） 平安時代の文学を「研究」する LIT-217-J 2 ～ 春 2 伊藤　禎子

日本文学論Ⅲ（中世） 中世文学概論 LIT-219-J 2 ～ 春 2 土屋有里子

日本文学論Ⅳ（近世） 近世文学の世界 LIT-221-J 2 ～ 春 2 真島　　望

日本文学論Ⅴ（近現代） 文学と映像の共生する空間 LIT-225-J 2 ～ 春 2 山口　政幸

日本文学研究Ⅰ（上代） 『古事記』の神話、伝説を読む LIT-216-J 2 ～ 秋 2 寺田　惠子

※日本文学研究Ⅱ（中古） 日記文学と物語文学 LIT-218-J 2 ～ 秋 2 伊藤　守幸

日本文学研究Ⅲ（中世） 長明・無住・兼好の思想と文学 LIT-220-J 2 ～ 秋 2 土屋有里子

日本文学研究Ⅳ（近世） 江戸名所と文学 LIT-223-J 2 ～ 秋 2 真島　　望

日本文学研究Ⅴ（近現代） 大正から昭和（戦前）にかけての小説を知る LIT-224-J 2 ～ 秋 2 山口　政幸

☆中国文学論Ⅰ 1 ～ ― ― 2 ―

☆中国文学論Ⅱ LIT-127-J 1 ～ 秋 2 和田　浩平

日本語学Ⅲ お嬢様ことばから菊と刀まで JPL-207-J 2 ～ 春 2 佐藤　琢三

形象文化論Ⅰ（絵画） 日本絵画史の諸様相 ART-201-J 2 ～ 春 2 石田　佳也

形象文化論Ⅱ（絵画） 動物をめぐる絵画と〈かたち〉の日本文化史 ART-202-J 2 ～ 秋 2 今橋　理子

形象文化論Ⅲ（生活芸術） アール・ヌーヴォー、アール・デコ、ジャポニスム、東西の芸術 ART-203-J 2 ～ 春 2 岡部　昌幸
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

文 

学
・
芸 

術
・
思 

想 

系 

科 

目 

群

形象文化論Ⅳ（空間造形） 江戸の大名庭園と絵画芸術 ART-204-J 2 ～ 春 2 今橋　理子

形象文化論Ⅴ（近現代美術） 日本の近現代美術の相貌 ART-205-J 2 ～ 秋 2 小松崎拓男

形象文化論Ⅵ（芸術交流論） 近代日本の音楽文化の諸相 ART-206-J 2 ～ 春 2 高久　　暁

身体文化論Ⅰ（近現代舞踊） バレエとダンスの歴史 ART-207-J 2 ～ 春 2 内野　　儀

身体文化論Ⅱ（現代演劇） 日本の現代演劇を知る ART-208-J 2 ～ 秋 2 内野　　儀

日本思想研究Ⅰ（神話） JPN-209-J 2 ～ 春 2 工藤　　浩

日本思想研究Ⅱ（仏教） 日本的仏教の特色 PHL-210-J 2 ～ 秋 2 加藤みち子

日本思想研究Ⅲ（神道） 古典史料からよむ神道思想―アマテラスを中心に― PHL-211-J 2 ～ 春 2 小平　美香

日本思想研究Ⅳ（劇場の思想） 劇場の歴史と演劇の展開 PHL-212-J 2 ～ 春 2 内野　　儀

日本思想研究Ⅴ（芸道） 世阿弥の能楽論を読む PHL-213-J 2 ～ 秋 2 横山　太郎

日本思想研究Ⅵ（近世思想） 愛とは何か、恋とは何か PHL-214-J 2 ～ 秋 2 吉田　麻子

現 

代 

社 

会 

系 

科 

目 

群

☆現代文化論Ⅰ（都市論） 2 ～ ― ― 2 ―

☆現代文化論Ⅱ（郊外論） 実験室としての郊外 SOC-202-J 2 ～ 秋 2 岩館　　豊

現代文化論Ⅲ（子どもと個性） パーソナリティの構造と発達 PSY-203-J 2 ～ 春 2 小塩　真司

☆現代文化論Ⅳ（ファッション） 2 ～ ― ― 2 ―

現代文化論Ⅴ（イメージとメディア）映像とシナリオの比較表現論 ART-210-J 2 ～ 春 2 堀江　秀史

※現代文化論Ⅵ（カルチュラル・スタディーズ）カルチュラル・スタディーズと文化の力学 SOC-206-J 2 ～ 秋集中 2 本橋　哲也

現代文化論Ⅶ（スポーツ文化論）スポーツと文化、スポーツと人間 SPO-207-J 2 ～ 春 2 橋本　　彩

メディア論 メディアと社会 INF-208-J 2 ～ 春 2 時安　邦治

現代生活論Ⅰ（現代食品情報） LIF-209-J 2 ～ 秋 2 宇都宮由佳

現代生活論Ⅱ（現代の食生活）ライフステージ別の食生活および問題点 LIF-216-J 2 ～ 春 2 濱谷　亮子

現代生活論Ⅲ（自己と他者） 親密性に生じる諸問題 SOC-211-J 2 ～ 春 2 時安　邦治

現代生活論Ⅳ（個人と集団） 貧困とはどういうことか SOC-212-J 2 ～ 秋 2 時安　邦治

☆日本政治論 POL-213-J 2 ～ 春 2 逢坂　　巌

☆日本経済論 2 ～ ― ― 2 ―

日本社会論 日本社会の構造変動と自己の変容 SOC-215-J 2 ～ 秋 2 奥山　敏雄

比 

較 

文 

化 

研 

究 

科 

目 

群

☆比較文化論Ⅰ（比較日本文化）比較日本文化研究の現状と課題 JPN-301-J 3 ～ 春 2 今橋　理子

比較文化論Ⅱ（文学） キリシタン文学を読む LIT-302-J 3 ～ 春 2 土屋有里子

※比較文化論Ⅲ（芸術） 展覧会カタログ研究 ART-303-J 3 ～ 秋 2 今橋　理子

比較文化論Ⅳ（考古） 人類の歴史と日本人・日本文化の形成史 ANT-304-J 3 ～ 秋 2 工藤雄一郎

比較文化論Ⅴ（社会） 「江戸」の発見 HIS-305-J 3 ～ 秋 2 岩淵　令治

比較文化論Ⅵ（嗜好） 食を官能評価し、嗜好性を自覚する授業 LIF-306-J 3 ～ 秋 2 品川　　明

比較文化論Ⅶ（生活） 装飾美術の交流 ART-307-J 3 ～ 秋 2 福島　雅子

比較文化論Ⅹ（工芸） 海を渡った工芸品 ART-310-J 3 ～ 春 2 福島　雅子
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラスを指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

専 

門 

演 

習 

科 

目 

群

日本文化演習ⅠＡ 日本芸術の諸相 ART-301-J 3 春 2 内野　　儀

日本文化演習ⅠＢ 比較日本文化論（Ⅰ） ART-302-J 3 春 2 今橋　理子

日本文化演習ⅠＣ 考古学からみた日本の先史・古代（1）HIS-303-J 3 春 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅠＤ 日本の近代について考える HIS-304-J 3 春 2 木村　直恵

日本文化演習ⅠＥ 平安時代の文学（1） LIT-305-J 3 春 2 吉村　研一

日本文化演習ⅠＦ 日本語研究の方法と実践 JPL-306-J 3 春 2 福島　直恭

日本文化演習ⅠＧ 現代社会研究（1） SOC-307-J 3 春 2 時安　邦治

日本文化演習ⅠＨ 日本中世の説話文学１ ANT-308-J 3 春 2 土屋有里子

日本文化演習ⅠＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（1）ART-309-J 3 春 2 福島　雅子

日本文化演習ⅠＪ 日本近世の政治・社会・文化（1）HIS-310-J 3 春 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅠＫ 食文化研究１ LIF-311-J 3 春 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅠＬ スポーツ文化の諸相 SPO-312-J 3 春 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅠＭ 情報社会における問題の分析 INF-313-J 3 春 2 清水　將吾

日本文化演習ⅠＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-314-J 3 春 2 品川　　明

日本文化演習ⅠＯ 言語学・日本語教育Ⅰ JPL-315-J 3 春 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅠＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-316-J 3 春 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅠＱ デジタルメディア INF-317-J 3 春 2 丸山　信人

日本文化演習ⅠＲ 感情研究の動向 PSY-318-J 3 春 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅠＳ 日常生活におけるメディア利用 INF-319-J 3 春 2 越塚　美加

日本文化演習ⅡＡ 日本芸術の諸相 ART-320-J 3 秋 2 内野　　儀

日本文化演習ⅡＢ 比較日本文化論（Ⅱ） ART-321-J 3 秋 2 今橋　理子

日本文化演習ⅡＣ 考古学からみた日本の先史・古代（2）HIS-322-J 3 秋 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅡＤ 戦後の日本社会の変容と課題 HIS-323-J 3 秋 2 木村　直恵

日本文化演習ⅡＥ 平安時代の文学（2） LIT-324-J 3 秋 2 伊藤　守幸

日本文化演習ⅡＦ 言語研究の可能性 JPL-325-J 3 秋 2 福島　直恭

日本文化演習ⅡＧ 現代社会研究（2） SOC-326-J 3 秋 2 時安　邦治

日本文化演習ⅡＨ 日本中世の説話文学２ ANT-327-J 3 秋 2 土屋有里子

日本文化演習ⅡＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（2）ART-328-J 3 秋 2 福島　雅子

日本文化演習ⅡＪ 日本近世の政治・社会・文化（2）HIS-329-J 3 秋 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅡＫ 食文化研究２ LIF-330-J 3 秋 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅡＬ スポーツ文化の諸相 SPO-331-J 3 秋 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅡＭ 情報社会における問題の分析 INF-332-J 3 秋 2 清水　將吾

日本文化演習ⅡＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-333-J 3 秋 2 品川　　明

日本文化演習ⅡＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-334-J 3 秋 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅡＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-335-J 3 秋 2 小松崎拓男
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
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日本文化演習ⅡＱ コンピュータによるデジタルメディア・コンテンツ作品制作 INF-336-J 3 秋 2 丸山　信人

日本文化演習ⅡＲ 感情研究の展開 PSY-337-J 3 秋 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅡＳ 接触した情報が日常生活に与える影響 INF-338-J 3 秋 2 越塚　美加

日本文化演習ⅢＡ 日本芸術の諸相 ART-439-J 4 春 2 内野　　儀

日本文化演習ⅢＢ 比較日本文化論（Ｉ） ART-440-J 4 春 2 今橋　理子

日本文化演習ⅢＣ 考古学からみた日本の先史・古代（1）HIS-441-J 4 春 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅢＤ 日本の近代について考える HIS-442-J 4 春 2 木村　直恵

日本文化演習ⅢＥ 平安時代の文学（1） LIT-443-J 4 春 2 吉村　研一

日本文化演習ⅢＦ 日本語研究の方法と実践 JPL-444-J 4 春 2 福島　直恭

日本文化演習ⅢＧ 現代社会研究（1） SOC-445-J 4 春 2 時安　邦治

日本文化演習ⅢＨ 日本中世の説話文学１ ANT-446-J 4 春 2 土屋有里子

日本文化演習ⅢＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（1）ART-447-J 4 春 2 福島　雅子

日本文化演習ⅢＪ 日本近世の政治・社会・文化（3）HIS-448-J 4 春 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅢＫ 食文化研究３ LIF-449-J 4 春 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅢＬ スポーツ文化の諸相 SPO-450-J 4 春 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅢＭ 情報社会における問題の分析 INF-451-J 4 春 2 清水　將吾

日本文化演習ⅢＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-452-J 4 春 2 品川　　明

日本文化演習ⅢＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-453-J 4 春 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅢＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-454-J 4 春 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅢＱ デジタルメディア INF-455-J 4 春 2 丸山　信人

日本文化演習ⅢＲ 感情研究の動向 PSY-456-J 4 春 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅢＳ 日常生活の中のメディア INF-457-J 4 春 2 越塚　美加

日本文化演習ⅣＡ 日本芸術の諸相 ART-458-J 4 秋 2 内野　　儀

日本文化演習ⅣＢ 比較日本文化論（Ⅱ） ART-459-J 4 秋 2 今橋　理子

日本文化演習ⅣＣ 考古学からみた日本の先史・古代（2）HIS-460-J 4 秋 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅣＤ 戦後の日本社会の変容と課題 HIS-461-J 4 秋 2 木村　直恵

日本文化演習ⅣＥ 平安時代の文学（2） LIT-462-J 4 秋 2 伊藤　守幸

日本文化演習ⅣＦ 言語研究の可能性 JPL-463-J 4 秋 2 福島　直恭

日本文化演習ⅣＧ 現代社会研究（2） SOC-464-J 4 秋 2 時安　邦治

日本文化演習ⅣＨ 日本中世の説話文学２ ANT-465-J 4 秋 2 土屋有里子

日本文化演習ⅣＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（2）ART-466-J 4 秋 2 福島　雅子

日本文化演習ⅣＪ 日本近世の政治・社会・文化（4）HIS-467-J 4 秋 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅣＫ 食文化研究２ LIF-468-J 4 秋 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅣＬ スポーツ文化の諸相 SPO-469-J 4 秋 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅣＭ 情報社会における問題の分析 INF-470-J 4 秋 2 清水　將吾
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2018（平成 30）年度以降入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
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化
専
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演
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日本文化演習ⅣＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-471-J 4 秋 2 品川　　明

日本文化演習ⅣＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-472-J 4 秋 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅣＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-473-J 4 秋 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅣＱ コンピュータによるデジタルメディア・コンテンツ作品制作 INF-474-J 4 秋 2 丸山　信人

日本文化演習ⅣＲ 感情研究の展開 PSY-475-J 4 秋 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅣＳ INF-476-J 4 秋 2 越塚　美加

卒
業
研
究
・

卒
業
論
文

卒業研究（春） JPN-401-J 4 春集中 8 内野　　儀

卒業研究（秋） JPN-402-J 4 秋集中 8 内野　　儀

卒業論文（春） JPN-403-J 4 春集中 8 内野　　儀

卒業論文（秋） JPN-404-J 4 秋集中 8 内野　　儀

指 

定 

さ 

れ 

た 

他 

学 

科 

専 

門 

科 

目

言語学Ⅰ 言語における文法の構造 LIN-101-I 1 ～ 春 2 佐藤　琢三

言語学Ⅱ 言語における音声と意味 LIN-102-I 1 ～ 秋 2 佐藤　琢三

社会言語学Ⅰ 社会の中の言語 LIN-103-I 1 ～ 春 2 福島　直恭

社会言語学Ⅱ 近代日本の言語政策 LIN-104-I 1 ～ 秋 2 福島　直恭

文化人類学Ⅰ 身近にある「文化」を考察する ANT-105-I 1 ～ 春 2 北原　卓也

文化人類学Ⅱ 文化人類学で扱われる様々なトピック ANT-106-I 1 ～ 秋 2 北原　卓也

比較道具論 中・東欧における伝統工芸、家具、建築物、生活用品 LIF-113-I 1 ～ 春 2 中島　崇文

比較居住文化論 建築空間の歴史と居住空間の文化誌 LIF-114-I 1 ～ 春 2 栗原　伸治

※マーケティング 消費者行動と企業動向 MAN-215-I 2 ～ 秋集中 2 平山　賢一

経営学Ⅰ 経営学の基礎を学び、実り多いキャリアを築く実力をつける MAN-101-I 1 ～ 秋 2 平山　賢一

※経営学Ⅱ 『経営の教科書』に学ぶ智慧 MAN-214-I 2 ～ 春 2 平山　賢一

比較音楽論Ⅰ（東洋） ART-326-I 3 ～ 春 2 丸山　洋司

比較音楽論Ⅱ（西洋） ヨーロッパの社会とオペラ ART-327-I 3 ～ 秋 2 米田かおり

文化遺産学 文化財から文化遺産へ MSE-230-I 2 ～ 春 2 M．ウーゴ

日本文化発信英語Ⅰ 日本文化の諸相を英語で伝える ENG-340-I 3 ～ 春 2 式町眞紀子

日本文化発信英語Ⅱ 日本文化の諸相を英語で伝える ENG-341-I 3 ～ 秋 2 式町眞紀子

マスコミュニケーション論Ⅰ（概論）デジタル・メディア時代に至るマスコミュニケーション発達史 SOC-109-I 1 ～ 春 2 田辺　　龍

マスコミュニケーション論Ⅱ（理論）近代社会とマスコミュニケーション／メディアと社会・文化 SOC-219-I 2 ～ 秋 2 田辺　　龍

マスコミュニケーション論Ⅲ（広告・ＰＲ）広告やPRの役割を理解する SOC-220-I 2 ～ 春 2 中馬　　淳
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
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日本文化基礎演習ⅠＡ アートマネジメント入門 ART-101-J 1 春 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅠＢ 絵画史研究の基礎 ART-102-J 1 春 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅠＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-103-J 1 春 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅠＤ 近代を生きた女性たち HIS-104-J 1 春 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅠＥ 枕草子を読む LIT-105-J 1 春 2 竹田由花子

日本文化基礎演習ⅠＦ 日本語文法について考える JPL-106-J 1 春 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅠＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-107-J 1 春 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅠＨ 百人一首 ANT-108-J 1 春 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅠＩ 日本の染織と服飾文化（1）ART-109-J 1 春 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅠＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-110-J 1 春 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅠＫ 食文化研究の基礎（1） LIF-111-J 1 春 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅠＬ スポーツ文化の系譜 SPO-112-J 1 春 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅠＭ 情報社会における問題の分析 INF-113-J 1 春 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅠＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-114-J 1 春 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅠＯ 日常の日本語の意味世界１ JPL-115-J 1 春 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅠＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-116-J 1 春 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅠQ 問いから始める心理学 PSY-117-J 1 春 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅡＡ アートマネジメント入門 ART-118-J 1 秋 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅡＢ 絵画の「読解」と「記述」法 ART-119-J 1 秋 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅡＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-120-J 1 秋 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅡＤ 明治の東京―歴史と文学から学ぶ HIS-121-J 1 秋 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅡＥ 枕草子を読む LIT-122-J 1 秋 2 伊藤　守幸

日本文化基礎演習ⅡＦ 沖縄の古典語 JPL-123-J 1 秋 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅡＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-124-J 1 秋 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅡＨ くずし字を学ぶ ANT-125-J 1 秋 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅡＩ 日本の染織と服飾文化（2）ART-126-J 1 秋 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅡＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-127-J 1 秋 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅡＫ 食文化研究の基礎（2） LIF-128-J 1 秋 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅡＬ スポーツ文化の系譜 SPO-129-J 1 秋 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅡＭ 情報社会における問題の分析 INF-130-J 1 秋 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅡＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-131-J 1 秋 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅡＯ 日常の日本語の意味世界２ JPL-132-J 1 秋 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅡＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-133-J 1 秋 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅡQ 問いから紐解く心理学 PSY-134-J 1 秋 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅢＡ アートマネジメント入門 ART-235-J 2 春 2 内野　　儀
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　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
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日本文化基礎演習ⅢＢ 絵画史研究の基礎 ART-236-J 2 春 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅢＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-237-J 2 春 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅢＤ 近代を生きた女性たち HIS-238-J 2 春 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅢＥ 枕草子を読む LIT-239-J 2 春 2 竹田由花子

日本文化基礎演習ⅢＦ 日本語文法について考える JPL-240-J 2 春 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅢＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-241-J 2 春 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅢＨ 百人一首 ANT-242-J 2 春 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅢＩ 日本の染織と服飾文化（1）ART-243-J 2 春 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅢＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-244-J 2 春 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅢＫ 食文化研究の基礎（1） LIF-245-J 2 春 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅢＬ スポーツ文化の系譜 SPO-246-J 2 春 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅢＭ 情報社会における問題の分析 INF-247-J 2 春 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅢＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-248-J 2 春 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅢＯ 日常の日本語の意味世界１ JPL-249-J 2 春 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅢＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-250-J 2 春 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅢＱ 問いから始める心理学 PSY-251-J 2 春 2 澤田　匡人

日本文化基礎演習ⅣＡ アートマネジメント入門 ART-252-J 2 秋 2 内野　　儀

日本文化基礎演習ⅣＢ 絵画の「読解」と「記述」法 ART-253-J 2 秋 2 今橋　理子

日本文化基礎演習ⅣＣ 先史・古代の遺跡と考古資料を読み解く HIS-254-J 2 秋 2 工藤雄一郎

日本文化基礎演習ⅣＤ 明治の東京―歴史と文学から学ぶ HIS-255-J 2 秋 2 木村　直恵

日本文化基礎演習ⅣＥ 枕草子を読む LIT-256-J 2 秋 2 伊藤　守幸

日本文化基礎演習ⅣＦ 沖縄の古典語 JPL-257-J ２ 秋 2 阿部美菜子

日本文化基礎演習ⅣＧ 批判的思考から論証の組み立てへ SOC-258-J 2 秋 2 時安　邦治

日本文化基礎演習ⅣＨ くずし字を学ぶ ANT-259-J 2 秋 2 土屋有里子

日本文化基礎演習ⅣＩ 日本の染織と服飾文化（2）ART-260-J 2 秋 2 福島　雅子

日本文化基礎演習ⅣＪ 日本近世史研究の基礎 HIS-261-J 2 秋 2 岩淵　令治

日本文化基礎演習ⅣＫ 食文化研究の基礎（2） LIF-262-J 2 秋 2 宇都宮由佳

日本文化基礎演習ⅣＬ スポーツ文化の系譜 SPO-263-J 2 秋 2 橋本　　彩

日本文化基礎演習ⅣＭ 情報社会における問題の分析 INF-264-J 2 秋 2 清水　將吾

日本文化基礎演習ⅣＮ 体験学習と人間関係コミュニケーション LIF-265-J 2 秋 2 品川　　明

日本文化基礎演習ⅣＯ 日常の日本語の意味世界２ JPL-266-J 2 秋 2 佐藤　琢三

日本文化基礎演習ⅣＰ 20世紀の日本美術の展開 ART-267-J 2 秋 2 小松崎拓男

日本文化基礎演習ⅣQ 問いから紐解く心理学 PSY-268-J 2 秋 2 澤田　匡人
日
本
文
化

基
礎
科
目
群

日本文化政策論Ⅰ 文化政策の基本構造 MSE-101-J 1 ～ 春 2 阿曽村智子

日本文化政策論Ⅱ 日本文化政策の現状 MSE-102-J 1 ～ 秋 2 阿曽村智子



日
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学
科
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

群

日本人論Ⅰ 日本とは？日本人とは？―思想・文化・歴史・宗教からみる― JPN-103-J 1 ～ 春 2 加藤みち子

日本人論Ⅱ 近代日本の「家」と「家庭」―
家族の理想と現実をめぐる文化史 JPN-104-J 1 ～ 秋 2 木村　直恵

日本語学Ⅰ 現代日本語の諸相 JPL-105-J 1 ～ 春 2 福島　直恭

日本語学Ⅱ 日本語の歴史 JPL-106-J 1 ～ 秋 2 福島　直恭

日本思想史Ⅰ 思想から考える大正時代 PHL-107-J 1 ～ 春 2 木村　直恵

日本思想史Ⅱ 明治維新と国学 PHL-108-J 1 ～ 秋 2 小平　美香

日本思想史Ⅲ 聖地をめぐる文学―宗教的聖地と古典文学 PHL-109-J 1 ～ 春 2 土屋有里子

日本思想史Ⅳ 聖地をめぐる文学―古典から近代へ PHL-110-J 1 ～ 秋 2 土屋有里子

日本文学史Ⅰ（古典） 『古今和歌集』の講読 LIT-111-J 1 ～ 春 2 森田　直美 （注1）

日本文学史Ⅱ（近現代） 日本近代文学の史的展開 LIT-112-J 1 ～ 秋 2 山口　政幸 （注2）

民俗学Ⅰ 衣食住の民俗 ANT-114-J 1 ～ 春 2 山崎　祐子

民俗学Ⅱ 女性と子どもの民俗 ANT-115-J 1 ～ 秋 2 山崎　祐子

日本政治経済史 都市江戸を舞台に HIS-116-J 1 ～ 春 2 岩淵　令治

日本社会制度史 日本の法と慣習の歴史 HIS-117-J 1 ～ 春 2 菅原　正子

☆伝統文化論Ⅰ（花） 1 ～ ― ― 2 ―

伝統文化論Ⅱ（茶） 茶の湯 TRD-119-J 1 ～ 春 2 谷村　玲子

伝統文化論Ⅲ（香） 1 ～ ― ― 2 ―

伝統文化論Ⅳ（書） TRD-121-J 1 ～ 秋 2 松岡千賀子

伝統文化論Ⅴ（舞踊） 日本の伝統芸能を知る・学ぶ TRD-122-J 1 ～ 秋 2 森田　ゆい

伝統文化論Ⅵ（演劇） 『風姿花伝』を読む TRD-123-J 1 ～ 秋 2 岩崎　雅彦

伝統文化論Ⅶ（邦楽） 雅楽と平安時代の宮廷文化 TRD-124-J 1 ～ 春 2 遠藤　　徹

伝統文化論Ⅷ（染織） 日本の伝統染織 TRD-125-J 1 ～ 秋 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅰ（衣文化） 日本の服飾史 ART-126-J 1 ～ 春 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅱ（衣文化） 江戸の「きもの」と衣文化 ART-127-J 1 ～ 秋 2 福島　雅子

日本生活文化史Ⅲ（食文化） 日本の食生活の変遷 LIF-128-J 1 ～ 春 2 宇都宮由佳

日本生活文化史Ⅳ（食文化） 食物の起源と伝播，思想とマナー LIF-129-J 1 ～ 秋 2 宇都宮由佳

日本生活文化史Ⅴ（人と環境）日本の先史・古代の生活史と環境史 LIF-130-J 1 ～ 春 2 工藤雄一郎

日本生活文化史Ⅵ（人と環境）考古遺跡から紐解く日本の生活文化史 LIF-131-J 1 ～ 秋 2 工藤雄一郎

日本文化論 動物との関係からみた日本文化 JPN-132-J 1 ～ 秋 2 阿部　常樹

近代文化論Ⅰ 島崎藤村から見る近代日本 HIS-133-J 1 ～ 春 2 木村　直恵

近代文化論Ⅱ 思想・言論・表現の自由と統制から考える日本近代文化史 HIS-134-J 1 ～ 秋 2 木村　直恵

民
俗
・
歴
史

系
科
目
群

民俗文化論Ⅰ（民俗信仰） 異界をのぞく ANT-201-J 2 ～ 春 2 山崎　祐子

民俗文化論Ⅱ（民俗行事・祭礼）年中行事と祭礼 ANT-202-J 2 ～ 秋 2 山崎　祐子

民俗文化論Ⅲ（都市民俗学） 人工物の霊魂観―つくも神と刀剣の信仰― ANT-203-J 2 ～ 春 2 伊藤　慎吾
（注1）2018（平成30）年度以前に「日本文学史Ⅰ」を修得済の場合、履修できない。
（注2）2018（平成30）年度以前に「日本文学史Ⅱ」を修得済の場合、履修できない。
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化
学
科
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

民 

俗
・
歴 

史 

系 

科 

目 

群

民俗文化論Ⅳ（都市民俗学） 妖怪の収集・整理・利用 ANT-204-J 2 ～ 秋 2 伊藤　慎吾

比較民俗文化論Ⅰ（生活用具）日本の先史時代から古代までの生活用具とその変遷 ANT-205-J 2 ～ 秋 2 工藤雄一郎

比較民俗文化論Ⅱ（民間伝承）世界の〈あの世〉を考える ANT-206-J 2 ～ 秋 2 土屋有里子

比較生活文化論Ⅰ（地域食文化論）食文化へのアプローチ LIF-207-J 2 ～ 春 2 磯部　泰子

※☆比較生活文化論Ⅱ（染織文化論）世界の中の日本染織 LIF-208-J 2 ～ 春 2 澤田　和人

日本生活文化論Ⅰ（ものの文化史）モノから見直す「日本文化」 LIF-209-J 2 ～ 秋 2 依田　　徹

日本生活文化論Ⅱ（通過儀礼）慶弔の装い LIF-210-J 2 ～ 春 2 福島　雅子

日本生活文化論Ⅲ（住文化論） 日本住宅の成り立ち LIF-211-J 2 ～ 秋 2 小粥　祐子

日本生活文化論Ⅳ（都市生活論） LIF-212-J 2 ～ 秋 2 木村絵里子

日本史論Ⅰ（古代） 平安時代再考―摂関政治とその時代 HIS-213-J 2 ～ 春 2 中込　律子

日本史論Ⅱ（中世） 中世英雄伝 HIS-214-J 2 ～ 春 2 関　　幸彦

日本史論Ⅲ（近世） 江戸の都市社会 HIS-215-J 2 ～ 春 2 岩淵　令治

日本史論Ⅳ（近現代） 映画に見る「価値観」の変化 HIS-216-J 2 ～ 春 2 加藤　厚子

☆日本文化交流史Ⅰ 2 ～ ― ― 2 ―

☆日本文化交流史Ⅱ 中世・近世の日中関係 HIS-218-J 2 ～ 秋 2 米谷　　均

☆歴史資料論Ⅰ（考古） 2 ～ ― ― 2 ―

☆歴史資料論Ⅱ（考古） 考古遺物の資料化とその基本技術を学ぶ HIS-220-J 2 ～ 春 2 工藤雄一郎

歴史資料論Ⅲ（古文書） 江戸時代の古文書の解読 HIS-221-J 2 ～ 秋 2 岩淵　令治

歴史資料論Ⅳ（古文書） 江戸時代の古文書を読み解く HIS-222-J 2 ～ 春 2 工藤　航平

芸 

術
・
思 
想 
系 

科 

目 

群

形象文化論Ⅰ（絵画） 日本絵画史の諸様相 ART-201-J 2 ～ 春 2 石田　佳也

形象文化論Ⅱ（絵画） 動物をめぐる絵画と〈かたち〉の日本文化史 ART-202-J 2 ～ 秋 2 今橋　理子

形象文化論Ⅲ（生活芸術） アール・ヌーヴォー、アール・デコ、ジャポニスム、東西の芸術 ART-203-J 2 ～ 春 2 岡部　昌幸

形象文化論Ⅳ（空間造形） 江戸の大名庭園と絵画芸術 ART-204-J 2 ～ 春 2 今橋　理子

形象文化論Ⅴ（近現代美術） 日本の近現代美術の相貌 ART-205-J 2 ～ 秋 2 小松崎拓男

形象文化論Ⅵ（芸術交流論） 近代日本の音楽文化の諸相 ART-206-J 2 ～ 春 2 高久　　暁

身体文化論Ⅰ（近現代舞踊） バレエとダンスの歴史 ART-207-J 2 ～ 春 2 内野　　儀

身体文化論Ⅱ（現代演劇） 日本の現代演劇を知る ART-208-J 2 ～ 秋 2 内野　　儀

日本思想研究Ⅰ（神話） JPN-209-J 2 ～ 春 2 工藤　　浩

日本思想研究Ⅱ（仏教） 日本的仏教の特色 PHL-210-J 2 ～ 秋 2 加藤みち子

日本思想研究Ⅲ（神道） 古典史料からよむ神道思想―アマテラスを中心に― PHL-211-J 2 ～ 春 2 小平　美香

日本思想研究Ⅳ（劇場の思想）劇場の歴史と演劇の展開 PHL-212-J 2 ～ 春 2 内野　　儀

日本思想研究Ⅴ（芸道） 世阿弥の能楽論を読む PHL-213-J 2 ～ 秋 2 横山　太郎

日本思想研究Ⅵ（近世思想） 愛とは何か、恋とは何か PHL-214-J 2 ～ 秋 2 吉田　麻子

日本文学論Ⅰ（上代） 日本古代の神話、伝説、歌 LIT-215-J 2 ～ 春 2 寺田　惠子

日本文学論Ⅱ（上代） 『古事記』の神話、伝説を読む LIT-216-J 2 ～ 秋 2 寺田　惠子 ○日本文学研究Ⅰ（上代）（注３）
（注3）2018（平成30）年度以前に科目名に記載の科目を修得済の場合、履修できない。
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

芸 

術
・
思 

想 

系 

科 

目 

群

日本文学論Ⅲ（中古） 平安時代の文学を「研究」する LIT-217-J 2 ～ 春 2 伊藤　禎子 ○日本文学論Ⅱ（中古）（注３）

※日本文学論Ⅳ（中古） 日記文学と物語文学 LIT-218-J 2 ～ 秋 2 伊藤　守幸 ※○日本文学研究Ⅱ（中古）（注３）

日本文学論Ⅴ（中世） 中世文学概論 LIT-219-J 2 ～ 春 2 土屋有里子 ○日本文学論Ⅲ（中世）（注３）

日本文学論Ⅵ（中世） 長明・無住・兼好の思想と文学 LIT-220-J 2 ～ 秋 2 土屋有里子 ○日本文学研究Ⅲ（中世）（注３）

日本文学論Ⅶ（近世） 近世文学の世界 LIT-221-J 2 ～ 春 2 真島　　望 ○日本文学論Ⅳ（近世）（注３）

日本文学論Ⅷ（近現代） 文学と映像の共生する空間 LIT-225-J 2 ～ 春 2 山口　政幸 ○日本文学論Ⅴ（近現代）（注３）

☆中国文学論Ⅰ 1 ～ ― ― 2 ―

☆中国文学論Ⅱ LIT-127-J 1 ～ 秋 2 和田　浩平

現 

代 

社 

会 

系 

科 

目 

群

☆現代文化論Ⅰ（都市論） 2 ～ ― ― 2 ―

☆現代文化論Ⅱ（郊外論） 実験室としての郊外 SOC-202-J 2 ～ 秋 2 岩館　　豊

現代文化論Ⅲ（子どもと個性）パーソナリティの構造と発達 PSY-203-J 2 ～ 春 2 小塩　真司

☆現代文化論Ⅳ（ファッション） 2 ～ ― ― 2 ―

現代文化論Ⅴ（イメージとメディア）映像とシナリオの比較表現論 ART-210-J 2 ～ 春 2 堀江　秀史

※現代文化論Ⅵ（カルチュラル・スタディーズ）カルチュラル・スタディーズと文化の力学 SOC-206-J 2 ～ 秋集中 2 本橋　哲也

現代文化論Ⅶ（スポーツ文化論）スポーツと文化、スポーツと人間 SPO-207-J 2 ～ 春 2 橋本　　彩

メディア論 メディアと社会 INF-208-J 2 ～ 春 2 時安　邦治

現代生活論Ⅰ（現代食品情報） LIF-209-J 2 ～ 秋 2 宇都宮由佳

現代生活論Ⅱ（現代の食生活）ライフステージ別の食生活および問題点 LIF-216-J 2 ～ 春 2 濱谷　亮子

現代生活論Ⅲ（自己と他者） 親密性に生じる諸問題 SOC-211-J 2 ～ 春 2 時安　邦治

現代生活論Ⅳ（個人と集団） 貧困とはどういうことか SOC-212-J 2 ～ 秋 2 時安　邦治

☆日本政治論 POL-213-J 2 ～ 春 2 逢坂　　巌

☆日本経済論 2 ～ ― ― 2 ―

日本社会論 日本社会の構造変動と自己の変容 SOC-215-J 2 ～ 秋 2 奥山　敏雄

比 

較 

文 

化 

研 

究 

科 

目 

群

☆比較文化論Ⅰ（比較日本文化）比較日本文化研究の現状と課題 JPN-301-J 3 ～ 春 2 今橋　理子

比較文化論Ⅱ（文学） キリシタン文学を読む LIT-302-J 3 ～ 春 2 土屋有里子

※比較文化論Ⅲ（芸術） 展覧会カタログ研究 ART-303-J 3 ～ 秋 2 今橋　理子

比較文化論Ⅳ（考古） 人類の歴史と日本人・日本文化の形成史 ANT-304-J 3 ～ 秋 2 工藤雄一郎

比較文化論Ⅴ（社会） 「江戸」の発見 HIS-305-J 3 ～ 秋 2 岩淵　令治

比較文化論Ⅵ（嗜好） 食を官能評価し、嗜好性を自覚する授業 LIF-306-J 3 ～ 秋 2 品川　　明

比較文化論Ⅶ（生活） 装飾美術の交流 ART-307-J 3 ～ 秋 2 福島　雅子

比較文化論Ⅹ（工芸） 海を渡った工芸品 ART-310-J 3 ～ 春 2 福島　雅子
日
本
文
化
専
門

演
習
科
目
群

日本文化演習ⅠＡ 日本芸術の諸相 ART-301-J 3 春 2 内野　　儀

日本文化演習ⅠＢ 比較日本文化論（Ⅰ） ART-302-J 3 春 2 今橋　理子
（注3）2018（平成30）年度以前に科目名に記載の科目を修得済の場合、履修できない。
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

専 

門 

演 

習 

科 

目 

群

日本文化演習ⅠＣ 考古学からみた日本の先史・古代（1）HIS-303-J 3 春 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅠＤ 日本の近代について考える HIS-304-J 3 春 2 木村　直恵

日本文化演習ⅠＥ 平安時代の文学（1） LIT-305-J 3 春 2 吉村　研一

日本文化演習ⅠＦ 日本語研究の方法と実践 JPL-306-J 3 春 2 福島　直恭

日本文化演習ⅠＧ 現代社会研究（1） SOC-307-J 3 春 2 時安　邦治

日本文化演習ⅠＨ 日本中世の説話文学１ ANT-308-J 3 春 2 土屋有里子

日本文化演習ⅠＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（1）ART-309-J 3 春 2 福島　雅子

日本文化演習ⅠＪ 日本近世の政治・社会・文化（1）HIS-310-J 3 春 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅠＫ 食文化研究１ LIF-311-J 3 春 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅠＬ スポーツ文化の諸相 SPO-312-J 3 春 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅠＭ 情報社会における問題の分析 INF-313-J 3 春 2 清水　將吾

日本文化演習ⅠＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-314-J 3 春 2 品川　　明

日本文化演習ⅠＯ 言語学・日本語教育Ｉ JPL-315-J 3 春 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅠＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-316-J 3 春 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅠＱ デジタルメディア INF-317-J 3 春 2 丸山　信人

日本文化演習ⅠＲ 感情研究の動向 PSY-318-J 3 春 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅠＳ 日常生活におけるメディア利用 INF-319-J 3 春 2 越塚　美加

日本文化演習ⅡＡ 日本芸術の諸相 ART-320-J 3 秋 2 内野　　儀

日本文化演習ⅡＢ 比較日本文化論（Ⅱ） ART-321-J 3 秋 2 今橋　理子

日本文化演習ⅡＣ 考古学からみた日本の先史・古代（2）HIS-322-J 3 秋 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅡＤ 戦後の日本社会の変容と課題 HIS-323-J 3 秋 2 木村　直恵

日本文化演習ⅡＥ 平安時代の文学（2） LIT-324-J 3 秋 2 伊藤　守幸

日本文化演習ⅡＦ 言語研究の可能性 JPL-325-J 3 秋 2 福島　直恭

日本文化演習ⅡＧ 現代社会研究（2） SOC-326-J 3 秋 2 時安　邦治

日本文化演習ⅡＨ 日本中世の説話文学２ ANT-327-J 3 秋 2 土屋有里子

日本文化演習ⅡＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（2）ART-328-J 3 秋 2 福島　雅子

日本文化演習ⅡＪ 日本近世の政治・社会・文化（2）HIS-329-J 3 秋 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅡＫ 食文化研究２ LIF-330-J 3 秋 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅡＬ スポーツ文化の諸相 SPO-331-J 3 秋 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅡＭ 情報社会における問題の分析 INF-332-J 3 秋 2 清水　將吾

日本文化演習ⅡＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-333-J 3 秋 2 品川　　明

日本文化演習ⅡＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-334-J 3 秋 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅡＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-335-J 3 秋 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅡＱ コンピュータによるデジタルメディア・コンテンツ作品制作 INF-336-J 3 秋 2 丸山　信人

日本文化演習ⅡＲ 感情研究の展開 PSY-337-J 3 秋 2 澤田　匡人
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考

日 

本 

文 

化 

専 

門 

演 

習 

科 

目 

群

日本文化演習ⅡＳ 接触した情報が日常生活に与える影響 INF-338-J 3 秋 2 越塚　美加

日本文化演習ⅢＡ 日本芸術の諸相 ART-439-J 4 春 2 内野　　儀

日本文化演習ⅢＢ 比較日本文化論（Ｉ） ART-440-J 4 春 2 今橋　理子

日本文化演習ⅢＣ 考古学からみた日本の先史・古代（1）HIS-441-J 4 春 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅢＤ 日本の近代について考える HIS-442-J 4 春 2 木村　直恵

日本文化演習ⅢＥ 平安時代の文学（1） LIT-443-J 4 春 2 吉村　研一

日本文化演習ⅢＦ 日本語研究の方法と実践 JPL-444-J 4 春 2 福島　直恭

日本文化演習ⅢＧ 現代社会研究（1） SOC-445-J 4 春 2 時安　邦治

日本文化演習ⅢＨ 日本中世の説話文学１ ANT-446-J 4 春 2 土屋有里子

日本文化演習ⅢＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（1）ART-447-J 4 春 2 福島　雅子

日本文化演習ⅢＪ 日本近世の政治・社会・文化（3）HIS-448-J 4 春 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅢＫ 食文化研究３ LIF-449-J 4 春 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅢＬ スポーツ文化の諸相 SPO-450-J 4 春 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅢＭ 情報社会における問題の分析 INF-451-J 4 春 2 清水　將吾

日本文化演習ⅢＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-452-J 4 春 2 品川　　明

日本文化演習ⅢＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-453-J 4 春 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅢＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-454-J 4 春 2 小松崎拓男

日本文化演習ⅢＱ デジタルメディア INF-455-J 4 春 2 丸山　信人

日本文化演習ⅢＲ 感情研究の動向 PSY-456-J 4 春 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅢＳ 日常生活の中のメディア INF-457-J 4 春 2 越塚　美加

日本文化演習ⅣＡ 日本芸術の諸相 ART-458-J 4 秋 2 内野　　儀

日本文化演習ⅣＢ 比較日本文化論（Ⅱ） ART-459-J 4 秋 2 今橋　理子

日本文化演習ⅣＣ 考古学からみた日本の先史・古代（2）HIS-460-J 4 秋 2 工藤雄一郎

日本文化演習ⅣＤ 戦後の日本社会の変容と課題 HIS-461-J 4 秋 2 木村　直恵

日本文化演習ⅣＥ 平安時代の文学（2） LIT-462-J 4 秋 2 伊藤　守幸

日本文化演習ⅣＦ 言語研究の可能性 JPL-463-J 4 秋 2 福島　直恭

日本文化演習ⅣＧ 現代社会研究（2） SOC-464-J 4 秋 2 時安　邦治

日本文化演習ⅣＨ 日本中世の説話文学２ ANT-465-J 4 秋 2 土屋有里子

日本文化演習ⅣＩ 日本の染織と服飾文化の諸相（2）ART-466-J 4 秋 2 福島　雅子

日本文化演習ⅣＪ 日本近世の政治・社会・文化（4）HIS-467-J 4 秋 2 岩淵　令治

日本文化演習ⅣＫ 食文化研究２ LIF-468-J 4 秋 2 宇都宮由佳

日本文化演習ⅣＬ スポーツ文化の諸相 SPO-469-J 4 秋 2 橋本　　彩

日本文化演習ⅣＭ 情報社会における問題の分析 INF-470-J 4 秋 2 清水　將吾

日本文化演習ⅣＮ １．フードコンシャス教育と食研究　２．環境教育 LIF-471-J 4 秋 2 品川　　明

日本文化演習ⅣＯ 言語学・日本語教育Ⅱ JPL-472-J 4 秋 2 佐藤　琢三

日本文化演習ⅣＰ アートによる地域活性化の調査、研究 ART-473-J 4 秋 2 小松崎拓男
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2017（平成 29）年度以前入学者用

　　　　 日  本  文  化  学  科  2020（令和２）年度授業科目及び担当者
☆：隔年開講科目　※：学部研究科共同開講科目　○：2018（平成30）年度以降入学者用科目名
ローマ数字までが科目名、アルファベットはクラス名を指す

科目群 科　　目　　名 副　　　　　題 コース・ナンバー 配当年次 学期 単位 担　当　者 備　考
日
本
文
化
専
門

演
習
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日本文化演習ⅣＱ コンピュータによるデジタルメディア・コンテンツ作品制作 INF-474-J 4 秋 2 丸山　信人

日本文化演習ⅣＲ 感情研究の展開 PSY-475-J 4 秋 2 澤田　匡人

日本文化演習ⅣＳ INF-476-J 4 秋 2 越塚　美加

卒
業
研
究
・

卒
業
論
文

卒業研究（春） JPN-401-J 4 春集中 8 内野　　儀

卒業研究（秋） JPN-402-J 4 秋集中 8 内野　　儀

卒業論文（春） JPN-403-J 4 春集中 8 内野　　儀

卒業論文（秋） JPN-404-J 4 秋集中 8 内野　　儀

指
定
さ
れ
た

他
学
科
専
門
科
目

言語学Ⅰ 言語における文法の構造 LIN-101-I 1 ～ 春 2 佐藤　琢三

言語学Ⅱ 言語における音声と意味 LIN-102-I 1 ～ 秋 2 佐藤　琢三

社会言語学Ⅰ 社会の中の言語 LIN-103-I 1 ～ 春 2 福島　直恭

社会言語学Ⅱ 近代日本の言語政策 LIN-104-I 1 ～ 秋 2 福島　直恭

文化人類学Ⅰ 身近にある「文化」を考察する ANT-105-I 1 ～ 春 2 北原　卓也

文化人類学Ⅱ 文化人類学で扱われる様々なトピック ANT-106-I 1 ～ 秋 2 北原　卓也

日本文学史Ⅲ 仮名散文の歴史 LIT-113-J 1 ～ 秋 2 伊藤　守幸 （注４）

日本語学Ⅲ お嬢様ことばから菊と刀まで JPL-207-J 2 ～ 春 2 佐藤　琢三 （注４）

日本文学研究Ⅳ（近世） 江戸名所と文学 LIT-223-J 2 ～ 秋 2 真島　　望 （注４）

日本文学研究Ⅴ（近現代） 大正から昭和（戦前）にかけての小説を知る LIT-224-J 2 ～ 秋 2 山口　政幸 （注４）
（注4）2017（平成29）年度以前入学者が修得した場合、自由選択科目として認定する。
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